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プロローグ




　ついにこの日が来てしまった。

　自分で決めて行動に移したものの、保安検査場を過ぎたあたりから緊張はピークに達している。いい加減、覚悟を決めないと。

　初めて足を運んだ出発ロビーはガラス張りになっていて、間近に飛行機が何機も並んでいるのが見える。なかなかの迫力だ。

「おかあしゃん、ひこーき！」

　案の定、そちらに向かってとっさに走り出そうとした息子の手を反射的に引いた。

「凌り空く、勝手に行っちゃダメ！」

　気持ちはわかるが、ここは人が多いので誰かにぶつかったり、迷子になったりする可能性がある。

　二カ月後には三歳が見えてきた息子に目線を合わせようと、腰を落として凌空に向き合った。

「お願い、お母さんも一緒に行くからひとりで行こうとしないで。凌空がいなくなったら、お母さん泣いちゃうよ」

　訴えかけると凌空の顔がくしゃりと歪む。

「ごめんなしゃい」

　違う。謝るのは私の方だ。自分でも余裕がないと思っている。でも、子どもを守れるのは私ひとりしかいない。シングルマザーの道を選んだ時に、凌空のために生きると誓った。父親がいない分、私が頑張るんだ。

　さっきから幸せそうな家族連れを見ては、いずれ凌空が父親について、なにかを思うんじゃないかと胸が痛む。

　それを顔には出さずに、立ち上がって凌空に微ほほ笑えみかけた。

「飛行機、見に行こうか」

「うん！」

　打って変わって満面の笑みの凌空にホッとする。けれどその笑顔に、彼の面影を感じ、わずかに心が揺れた。

『俺がパイロットになったら、俺の操縦する飛行機に可か南な子こを乗せるよ』

　もう三年以上前のやり取りなのに、今でも鮮明に覚えている。

『初めてが綾あや人との操縦する飛行機なら、頑張って乗ってみようかな』

　飛行機が苦手なくせに笑いながら返して、あの頃はいつかそんな日が来ると信じていた。でも、もう叶わない。自分で彼との未来を手放したから。

　彼だってあんな話、もう覚えていないだろう。

　すぐ近くのガラスに張りつき、目をキラキラさせて飛行機を眺めている凌空の横顔にスマホのカメラを向ける。

　やっぱり凌空は父親に――綾人に似ているな。

『可南子』

　大好きだった、誰よりも愛していた彼への想いがあふれそうになる。声も仕草も、なにひとつ忘れられない。

「凌空、飛行機に乗るところからでも見えるから、移動しようか」

　会いたいなんて願わない。けれど彼の宣言通り、パイロットになって元気でいてくれたらと思う。

　気持ちに蓋ふたをして、私は凌空と一緒に歩きだした。










第一章　空港での再会




「わっ！　凌空、大変！　飛行機、欠航だって」

　意気込んで搭乗口まで来たのはいいものの、突然フライト一時間前に機材トラブルで欠航を言い渡され、私は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。時間に余裕を持とうと搭乗口近くで待機していたのに、まさかの事態だ。

　日本の空の玄関口といわれている東とう京きょう国際空港。私がいるのは国内線の第一ターミナルで、お盆の時期ははずれているとはいえ、八月初旬の空港はかなり混雑している。今日の飛行機もほぼ満席だった。周りはざわつき、急に慌ただしくなっていく。どこかに電話をかける人、文句を言い出す人。グランドスタッフが大きな声で欠航を知らせ、チケットの払い戻しや代替便の案内などをしている。

「けっこん？」

　凌空が不思議そうな顔をして首を傾かしげた。私にとっては欠航になった事実より、それを彼に伝える方がよっぽどおそろしい。しかし説明しないわけにはいかない。

　一度唾液を飲み込み、わざとらしく笑顔を作った。

「あのね、乗るはずだった飛行機が飛ばないんだって。だから今日は飛行機に乗れないみたい」

　言うや否や彼は今にも泣き出しそうな顔になった。

「えーーー。やだーーー。りく、ひこうきのるーー」

　あまりにも予想通りの反応に頭を抱えたくなる。

　うん、わかっていた。

　凌空は誰よりも飛行機に乗るのを楽しみにしていたから。

　ましてや正面のガラス張りの壁の向こうには、大きな飛行機が並んでいるのだ。

　でもしょうがない。人生は思い通りにいかないことの連続だ。

「凌空、今日は乗れないけれど、また今度乗ろう。ねっ」

「やだ！　ひこうき、のるーーー！」

　理屈が伝わるわけがないのはわかっている。さらには場所も状況もおかまいなしに叫ぶ。それが二歳児だ。

　山やま口ぐち可南子、二十七歳。シングルマザーでひとり息子の凌空を育てている。

　身長は百五十六センチとやや平均より低めで、もう少し背が欲しかったにもかかわらず、中学の頃からほぼ伸びていない。

　化粧を覚えてなんとか年相応になるよう努めているが、丸みのある目元や輪郭のおかげで、どこか幼さが抜けないのが悩みだ。『子どもがいるとか思わなかった』と驚かれることもしばしばある。それをどう受け取っていいものか。

　凌空のためにももっとしっかりしているように見られたい。私はもう母親で、ましてやシングルマザーの立場でもあるのだから。

　髪をもっと明るい色に染めたら印象が変わるかな？

　シュシュでゆるく束ねている、肩下十センチほどの長さの黒髪の先に軽く触れる。Ｔシャツとジーンズというシンプルな組み合わせに、冷房対策にシアーパーカーを羽織っていて大人っぽさもお洒落さもない。

　気を取り直して改めて凌空と向き合う。なんとか宥なだめないと。ただでさえ、苛いら立だっている人が多い。

　随分と重くなった彼を抱き上げ、背中をとんとんと叩たたいた。

　ギュッとしがみついてくる凌空に愛しさが込み上げる。どうか彼は私に似ずに背が高くなってほしいな。

　凌空の父親は背が高いから、そちらに似てほしい。

　さっきから、こんなにも彼を思い出すのは場所が場所だからなのかもしれない。だが、今は感傷に浸っている場合ではない。

　ひとまず姉に連絡しよう。私たちが来るのを楽しみにしているだろうから。旦那さんの仕事の出張についていき、ひと足先に北ほっ海かい道どうを満喫している姉に遊びに来ないかと誘われ、思い切って飛行機のチケットを予約した。

　空港まで迎えに来てくれる話だったから、早めに言わないと。

　別の便に変更してもらう？　でも空席があるのかな。預けた手荷物はどうなるんだろう。

　この後にすることを考えながら、どこかでホッとしている自分もいた。凌空には申し訳ないが、飛行機に乗るのが正直、不安だったのだ。

　私は飛行機に乗った経験がない。正確には乗ろうと思ったこともないし、できるなら乗りたくないのが本音だ。高いところが苦手で、地に足がつかず空を飛ぶ感覚を想像しただけで震えてしまう。

　けれど飛行機が大好きな凌空のためにも、姉夫婦のもとに行くのを決めた。だから今日が初めてのフライトになる予定だったのだ。

　姉に電話するため凌空を下ろす。数コールして留守番電話に切り替わり、伝言を入れようとした時だった。

「あー。あれ、なに？」

「凌空！」

　なにを見つけたのか、凌空が声をあげて走り出したのだ。さっき勝手に行かないと話したばかりなのに。スマホを耳から離し、彼を追いかける。

　そして勢い余って止まれなかった凌空は、誰かの足にぶつかって尻もちをついた。

「凌空！　す、すみません」

　泣きはしないが驚いて目をぱちくりさせている凌空を視界に捉え、ぶつかった相手に慌てて頭を下げた。凌空を立たせようとしゃがむ。

「可南子？」

　ところが返ってきた言葉にドキリと心臓が跳ね上がり、耳を疑う。だって、そんなはずない。

　信じられないままに口の中が一気に乾き、伝わる気配に硬直する。でも、いつまでもこうしているわけにはいかない。時間にすると数秒だが、思い巡らせ頭を上げる。

「……綾人」

　夢でも幻でもない。

　半袖のシャツに航空会社のロゴ入りのネクタイ、そして三本線入りの肩章。初めて見る彼の姿だが、この制服は彼の今の立場をはっきりと表している。

　進しん藤どう綾人。ちょうど今の季節、大学三年生の夏に出会い、社会人二年目を迎える前に別れた相手だ。

　すらりと背が高く、くっきりとした目鼻立ちは相変わらずで、癖のない黒髪は最後に会った時よりも短くなっている。けれど着ている制服にぴったりで、爽やかな雰囲気は変わらない。

　こんなところで会ってしまうなんて――。

　言葉を失っている私に彼は一瞬顔を歪めた後、笑みを浮かべた。

「久しぶり。こんなところで会えるなんて思わなかった」

　眩まぶしい笑顔にホッとしたような、胸がチクリと痛むような。おもむろに立ち上がったものの彼の顔がまともに見られない。

「飛行機、乗れるようになったんだな」

　その言葉に胸がざわつく。おそらく深い意味はない。

「乗ろうと思ったんだけれど、予定していた便の飛行機は飛ばないらしくて」

「ああ。情報は聞いている。迷惑かけて悪いな」

　搭乗予定だった飛行機は綾人が自社養成パイロットとして採用されたところだった。意識はしていたもののまさか本人に会うなんて。でも彼はどうやら私と別れてから、無事に副操縦士の資格を取得して活躍しているらしい。

　その事実に安あん堵どする。すると綾人の視線は凌空に注がれた。

「可南子の子ども？」

「う、うん」

　つい声が上擦ってしまう。けれどこの状況で凌空に触れないのも不自然だろう。紹介しようとすると、綾人は腰を落として凌空と目線を合わせた。

「こんにちは。名前は？」

「やまぐちりく。にさい！」

　条件反射で凌空は元気よく答えた。手で二を示すのがまだ難しいみたいで、最近は親指と人差し指を立てて二を表している。そこらへんはご愛敬だ。

　いつも通りの凌空の反応を微笑ましく思っていたら、なぜか綾人は目をぱちくりとさせている。

「山口？」

「あっ」

　そこで気付く。綾人は私が結婚したと思っているから、凌空が私の旧姓をそのまま名乗っていることに違和感を抱いたのだろう。『夫が私の名字を名乗っている』『夫婦別姓』あらゆる言い訳が頭を駆け巡る。

「可南子、旦那は？」

　しかし、そのどれかを口にする前に綾人が私の目を見て真っ直ぐに尋ねてきた。おかげで、つい口ごもる。

「それは……」

　なんとかごまかさないと。彼が私の結婚だけではなく、凌空の父親について疑問を抱く前に。

「別れたの」

　悩んだ末、端的に答える。夫がいると嘘うそをつくべきだとも思った。『今日は仕事で一緒にいない』『これから凌空と会いに行く予定だ』などいくらでも言える。どうせ綾人とはこれっきりだ。

　けれど凌空は完璧ではなくても、だいぶ大人の話している内容を理解するようになってきた。下手に嘘をついて混乱させるわけにはいかない。

　なにより凌空には『お父さんは飛行機のパイロットをしていて、お空を飛んでいる』といつも話している。

「可南子」

　綾人の反応を気にしていると、不意に腕を掴つかまれた。その感触に体がびくりと震える。

「一度、会って話せないか？　俺の連絡先、変わってないから」

　彼の行動に驚く間もなく、まさかの申し出に心が乱れる。

「でも」

「連絡先を消しているなら、また渡す」

　こちらの反応を待たずに彼は胸ポケットからメモ帳のようなものを取り出すと、さっとペンを走らせる。

「ま、待って。私には話すことなんてなにも」

「可南子にはなくても、俺にはあるんだ」

　断ろうとしたが、言葉をかぶせられきっぱりと言い切られる。それでも綾人と会うつもりはない。さっさと立ち去ろう。

「凌空!?」

　ところが、すぐそばで立っている凌空の足元に赤いシミを見つけた。

「ちーでた」

　鼻血が出たのを泣かずに冷静に教えてくれるのはありがたいが、こちらは慌てる。鞄かばんから急いでティッシュを取り出そうしたら、綾人が自分のハンカチをそっと凌空の鼻に当てた。

「え、いいよ。大丈夫」

　綺麗にプレスされているチェックのハンカチに、私は青ざめる。凌空は意外にもおとなしく受け入れていた。

「いいから。悪い、俺この後ブリーフィングがあるからもう行かないと」

　そう告げる綾人と代わるように腰を屈め、凌空の鼻をハンカチで押さえる。立ち上がった彼から連絡先を書いたメモを渡され、悩みながらも渋々受け取った。この状況で拒否できるわけがない。

「止まらなかったら近くのスタッフに遠慮なく声をかけろよ」

「あ、ありがとう」

　もうほぼ止まっているだろう。最近はよく鼻血を出すが、心配するほどではない。

「可南子」

　そっとハンカチをのけようとしたら名前を呼ばれ、改めて綾人の方を見る。

「会って話したいんだ。絶対に連絡してくれ」

　有無を言わせない口調で念押しすると、彼は名残惜しそうに先を急いだ。黒の大きなトランクを引っ張っていく姿はドラマでもよく見る光景だ。本当に綾人はパイロットになったんだ。

　初めての飛行機を凌空と乗ると決めて、久しぶりにやってきた空港で綾人と会うなんて。もう二度と会わない覚悟をしていたのに。

　たとえ会ったとしてもその場限りでうまくやり過ごすつもりだった。綾人も私にはもう関わりたくないだろうし、むしろ忘れたい存在だろう。

　ふと連絡先の書かれたメモを見る。走り書きなのに見やすい彼の字に懐かしさで胸が締めつけられる。これは、私には不要だ。綾人の連絡先を結局は消せず、未練がましく残している。

　何度も連絡しようか迷って、そのたびにやめた。もう彼とは会うことがない。会えない。

　そう思っていたのに……。

　そっと凌空の鼻からハンカチを離すと鼻血は止まっていたが、鼻についた汚れは洗った方がいいかもしれない。汚した床と靴をさっと拭いて、お手洗いに凌空と向かう。

「凌空、大丈夫？」

「うん。だいじょうぶ！」

　どうやら機嫌は損ねていないようだ。珍しい。

　汚れが落ちるかどうかもわからないし、洗ってこのハンカチを返すより、新しいものを用意した方がいいよね。

　綾人のハンカチを持ち、考える。

　ずるい。こんな風にされたら無視できない。連絡するしかないじゃない。

　心の中で少しだけ悪態をつく。もしかしてここまで見越して彼は行動したのだろうか。

　と、考え始めてその考えをすぐに打ち消す。

　違う。綾人は昔から周りをよく見ていて、困っている人がいたらすぐに行動できる人だった。そういうところを尊敬していたし、好きだった。

　あふれそうな想いに蓋をする。私は綾人に会うどころか、想うのさえ許されない人間だ。

　三年前、突然別の人と結婚すると切り出し、彼にひどいことを言って私から一方的に別れを告げた。綾人を傷つけて、裏切った。

　沈みそうな気持ちを必死に切り替える。今は凌空と一緒なんだから、しっかりしないと。

　逆に言うとあれから三年も経った。彼が普通に私に会おうと言ったのは、彼にとっては過去の出来事になっているからで、妙なわだかまりを解きたいからなのかもしれない。なにより綾人には、もう別の相手がいるだろう。

　私は気合いを入れ直す。

　うん。昔の話をするのではなく、凌空にハンカチを貸してもらったお礼をきちんと言って、新しいものを渡そう。子どもに見せる母親の姿として、できるだけ誠実でありたい。

　とはいえ、綾人と会ったとしても、凌空の件だけはバレないようにしないと。

　そこは肝に銘じる。彼にとって過去ならなおさら、知る必要はない。凌空が自分の息子で、私が他の人と結婚しなかったなど、綾人は思ってもみないだろうから。

　極力思い出さないようにしていたのに、彼と久しぶりに会ったからか、今までの記憶が一気によみがえる。昔のことだと感じる一方で、昨日のことのようにさえ思える。

　綾人と出会ったのは大学三年生の夏。就職活動が本格化し、情報交換と息抜きも兼ねて、友人の知り合いたちと集まった時だった。




※　※　※




「ねえ。可南子、知ってる？　今日来る進藤くんって『ＷＯＬ』のパイロットに内定決まっているらしいよ」

　友人の前まえ橋ばし莉り愛あが興奮気味に教えてくれた。ＷＯＬの正式名称は『株式会社世界日本航空』で、誰もが知る大手航空会社だ。

　この時期に内定をもらっている学生は周りにもちらほらいたが、あまりにも特別な職種だから注目されるのも無理はないだろう。

「そうなんだ、すごいね」

　素直な感想を漏らすと、なぜか莉愛は唇を尖らせる。

「なに、その反応？　薄い！　本当にすごいと思ってる？」

「お、思ってるけど」

　なにが不満なのか本気で理解できずたじろぐ。すると莉愛はゆるくウェーブのかかった茶色い髪をかき上げた。

「パイロットってことは、将来超優良株だよ？　しかも彼、あのシャッツィの社長の息子さんなんだって。つまり御曹司！　顔もよくて背も高いらしいよ。さらに高校生の頃はサッカー部でキャプテンをしていて、大きな大会に出て成績も残しているスポーツマン。これはもう狙うしかないね」

　シャッツィは、正確には『株式会社 Schatzi』。誰もが知る、有名な玩具メーカーだ。その情報にはさすがに私も驚く。彼の歩んできた人生は、おそらく私とはまったく違うのだろう。近付きたいどころか、実際に会ったらなにを話せばいいのか迷ってしまいそうだ。

　そういった感情を抱く私とは対照的に、莉愛の表情や意気込みから、本気で進藤くんを狙っているのがうかがえる。確かに莉愛はいつもフェミニン系のかわいい服を着ていて、メイクや髪もばっちりだ。異性から声をかけられるのは日常茶飯事で、彼氏が途絶えたことはない。莉愛ならもしかして、と思う一方で別の角度に考えが移る。

「でも進藤くんみたいな人なら、もう彼女くらいいるんじゃない？」

「どうだろう。前にすっごく美人な、どこかのご令嬢と付き合っていたとは聞いたけれど……関係ないね。いたとしても本気でいいと思ったら奪うし」

　さらりと言ってのける莉愛が恐ろしくもあり、少しだけ羨ましかった。

　自分に自信があるっていいな。異性に限らず、なんにでも積極的に向き合える。きっと今から会う進藤くんも同じような人なんだろうな。

「ＷＯＬの採用試験、どんな感じだったの？」

「最終面接でなに、聞かれた？」

「パイロットなんてすごいよね！」

　飲み会の会場に彼が現れた瞬間、空気が変わったのを感じた。あっという間に綾人の周りには人が集まり、中心にいる彼は嫌な顔ひとつせずに対応している。

　パイロットに内定していなくても、彼の人当たりのよさや整った顔立ち、爽やかな雰囲気は十分、人々を魅了する。逆か、そんな彼だからパイロットに内定したんだ。

　遠巻きに観察して、近くに座った学生と盛り上がる。

　しばらくしてふと気が付くと、周りにあまり人がいない状態になっていた。集まったのは十人ほどだったが、いろいろ席を移動して交流しているので、しょうがない。

　そろそろお開きの時間だと空いたグラスやごみをまとめる。

「片付け、ありがとう」

　不意に声をかけられ反射的に顔をそちらに向けた。続けてその人物に目を見開く。相手は、今日の飲み会の中心であり、みんなの関心を集めていた進藤綾人だったから。

「あ、はい」

　たどたどしく答えてつい視線を逸そらした。

「山口さんだよね？　今日、まだ話してないな、と思って。改めまして、理学部三年の進藤綾人です」

「経済学部三年の山口可南子です」

　乾杯する前にひとりずつ自己紹介したとはいえ、彼が私の名前を把握していたのに驚く。それと同時に、参加者全員ときちんと会話しようとする彼の律儀さに、わずかに意識してしまった自分を恥じる。

　わざわざ私に話しかけてきたことに他意はない。

「あの、進藤くんってＷＯＬのパイロットに内定しているんだよね？」

　なにかしゃべらないと、と口火を切ったもののすぐに後悔する。今日、嫌というほど同じ話題を振られただろう。でも触れないのも妙だろうし。

「ああ。だからもしも飛行機を利用する機会があったらＷＯＬをよろしく頼むよ」

　葛藤していると彼はにこやかに返した。今から内定先の宣伝をするとは抜け目ない。

　おかげでふっと気が緩む。

「いいな。一番いい場所で空が見えるなんて……素敵だね」

　口を衝ついて出た言葉に彼は目を見張った。それを見て、あまりにも幼稚な発言だとすぐに思い直す。小さな子どもじゃあるまいし、パイロットと聞いたら厳しさややりがいなどもっと他にあるだろう。

　同年代の男性と話すのはどうも苦手だ。彼もあきれただろうな。

「そう。一番の特等席だと思ってる」

　ところが彼は優しく微笑んで返してきた。

「山口さんは、飛行機よく乗るの？」

　続けられた彼の問いかけに、一瞬答えを迷う。

「ううん。実は乗ったことないんだ。高いところが苦手で」

　悩みはしたが嘘をついてもしょうがない。とはいえ彼は案の定、驚いた顔になる。だから慌ててフォローを入れる。

「でも空を見るのは好きなの。飛行機から見たら、見上げるのとはまた違って空が近いんだろうな」

　白々しく思われたかもしれないが、本音だからしょうがない。彼がなにかを言いかけた時、別の場所から「進藤」と呼ぶ声が聞こえる。

　向こうで盛り上がっている集団からのご指名に、彼はそちらを見て軽くため息をつくとゆっくりと立ち上がった。

「話している途中でごめん」

　真面目に謝罪して席を立つ彼に対し、私はなにも言えないままその背中を見送る。

　そして今になってなんだか心臓が早鐘を打ち出してきた。異性と会話するのはあまり得意ではないのに、まさか進藤くんと一対一で話すなんて。

　それにしてもパイロットになる彼に、飛行機に乗ったこともなければ高いところが苦手だなんてなんとも失礼だったかもしれない。でも彼の雰囲気がそうさせるのか、緊張しながらも本音で話せた。

　ちらりと輪の中で楽しそうに話している彼を見て、ホッとする。私の隣で気を遣わせるよりも彼にはあちらの方がお似合いだ。

　時計を見て、私は帰り支度を始めた。

　外に出ると湿り気を含んだ空気が肌にまとわりつき、店の中との温度差につい眉根を寄せる。外は暗いが、太陽が隠れても夏の夜はそこそこ気温が高い。二次会はどうするのかと幹事を中心に話している中、進藤くんのそばにいた莉愛の様子がおかしいことに気付いた。

「莉愛、大丈夫？」

「どうしたの？　可南子。大丈夫だよー」

　彼女のそばに駈け寄り声をかけると、明らかにいつもよりテンションが高い。

「大丈夫じゃないよ。酔ってるでしょ？　送っていくから帰ろう」

「えー。平気なのに」

　駄々っ子みたいに言うが、莉愛はそこまでアルコールに強くない。前も似た調子で二次会に行って、後から気分が悪くなった彼女を介抱して家に連れて帰るのは想像以上に大変だった。

　今日はいつもより飲んでいたみたいだし。

「だって進藤くんも二次会行くんだよ？」

　甘えるように私にもたれかかり、小声で言い訳してくる。

「はいはい。でも連絡先は交換したんでしょ？」

　そう言って私は幹事の方に顔だけ向ける。

「ごめん。私たち帰るね。ほら、莉愛、帰ろう。昨日あんまり寝てないんでしょ？」

　莉愛は否定もせず、私に体を預けたままだ。これはタクシーを拾った方がいいかもしれない。大学の近くのお店だから歩いて帰れないこともないけれど、足元がふらついている莉愛を支えて彼女の家まで行くのは難しい。

　私より少しだけ背の高い莉愛を促し、大通りの方に足を向けた。

「俺も付き添うよ」

　タクシーを拾おうとしたら不意に声をかけられ、心臓が跳ね上がる。

　声の方を振り返ったものの一瞬目を疑い、反応できない。

「わーい。進藤くんだ」

　先に答えたのは莉愛で私は信じられない気持ちになる。莉愛はすばやく私からもたれかかる相手を彼に切り替え、急に身軽になった。進藤くんが手を上げるとタクシーはさっと止まり、莉愛と彼が後部座席に、私は助手席に乗り込む。莉愛のアパートの住所を告げ、ゆるやかにタクシーは走り出した。

　もしかして私、お邪魔なのかな？

　彼が付き添うと言った時点で引くべきだった？　でも彼は『俺も』って言ったし。

　甘えるように進藤くんの腕に自分の腕を絡めている莉愛に対し、彼は拒むでも受け入れるでもなく平然としている。その様子を視界に捉え、理由はわからないけれど、わずかに胸が痛んだ。

　莉愛のアパート近くでタクシーを降りて彼女を部屋まで送る。進藤くんには、ついてきてほしそうではあったが、私も降りてよかったのか。とはいえこのまま彼に任せっぱなしなのも……と悩みつつ、莉愛の部屋の前までやってきた。

「莉愛、大丈夫？」

「うん。可南子、ごめんね。ありがとう。進藤くんもありがとう」

　彼を見る莉愛の目が一段と輝く。

「あのね、今日のお礼をしたいから、また連絡してもいい？」

　上目遣いに甘えた声。同性から見ても母性本能をくすぐるようなかわいらしさが莉愛にある。

　彼女を送り届けるのを自分から申し出たくらいだし、進藤くんも少なからず莉愛に好意を持っているのかもしれない。

「お礼は必要ないよ。あと連絡をくれても、返せるかどうかわからないから先に言っておく」

　そう思っていたら、口調は柔らかくも彼が紡いだ言葉は明らかな拒絶だった。莉愛は驚きで目を見開いているが、彼は笑みを浮かべたままだ。

「それじゃ」

　そのまま去っていく彼を莉愛と呆然と見つめていたら、不意に手首を掴まれる。

「行こうか」

　そこで我に返り、引かれるまま進藤くんと莉愛のアパートを後にする。

　タクシーは待ってもらっていないので、辺りは駐輪場を照らすライトの明かりくらいしかない。

「山口さんの家は？　送っていく」

「ここから近いから大丈夫！」

　さりげない彼の気遣いをつい拒否した。その反応に進藤くんには目を丸くする。

「莉愛を送り届けるの、付き合ってくれてありがとう」

　お礼を告げて体の向きを変えようとしたら、掴まれていた手が離される。

「そこまで警戒しなくても、なにもしないよ。近いとはいえ夜遅くに女の子をひとりで帰すわけにいかない」

　苦笑混じりの声に、なんだか恥ずかしくなる。警戒したわけでも、進藤くんを信用していないわけでもない。ただ――。

「でも、みんな進藤くんが戻ってくるのを待っているんじゃない？」

　タクシーに乗っている時、彼のスマホには何度も着信やメッセージらしきものが送られてきていた。さりげなく大丈夫かと尋ねたら二次会の店が決まったお知らせだと彼からは短い回答があった。

　進藤くんが私たちを送るのをやきもきしながら見送った女子も多かっただろう。もっと彼と話したい男子もいるに違いない。

　私はわざと明るく続ける。

「進藤くんって周りをよく見ていて気遣いもできて、すごいね。莉愛がお酒を飲んで調子悪そうなのに気付いて、こうして送っていくのも付き添ってくれるんだもの。でももう十分だから、自分の気持ちを優先してね」

　おそらく彼は誰に対しても世話を焼いてしまう性分なのかもしれない。莉愛に対する下心があると疑ってしまって、ちょっとだけ申し訳なかった。

　そういった彼の人間性もあってパイロットに内定したのだろう。でも他人のことばかり優先しなくてもいいと思う。

　ふと彼の視線がこちらに注がれたままなのに気付き、恥ずかしさで目を逸らそうとしたら彼が口を開く。

「山口さん、俺を買いかぶりすぎだよ。俺はいつも自分の気持ちしか優先していない」

　静かに告げられた言葉に、目をぱちくりさせる。彼を見たら困惑気味に微笑んでいた。

「周りをよく見て気遣いができるのは山口さんの方だよ。俺は前橋さんを気にしていたんじゃなくて、前橋さんを心配している山口さんを気にしていたんだ」

「え？」

　まさか莉愛ではなく私を気にしていたなんて。彼になにか心配や気にかけられるようなことがあっただろうかと思い返すが、心当たりがない。

　混乱する私に進藤くんは一歩距離を詰めてきた。

「前橋さんを送るのに付き添うって言ったのも、こうして山口さんとふたりになる機会が欲しかったからだって言ったら、軽蔑する？」

　目を細めながら、どこか自嘲的に聞いてくる進藤くんになんて答えればいいのかわからなかった。そもそも状況が理解できない。

「なん、で？　私……」

　莉愛ではなく私なのか。彼の周りには話が弾みそうな女子はたくさんいたのに。もしかして一番話していなかったから？

「山口さんともっとふたりで話してみたかったんだ」

　彼の笑顔に胸がときめく。そんな風に言われたのは生まれて初めてで、どう受け止めるべきなのか一瞬、悩んだ。

　けれど、なんとなく彼が嘘をついている様子もなく、邪よこしまな考えも感じない。

「ありがとう。私でよければ」

　だから素直に答える。彼は別の世界の人だと思っていたし、話すのも話題を探して緊張した。正直、今も鼓動が速い。

　でも嫌な感じはしなくて、短い会話の中で私も本音で話せたのは事実だ。

　ここでどちらかの家に行こうと言われたら、きっと警戒してやっぱり帰るとなったかもしれない。でも彼が提案したのは近くの公園のベンチだった。

　自動販売機でペットボトルのお茶を買って、ふたり並んで他愛ない話を始める。夏の夜空を見上げて、時折空の話をして気付けば時間はあっという間に過ぎた。

　日付が変わる寸前で、彼が時計を見やりアパートの近くまで送ってもらう流れになる。別れる間際に連絡先を交換して、お開きとなった。

「今日はありがとう。集まりに行ってよかったよ。山口さんに会えたから」

「こちらこそ、進藤くんとたくさん話せて楽しかった。ありがとう、おやすみなさい」

　また連絡するとは言わないし、する気もなかった。彼もそうだろう。偶然の巡り合わせで、思いのほか楽しい時間を過ごせた。彼もそうだったら嬉うれしい。

　ところが、わりと早いタイミングで改めてふたりで会おうと彼から連絡があり、社交辞令としか捉えていなかった私は、驚きが隠せなかった。

　どうしよう。男性と待ち合わせをして出かけるなんて経験がない。こういうのは付き合っている同士がするものだと思っていたから、今まで縁がなかった。

　断る？　けれど彼とふたりで話して楽しかったのは事実だ。

　進藤くんも、同じだからまた会おうって言ってくれたのかな？

　その考えに至り、ドキドキしながら予定の空いている日を返す。するとすぐに返事があって、あっさり会う日は決まった。あまりの展開の早さにスマホの画面をジッと見つめる。

　きっと彼にとっては、こうやって異性を誘ってふたりで会うなど、なんでもないことなのかもしれない。意識しすぎる方がかえって失礼なのかな。あまり重く受け止めずにいようと結論づけ、会う日を手帳に記入する。

　あくまでも友達として会うだけだもんね。

　そして迎えた約束の日、時間に余裕を持って家を出たのに、私は待ち合わせに大幅に遅れてしまった。

　待ち合わせ近くの駅で降りたところ、小さい女の子が迷子になっているのを見かけ、どうしても放っておけずに声をかけたのだ。一緒にその場で母親を待ってみたが、しばらくしても現れなかったので、駅員のもとに連れていったりするなどの対処をしていた。もちろん彼には手短に事情をまとめ、遅れると連絡はしたのだが、それにしても印象はよくないだろう。会うのが嫌なのかと受け取られたら困るし、待ち合わせを優先するべきだと思われてもしょうがない。

「言ってくれたら、俺も付き添ったのに」

　ところが彼は、遅れてやってきた私に怒ったりしなかった。意外な反応に逆に慌ててしまう。

「で、でも私が勝手に心配になってしたことだから」

「そういう時は遠慮なく頼ってほしい」

　彼の答えに目をぱちくりとさせる。

「山口さんが人のことばかりなのは、この前の飲み会でよくわかった」

　茶目っけ混じりに返され、恥ずかしくなる一方で温かい気持ちになった。

　無事に迷子の女の子が母親と合流できたと伝えたら、「よかったな」と寄り添ってくれる。やっぱり彼はできた人だと思った。

　両親がレストランを経営し、常にお客さまのためにと、相手を大切にしている姿を見て育ち、困っている人は放っておけない性格になってしまったが、それは純粋な善意ではなく、見て見ぬふりをする自身の罪悪感に耐えられないだけだ。

「どんな理由でも、山口さんの行動で誰かが助けられたらそれでいいんじゃないか」

　自分でも漠然とした不安を、彼は自然と溶かしていく。そうやって会うたびに、惹かれていった。別れ際に自然と次に会う約束をして、それが楽しみになる。

　私の中で彼の存在が大きくなり、男性とふたりでいて、心地いい時間を過ごせるのは、相手が彼だからだと気付く。

　気持ちを自覚したところで、どうしたらいいのか。彼は私とは違う世界の人なのに。

　だから夏休みが終わる直前にふたりで会った際に、彼から告白された時は、しばらく現実が認識できなかった。

　私の気持ちは決まっている。夢みたいに嬉しいけれど、彼の付き合う相手として私は相応ふさわしいの？

　戸惑いが大きくて、なかなか返事をしない私に、彼は必死に訴えかけてくる。

「俺のことが嫌いじゃないなら、首を縦に振ってほしい。付き合って絶対に後悔させないから」

　後悔させない、と言い切ってしまえるのが彼らしくて、そういったところに救われて、好きになったんだと改めて実感する。

「……やっぱり進藤くんってすごいね」

　ふっと笑みがこぼれて答えると、突然ギュッと抱きしめられる。

「それはつまり、ＯＫってこと？」

　至近距離で尋ねられ、小さく頷いた。

「うん。あの、私でよければ……よろしくお願いします」

　改めて問いかけられるとなんだか照れくさい。でも私の答えを聞いた途端、彼は安堵したような表情になる。

「よかった。ＷＯＬの最終面接より緊張した」

「それは言いすぎじゃないかな」

　比べる対象が大きすぎて、つい口を挟む。すると彼はにこりと笑って額をこつんと合わせてきた。

「よろしく、可南子」

　余裕たっぷりの笑みに一瞬で頬が熱くなり、言葉が出ないまま目だけで応えるのが精いっぱいだった。




※　※　※




　だって信じられるわけがない。綾人みたいな人が私を選ぶなんて。

　ぼんやりと天井を視界に捉え、夢ゆめ現うつつに隣を向く。そこには凌空の寝顔があり反射的に身を起こした。枕元にあるスマホを確認すると午後十一時過ぎ。

　それを見て両手で顔を覆い、大きく息を吐く。

　空港の帰り、日がだいぶ沈み暑さが和らいだので公園に寄って少しだけ遊んだ凌空は、飛行機に乗れなかった不満を忘れて夢中になり、体力もしっかり使った。おかげで今日は横になるなりすっと夢の中に旅立った。そこまではよかったのだが、凌空を寝かしつけようとして私も一緒に寝てしまったらしい。

　そっとベッドを抜け出し、リモコンを手に取ってエアコンの風を少しだけ弱くする。最近、疲れているのか、凌空と共につい眠ってしまう。

　もっと時間をうまく使わないと。家の用事や仕事など、凌空が眠っている間にしかできないことは山ほどある。

　凌空とふたりの生活もすっかり慣れた。産前産後は東京から電車で一時間ほどの距離にある実家で生活していたが、両親は日中仕事で忙しく、いつまでも甘えっぱなしなのもどうだろうかと思い実家を出る決意をした。けれど今も両親にはなにかあれば頼らせてもらっているし、姉が実家近くに住んでいた頃は、妊娠中からずっと心配をかけてなにかと世話を焼いてもらっていた。

　凌空の妊娠も出産も全部私のワガママなのにいつもたくさんの人に支えられている。

　だから少々無理してでも凌空の親としてひとりで頑張ると決めた。父親がいないから不幸だとか寂しいとか思わせたくない。その分、私が凌空を守ってたくさん愛していく。

　その決意は変わらない……はずなのに、心はずっとざわめきっぱなしだ。

　原因はわかっている。綾人とあんな形で再会するなんて。夢だけで終わるはずが現実に起こってしまった。

　カーテンの間に手をかけ、少しだけ開けて夜空を視界に映す。

『飛行機って夜も飛んでいるの？』

『この時間なら国際旅客便や貨物便かもしれないな』

　莉愛を送った帰りに綾人と公園のベンチで並んで話したのは、他愛ないやり取りだった。ちょうどこれくらいの季節だ。

　感傷に浸っている場合ではない。さっさと彼との縁は断ち切ろう。

　そこでふと冷静になる。そもそも断ち切るほどでもない。彼との縁はとっくになくなっていて、今日は偶然が重なっただけだ。

　それなら用件はさっさと済ませてしまおう。

　緊張しつつスマホの画面をタップし、綾人の連絡先を開く。別れてからもここまでの作業は実は何度かしている。けれどここから先――私から彼に連絡を取ることはなかった。

　パイロットっていつがお休みなんだろう？

　ふと疑問が浮かぶが、考えてもしょうがない。今の私は彼のことも現状もなにもわからないのだから。

　手短にショートメールを送り、スマホを置く。明日の保育園の準備と洗濯物を干しておかないと。

　飛行機がキャンセルになった分、明日の便に予約を取り直そうとしたが、その前に姉に連絡をしたところ、体調を崩している旨を伝えられ今回の旅行自体を断念したのだ。

　凌空には申し訳ないが、また飛行機に乗るチャンスはあるだろう。

　仕事も明日から休みを取るよう調整していたので、そのまま夏季休暇にするか迷ったが念のため報告の電話をした。

　すると、ここ数日で急遽休みが必要になった人が複数いたらしく、できれば出社してほしいと言われ、夏季休暇は改めて取ることにする。

　凌空とふたりでゆっくり過ごそうかとも思ったが、綾人と再会したせいで余計なことを考えそうで怖かった。日常に身を置いて忙しくしていた方がいい。

　綾人と会ってそれで終わりにしたら、凌空とふたりで出かける計画でも立てよう。

　用事を終え、今度こそ寝ようとしたらスマホの通知を知らせるライトが光っていた。

　緊張して確認すると綾人から返信があった。彼のスケジュールは明後日が休みで、それから四日勤務した後二日間休みだと綴つづられている。

　やはりパイロットという仕事はなかなか変則的で大変らしい。

　今すぐ返事をしたい気持ちを抑え、明日出社して仕事のスケジュールを確認してからにしようと決める。

　綾人とまた連絡を取る日が来るなんて。

　やっと寝るだけになったのに、心臓が早鐘を打ち出し、なかなか眠れそうになかった。










第二章　空を使うしかない関係




　綾人と再会を果たしてから二日後の午後、職場近くのカフェを私から指定し、待ち合わせをした。急すぎる気もしたが、彼はあっさりと了承の返事をくれた。

　朝からずっと緊張していて、これが数日続くくらいなら早く終わらせてしまいたいのが本音だ。クライアントに会うつもりで平常心を保つ。

　私は大手映像制作会社『カサブランカ』の神か奈な川がわ支社に勤務している。テレビ会社と契約しＣＭやプロモーションビデオの制作を担ったり、結婚式場と提携して挙式やプロフィールムービーの作成をしたりと、扱う映像の種類は多岐にわたる。市町村のＰＲ動画という公的なものから今はインターネットで動画を配信するサービスまで、クライアントは企業から個人相手と幅広い。

　その中で私は動画編集作業を主に担当している。先方の希望を聞くため数度の打ち合わせはあるが、動画編集自体は在宅でも可能なので融通の利く勤務体制はシングルマザーの自分にとってはありがたい。

　本社に勤めていた頃は土日は基本的に出勤だったが、今はカレンダー通りの勤務になっている。

　打ち合わせや営業で外に出る機会が多いので、平日の午後でも時間は作りやすかった。時刻は午後一時四十五分。待ち合わせは二時なので十分に余裕がある。

　七分丈のパンツスーツに黒のパンプスといつもの姿で店に入った。

「いらっしゃいませ。空いているお席へどうぞ」

　忙しそうな店員に促され、店内を見渡す。白を基調とする外国をイメージしたカフェは平日にもかかわらずそれなりに混んでいる。

「可南子」

　テーブル席の方へ足を踏み入れた際、名前を呼ばれ、心臓が口から飛び出しそうになる。空いている席ばかりに目をやっていたので完全な不意打ちだった。

　軽く手を上げてこちらに爽やかな笑顔を見せているのは、綾人だ。こちらが呼び出したのに待たせてしまったと、慌てて駆け寄る。

「待たせてごめん」

「いや、俺が早く着きすぎたんだ」

　そのタイミングで店員が私の分の水とおしぼりを持ってきた。

　アイスカフェラテを選び、綾人に尋ねると彼はアイスコーヒーを注文する。

　ホッとひと息ついて本題をさっさと切り出す。

「あの、この前はありがとう。綺麗なハンカチをごめんね。一応洗ったんだけど、新しいものもよかったら使って」

　一気に捲し立て、綾人の好きだったキャンディーも一緒に入れた手提げ袋を差し出した。綾人は苦笑しながら受け取る。

「なんだか、かえって気を遣わせたな」

「ううん。本当に助かったから」

　これは本心だ。あのまま鼻血で服や靴、床をもっと汚していたかもしれないし、凌空の機嫌も悪くなっていたかもしれない。

「そういう真面目で几帳面なところ、変わってないな、可南子は」

　穏やかに告げる彼の表情に胸がときめく。変わっていないのは綾人もだ。

　五分袖のテーラードジャケットのセットアップにホワイトシャツを組み合わせ、シンプルだけど爽やかにまとめている。長い足をごく自然に組み、仕草ひとつとっても優雅で余裕がある。

　彼の育ちのよさは付き合っていた時もいつも感じていた。

　見た目は少しだけ変わった。貫禄が増したとでもいうのか。当然だ、彼は乗客の命を預かる副操縦士なんだ。

　ジッと彼を見つめていると視線が交わる。

　彼がなにかを言いかけた瞬間、頼んでいたドリンクが運ばれてきた。

　外は暑かったから冷たいものを選んだが、エアコンが効きすぎている店内ならホットでもよかったかもしれない。

　用事を済ませたから、これを飲んだらさっさと立ち去ろう。

「可南子は仕事中？」

　急いでいる気配に気付いたのか彼から話題を振られる。理由は仕事だけではないけれど、ちょうどいい。

「うん。今はカサブランカの神奈川支社で働いているの」

　さらりと告げたら綾人は目を丸くした後、安堵したように笑みを浮かべた。

「そうか。勝手だけれど可南子が映像系の仕事を続けていて安心したよ」

　どういう意図なのか読めずに綾人の様子をうかがう。

「第一志望だったカサブランカに就職が決まった時、すごく喜んでいたから」

　付き合っていた当時の記憶がよみがえる。映像系の業界を志望していたので、カサブランカの本社に就職が決まった時、嬉しくて綾人にハイテンションで報告した。

「そうだね。大変な時もあるけど、携わった映像で誰かが喜んでくれるのは、私も嬉しい」

　大学を卒業してお互いに希望の職種に就き、学生の頃より格段忙しくなって会える頻度も減ったが、綾人との交際は社会人になっても続いた。

　将来を誓い合う言葉はなかったもののとくに大きな不満はなく、ただこれからも一緒にいられたらと願っていた――。

「それに持ち帰ったりして自宅で作業できるのは、小さい子どもがいる身としてはありがたいから」

　発言して我に返る。凌空の話題を出さないようにしていたのに、自分から口を滑らせてどうするのか。案の定、妙な沈黙が走る。

「綾人は、どう？　副操縦士になったんだよね？　お休みとか不規則そうだね」

　不自然にならないように綾人に尋ねた。

「ああ。飛行機は四六時中飛んでいるから業務上、決まった日が休みっていうのはないんだ。けれど、一カ月のフライト上限時間は決まっているし、体が資本だから休みはきっちりあるよ」

「そうなんだ」

　別れた時、彼はまだ訓練生になる前の研修の一環として地上勤務をしていた。それが今は立派な副操縦士だ。なってからも勉強と訓練の連続だと言っていたから、きっと私が想像するよりずっと大変な毎日を送っているのだろう。

「私、そろそろ行くね。今日中に編集を終わらせないとならないものがあって。忙しいところ、お休みの日に呼び出してごめん」

　用件はもう済んだ。伝票に手を伸ばそうとしたら、その手を綾人に取られる。

「可南子。別れた時のことなんだけれど」

　真剣な面持ちで彼が切り出した瞬間、バッグにしまっていたスマホが音を立てた。彼の手が離れ、確認すると表示された番号は凌空の保育園だった。綾人にひと言断りを入れ、電話に出る。

「山口です。はい。いつもお世話になっております。いいえ、大丈夫ですよ」

　相手は凌空の担任の先生で、突然電話して申し訳ないと先に謝られる。続けて、お昼寝のためにパジャマに着替える際、凌空の体に発疹ができているのに気付き、念のため電話してきたと告げられる。

　またか、と思いつつ迎えにきてほしいという旨だろうと察し、電話にもかかわらず頭を下げた。

「はい。わかりました。今仕事中なので、少し時間がかかりますが迎えに行きます。はい、すみません」

　電話を切って綾人に顔を向けた。

「ごめん。私、子どもを保育園に迎えに行かないと」

「大丈夫なのか？」

　心配そうに問いかけられ、笑顔を作る。

「うん。なんかね、最近体温が上がったり興奮したりすると体に発疹が出ちゃうんだ。病院で診てもらったら、風邪からくる蕁じん麻ま疹しんみたいなものだろうって。塗り薬はもらっているから」

　病気というわけではないみたいだが、汗をかきやすい今の時期も原因なのか、たびたび発疹が出てこうして呼び出される事態が起こっている。

　熱がないなら保育園にいてほしいのが本音だが、今はプール熱や手足口病も流行っている。なにより、熱がなくても本調子ではないんだ。

　会社に連絡を入れてこのまま直帰し、仕事は持ち帰ると伝える。ふたつ返事で許可をもらい、胸を撫で下ろす。

　今度こそ会計を済ませて店を出ようとしたら、綾人に伝票を先に取られる。

「可南子、電車だろ？　車だから保育園まで送るよ」

「え、いいよ」

　すぐさま断ったものの綾人は意に介さず、先を歩きさっさと会計を済ませた。戸惑いながら店の外に出る綾人についていく。

「遠慮しなくていい。早く迎えに行った方がいいんだろ？」

　私は電車通勤で、保育園は職場ではなく家から徒歩で行けるところを選んだ。そのため職場近くのここからだと、保育園は駅まで歩いて乗り換えが必要になる。だから、彼の申し出は正直言うとありがたい。しかしここは断るべきだ。

「気持ちは嬉しいけれど」

「だったら、素直に甘えるべきじゃないか？」

　最後まで言わせてもらえず、綾人が言葉をかぶせてきた。言い返そうとしたら、その前にさらに彼が続ける。

「俺はこの後用事もないから、今は子どもを優先してやれ」

　先ほどの電話によると、発疹のせいなのか、凌空はぐずっていて昼寝ができていないらしい。

　その状況も合わさって葛藤する。すると頭に手のひらの温もりを感じた。

「ほら。早く行くぞ」

　昔からそう。周りをよく見ていて困っている人を放っておけない。

　母親としてどうするべきか。私は小さく頷いた。

　もう関わらないと決めたのに、甘えるなんてもってのほかだ。けれどいつも私が迷ったり落ち込んだりしたら、彼はこうして手を差し出してくれていた。

　でも勘違いしないようにしないと。あの頃とは違う。私も彼も、お互いがいない人生をとっくに歩んでいるんだから。

　彼の車は付き合っていた時のものとは違っていた。三年も経ったし、そこまで驚くことではないけれど助手席に座るだけで緊張してしまう。

「どこの保育園？」

「あ、そこまで複雑じゃないから口で説明するよ」

　ナビに入力しようとする綾人を制して簡単に道順を告げる。ナビ頼りだと遠回りさせられる場合もあるし。

「子どもの名前、りくくんだっけ？」

　さりげなく凌空について尋ねられ、どぎまぎしながら答える。

「うん。にすいの凌ぐっていう漢字に空で凌空」

「空、か。可南子好きだったよな」

　彼の口から紡がれた〝好き〟という言葉にわずかに気持ちが揺れる。

「それにしても可南子が母親か」

　しみじみと呟つぶやかれ、動揺を悟られないように明るく返す。

「驚くよね。私が母親になるなんて自分でもびっくりしてる」

「そんなことないよ」

　間髪を容いれずに前を向いたままの綾人から返事があった。

「可南子は優しくて思いやりがあるから、絶対に素敵な母親になると思っていた」

　優しい口調に、なんだか泣きそうになってすぐに言葉が続かない。付き合っていた時に少しでも私をそんな風に思ってくれていたなんて――。

　けれど黙ったままなのも不自然だ。

「綾人もいいお父さんになる……と思うよ。子どもにとって、カッコよくて自慢のパパだね」

　本音で答える。私だって考えたことがある。彼との未来を夢見る時だって確かにあった。

　平日の午後の道路は比較的空いていた。保育園の駐車場はお迎えの時間とズレていたためあっさりと停められ、予想よりかなり早く着く。

「子どもの調子、よくないなら家まで送ろうか？」

「ありがとう。でもここからアパートまでは歩いてそこまでかからないし、綾人の車はチャイルドシートがないから凌空を乗せられなくて」

　せっかくの厚意だが、やんわり断る。綾人とはここでお別れだ。お礼をしたくて会ったのに余計に世話をかけてしまった。

　反省しつつシートベルトを外してドアを開けようとする。

「可南子の子どもに会っていきたい」

　改めてお礼を告げようとしたら、彼からの要求に目を丸くする。

「あ、でもあの子、お昼寝してなくて機嫌が悪いかもしれないから、今日は……」

「かまわないよ」

　できれば、綾人を凌空に会わせたくない。なにかを勘づかれても困る。しかし断るいい理由が思い浮かばない。また今度とか別の機会なんて下手なことも言えないし。

「ひと目でいいんだ」

　再度お願いされ、これ以上拒否したら逆に余計な不信感を招くのではと、考えを変える。

「ちょっと、ここで待っててくれる？」

「ああ」

　短いやり取りを交わし、今度こそ車を降りた。

　いつもより緊張して凌空を迎えに行く。お昼寝の時間なので二歳児クラスは静かなものだ。しかし眠れなかった凌空は、職員室で先生に抱っこされていた。

「先生、すみません。山口です」

「お母さん、お仕事で忙しいところごめんなさいね」

「おかあしゃん！」

　凌空は私を見るなり元気に手を上げる。

「元気だし、熱もないんですが背中に発疹が出て……」

「わかりました。家で薬を塗って様子を見てみます」

　先生には恐縮されたが、連れて帰るのは仕方がない。一見、元気でも発疹が出るということは本調子じゃないんだ。昼寝もできなかったみたいだし。

　凌空を抱っこし、荷物を受け取る。赤ちゃんの頃に比べると、言葉も出て随分と大きくなった。とはいえまだ二歳。保育園は大好きだけれど、無理をさせていることもいっぱいある。

　父親がいない寂しさだって……。

　そこで頭を左右に振る。いつもの門ではなく、駐車場に続く方の門を出た。

　綾人は、なんで凌空に会いたいなんて言ったんだろう？　なにか勘づいた？　単なる興味？

　まだ日差しが強い中、アスファルトに映る自身の短い影を見つめる。そうこうしているうちに駐車場の入口に差しかかった。相変わらず停まっているのは綾人の車だけだ。

　一歩踏み出すや否や綾人は運転席から降りてくる。

「あー。くるま！」

　凌空が彼を指差すのでドキリとしたが、どうやら車に反応したらしい。外国産の有名メーカーの車のフォルムは乗り物好きの凌空には刺さるのだろう。

　綾人は私たちに近付くと、腰を屈め凌空に目線を合わせた。

「やぁ、凌空くん。こんにちは。また会えたね」

　ゆっくりと話しかける彼は、子どもの相手に慣れているのだろう。

　凌空も嬉しそうに元気よく答える。

「こんにちは！」

　綾人と凌空の対面に私はどこか夢見心地だった。こんな日が来るなんて……。

　すると彼の視線がこちらに向いた。

「体調は大丈夫なのか？」

「うん。見ての通り元気だよ。ただ本調子じゃないみたいだから家でゆっくりさせようと思う」

　今度こそここでお別れだ。ところが、綾人は突然私の肩にかけてあった凌空の保育園鞄やプールバッグの紐に手を伸ばして、浮かせた。

「え？」

「大荷物で子どもまで抱えて大変だろ。せめて荷物くらい家まで運ぶ」

　続けて家の場所を聞いてくる綾人に、狼狽うろたえる。

「大丈夫だよ。ここからそう遠くないし、いつもこれくらいの荷物持って帰っているから」

「それでも気温は高いし、凌空くんも本調子じゃないんだろ？　俺がいるんだから頼っておけ」

　強引に荷物を取られ、呆然とする。確かにいつもお迎えは午後六時頃なので、今はまだ日が高く暑い。凌空のことを考えたら、遠慮している場合ではないのかもしれない。

「車だと、ちょっと遠回りになるんだけど……」

　そう言ってアパートの場所を簡単に説明する。すぐそばにコンビニがあるのでわかりやすいだろう。

「いいよ。気を付けて帰れよ」

「ごめんね」

　謝罪の言葉を口にすると、綾人は複雑そうな面持ちになる。私たちは車と徒歩で別々に出発した。

「凌空歩ける？」

「抱っこ！」

　下ろそうと試みたけれど、しがみつかれ凌空を抱き直す。帽子をきちんとかぶせ、一歩踏み出した。

　綾人に荷物を持ってもらったのは正解だったかもしれない。

　荷物だけ持って運んでもらうなんて考えもしなかった。凌空も荷物も全部、自分ひとりで背負うのが当たり前だったから。

　本当に気が利くというべきか、世話焼きというべきか。

　ふうっと息を吐く。

　別れた元恋人がシングルマザーとして奮闘していたら、放っておけないものなのかな？

　綾人には親切にしてもらうどころか、恨まれているとさえ思っていた。もう二度と私の顔なんて見たくないんじゃないかって。だから普通に声をかけてもらってびっくりした。こうして優しくしてもらえるのも。

　それだけ彼の心が広くて、私は過去の存在だと割り切っているからなのかもしれないけれど。

　アパート近くのコンビニで合流し、正確なアパートの場所を告げ彼には来客用駐車場に車を停めてもらう。

　荷物を受け取ろうと運転席の方に回ったら、綾人が荷物を持って降りてきた。私と目が合い、続けて彼の視線は私の顔の隣に注がれる。

「もしかして、凌空寝てる？」

「ああ」

　どうやら予想は当たっていたらしい。

　さっきまでおしゃべりをしていた凌空が急に静かになったかと思ったら、こちらに体を預けてきた。密着しているところがじんわり熱く、私に掴まっていた腕は力なくだらんと垂れている。

　保育園で昼寝できていなかったので眠たかったのだろう。しかし家に着く直前というのは、なんともタイミングが悪い。

「眠たかったみたい。荷物ありがとう」

　凌空を抱え直し、荷物を受け取ろうと左手を差し出す。

「そんな状態で無理だろ。部屋まで運ぶ」

　大丈夫だと綾人の申し出を断ろうと思ったが、彼がこの状況で素直に荷物を渡すとも思えない。凌空も重たく感じてきた。

「ありがとう」

　玄関までなら、と自分に言い聞かせ綾人の厚意に甘える。

　住んでいるところを知られても、なにも問題はないはずだ。けれど、想像以上に綾人を踏み込ませている気がして胸が苦しい。

　凌空のことを知られる怖さはもちろん、私の気持ちや決意も揺らぎそうになる。

　あまり言葉を交わさずに部屋の前まで着き、バッグの中から手探りで鍵を探り、取り出す。続けて綾人から凌空の荷物を受け取った。

「今日はありがとう。お礼をするつもりが、かえって迷惑をかけてごめんね」

　失礼を承知でやや早口で告げる。綾人とはこれでお別れだ。

「迷惑なんて思ってない。それより、ひとりで大丈夫か？」

　大丈夫だと答えようとした瞬間、寝ぼけたのか暑さからか凌空が体をのけぞった。鍵を開けようと片手で支えていたため、バランスを崩す。

「あっ！」

　思わず叫んで腕に力を入れる。しかし凌空は私の腕をすり抜け、落ちそうになった。とっさに自身の体の向きを変えて支えようとするが、間に合わない。最悪の事態が頭をよぎった。

　しかし綾人が素早く凌空を抱き止めてくれたので、ことなきを得る。

「ご、ごめん」

　反射的に謝罪の言葉を口にしたものの、誰に対するものなのか。心臓がバクバクと音を立てる。

　凌空は一度目を開けたが、眠たさが勝ったのか違和感なく綾人にもたれかかった。

「俺が抱っこしておくから、可南子は鍵を開けて」

　綾人の落ち着いた声に、素直に頷く。今度はおとなしく彼の指示に従った。

　一歩間違えたら、凌空に怪我をさせていたかもしれない。

　凌空の体が自分から離れた感触がよみがえり、手が震える。綾人と早く別れることに気を取られすぎていて、注意散漫だった。自分を責めずにはいられない。

　ドアを開け、綾人は凌空を抱っこしたまま玄関に入ってきた。凌空を預かろうとする前に綾人が口を開く。

「このまま待っているから、寝かせる準備をしてきたらどうだ？」

　さっきまでの私なら、大丈夫だと迷わず突っぱねて凌空を受け取っていただろう。けれど、凌空を落としそうになった今、不安が勝った。

　綾人の言う通り部屋にエアコンを効かせ、布団を敷く必要がある。

　悩んだ末、口を開く。

「寝室まで運んでもらっていい？」

　汗もかいているし、薬も塗らないと。凌空のために最善を尽くすべきだ。

「もちろん」

　そう返してきた綾人の顔がなんとなく嬉しそうで、胸が締めつけられた。

　私は黙って寝室を目指す。

　凌空が一歳になった頃、きりのいい四月からカサブランカの神奈川支社に職場復帰し、会社からの家賃補助もあって比較的新しく利便性のいいアパートで部屋を借りた。二階の一番奥の角部屋で間取りは１ＬＤＫになる。

　凌空を布団の上に置いてもらったら、お役御免と綾人も帰るだろう。私が仕事を持ち帰っているのも知っているし、彼だって貴重な休みの日をこれ以上私たちに使っている場合ではないはずだ。

　なにかと世話をかけてしまったが、彼との関係はこれで終わりになる。

　そう思っていたのに――。

「これ、ひこーき」

「正確には大型ジェット旅客機だな。こっちは大型プロペラ旅客機」

　なんでこんな状況になってしまっているのか。

　動画の編集がひと息つき、ヘッドホンを外す。さっきから引き戸一枚を隔てて隣の部屋にいる綾人と凌空が気が気ではなかった。

　あの後、予定通りさっさと布団を敷き、綾人に凌空をそっと置いてもらった。

『いろいろありがとう。私、今のうちに仕事するね』

　暗に綾人に帰るよう促す。

『おかあしゃん』

　ところが、聞こえてきた声に目を見張る。視線を下に向けたら、閉じていたはずの凌空の目がぱっちりと開いていた。

　どう考えてもまだ寝足りていないのに、綾人を視界に捉えた凌空は目を丸くし体を起こした。

『んー？』

　珍しそうに綾人をジッと見るので、綾人は苦笑しつつ凌空に視線を合わせる。

『おはよう。凌空くん。起こしたかな？　お邪魔させてもらってるよ』

『いいよー』

　綾人の口調が優しいからか、凌空は笑顔で答えた。まったくもってよくない。

『可南子、仕事があるんだろ。俺が凌空くんを見ていようか？』

　固まっている私を綾人はどういう意味で捉えたのか、信じられない提案をしてきた。

　もちろん全力で遠慮したし断った。凌空が大人の男の人に慣れていないとか、あれこれ理由をつけて拒否したが、綾人は譲らなかった。

『おかぁさん。えほん、よんでー』

　そうこうしているうちに凌空がお気に入りの図鑑を持ってきて、読んでほしいとせがみだす。

『お母さん、お仕事だから俺が読んでもいいかな？』

『うん』

　そう言って凌空は嬉しそうに綾人に本を渡した。

　ああ、もう。こういう時、凌空の人懐っこさがもどかしい。

　結局、保育園でおやつを食べ損なった凌空に牛乳とビスケットを用意し、綾人にはアイスティーともらいもののクッキーを出した。

　そして凌空と綾人は凌空の大好きな飛行機のおもちゃや図鑑がたくさんある子ども部屋兼寝室で過ごし、私はその隣の部屋で渋々仕事に取りかかる。

　凌空、父親について余計なこと言わないかな？

　心配でそわそわしたものの、それで時間を潰すわけにはいかない。

　なんとか気持ちを切り替え、仕事に向き合う。飲み物のおかわりも用意しておいたし、凌空はトイレも自分で言えるので大丈夫だろう。

　いつもは家で仕事をしていたら凌空に声をかけられたり中断したりすることが多いけれど、今日は比較的集中して作業を進められた。

「可南子」

　背後から肩を叩かれ、ヘッドホンをはずして振り返ると、綾人が立っていた。

「凌空くん、また寝たよ」

「あ、やっぱり？」

　予想通り、あれくらいの睡眠では足りなかったらしい。

「ああ。一応、さっきみたいに布団に寝かせておいた」

「ありがとう」

　お礼を告げ隣の部屋に足を運ぶと、敷いておいた布団の上で、今度こそ凌空は熟睡していた。バスタオルを一枚かけてそっと頭を撫でる。

　エアコンの風が直接当たらないよう調整し、綾人と部屋を出る。

「凌空くんは本当に飛行機が好きなんだな」

　しみじみ呟く彼に、心臓が跳ねた。部屋には飛行機の図鑑やおもちゃなどがたくさんあるから目についたのだろう。

「うん。なんか好きみたいで、つい誕生日やクリスマスプレゼントとかで飛行機のものを選んじゃうんだ」

　大丈夫だ。小さい子どもが特定の乗り物を好むのは珍しくない。

　部屋には他に保育園で誕生日や運動会にもらったメダルをひとまとめにしていたり、凌空の写った写真をいくつか並べていたり、ここは寝室というよりも凌空の部屋だった。

「凌空くんの誕生日は？」

　なにげない質問に動揺が走る。

「じゅ、十二月生まれなの」

　本当は十月だがとっさに嘘をつく。凌空を綾人の子どもだと知られるわけにはいかないからか。他の人の子どもだと思われている中で、付き合っている期間がかぶっているのを避けたかったからか。

　私、綾人に嘘をついてばかりだ。

「仕事、少しははかどったか？」

　罪悪感に包まれていたら、話題が変わり胸を撫で下ろす。

「うん。おかげさまで進められたよ。本当にありがとう」

　再度感謝を伝える形になり、そこで沈黙が走る。妙な気まずさを感じて先に私から視線を逸らした。

「なんか、ここまで巻き込んじゃってごめんね。凌空の相手までしてもらって」

「俺が好きでしたんだ。迷惑なんて思ってない」

　きっぱりと言われ、心が軽くなる半面、申し訳ない気持ちで苦しくなる。

「優しいね、綾人は。昔から困っている相手を放っておけないんだもん」

　だから、この一連の行為に深い意味はない。自分に言い聞かせるつもりで告げた。すると不意に手を取られ、驚きで引っ込めようにも力強く握られる。

「相変わらず、可南子は俺を買いかぶりすぎだよ。俺はいつも自分の気持ちしか優先していない」

　聞き覚えのある切り返しの言葉に戸惑いが隠せない。けれど綾人の顔は真剣そのものだ。

「付き合っていた時、俺はいつの間にか自分のことばかりで可南子をちゃんと大事にできなかった」

　彼の発言に心臓が早鐘を打ち出す。

「別れを切り出された時も、どうしても物理的に離れないとならなくて可南子を引き止められなかったことをずっと後悔しているんだ」

「ど、どうしたの？　綾人が後悔とか気に病む必要なんてなにもないよ。私も悪かったから」

　違う。私も、じゃない。私が悪い。彼を一方的に傷つけて――。

「結婚してほしい」

　幻聴か聞き間違いを疑う。

　今、なにを言われた？

「可南子を愛している。今度こそ大事にするからもう一度俺とやり直してほしいんだ」

　どうやら夢でも幻でもないらしい。とはいえ素直に受け入れられるわけがない。

「な、なに言ってるの？　綾人、結婚したんじゃないの？　婚約者は？」

　混乱のまま返すと、綾人は不満そうに眉をひそめた。

「なんの話だ？　そんな存在いない」

　嘘！　反射的に叫びそうになったのをぐっとこらえ、冷静さを取り戻す。

「無理だよ。私、子どもが……凌空がいるんだよ？」

「もちろん凌空くんも大事にするし、その覚悟もある」

　たった二度会ったくらいでなにを言っているのか。でも、そう言わせないほどの差し迫ったものが彼にはあった。

「待ってよ。綾人、過去の恋愛にうしろめたさを感じないで。綾人は思い出を美化しているだけだよ！」

　三年以上会っていない。昔付き合っていた相手に偶然会って、きっと気持ちが引きずられているだけだ。

「あいにく、俺はそこまで感傷的な人間じゃないよ」

「でも」

「可南子は、さっきから俺の気持ちばかりだな」

　急に話の矛先が私に向けられ、目を見張る。

「え？」

「俺じゃなくて、可南子の気持ちはどうなんだ？」

　私の気持ちは決まっている。もう彼の人生に関わらない。その覚悟があって自分から別れを告げた。

　押し黙る私に綾人がたたみかけてくる。

「もしかして他に誰か想っている相手がいるのか？　それとも凌空くんの父親が忘れられない？」

　最後の問いかけに心が揺れる。否定したいような肯定したいような。

　私を見て、綾人は切なそうに顔を歪めた。

「可南子の気持ちがどうであれ、また振り向かせてみせる」

　顔を近付けられ、すんでのところで手のひらを彼の口元に持っていく。

「ちょっと」

　さすがに抗議の声をあげると、逆に手が空いたすきに腰に腕を回され、よりいっそう密着させられる。

「警戒心なさすぎ。いつもこうやって無防備に男を家に上げたりするのか？」

「上げないよ！」

　彼の声色にわずかに非難めいたものを感じ、つい反射的に返した。

　そこで我に返り、小さく付け足す。

「綾人のことは……信じてたから」

　この言い方は卑怯だ。でも彼に抱く特別な感情を悟られるわけにはいかない。やっぱり家に上げるべきじゃなかった。葛藤していると綾人にそっと抱きしめられる。

「希望に添えず悪かった」

　ばつが悪そうな彼に私は小さく首を横に振る。

「私も考えなしだった」

「可南子は悪くない。俺がずるかったんだ」

　否定しようとしたが、強く抱きしめられ言えなくなる。

　懐かしくて心地いい温もりに、つい背中に腕を回しそうになったが、ぐっとこらえた。その代わり、ゆっくりと彼の胸を押して距離を取る。

「結婚って簡単にはできないんだよ？　綾人には私よりも相応しくてご両親が納得する相手がいるでしょ。てっきりそういった女性ともう結婚したのかと……」

　次男である彼は、直接の跡継ぎではないもののシャッツィ前社長の息子だ。それなりの相手を望まれているのは間違いないだろう。彼はそういう世界の人間だ。付き合っている時にさんざん思い知った。

「もう綾人と会うつもりは――」

「凌空くんに飛行機を見せる約束をしたんだ」

　おずおずと切り出した私の言葉にかぶせ、綾人が言い切る。

　なんのことなのか。

「今度、飛行機がよく見えるところに案内するよ。俺の仕事のシフトを送るから、休みの日で行けそうなところをまた教えてくれ」

　一方的に話を進めていく綾人を慌てて制する。

「そんな勝手な約束……困るよ」

「困るって？　俺と凌空くんが会うのが？　それとも可南子が俺と会うのが？」

　彼の問いかけにとっさに答えられない。正確にはどちらもだ。もう綾人には関わらない方がいい。

「嫌なら、凌空くんに約束を守れずに悪かったって伝えてくれないか。楽しみにしていたから」

　どこか申し訳なさそうな声に、言葉に詰まる。凌空が飛行機を好きなのは私が一番よくわかっている。私がそうさせた部分も大きい。

　この前も飛行機に乗る約束をしたのに、仕方がないとはいえ破ってしまった。

『できない約束ならしないでよ！』

　自分の子どもの頃の記憶がよみがえって、胸が苦しくなった。

「……凌空と約束したなら、ちゃんと守ってあげて」

　小さく答える。凌空に自分のような思いはさせたくない。

「でも、今度はこんな勝手な真ま似ねしないで」

　精いっぱいの主張をすると、そっと頭を撫でられる。

「わかった。次は可南子にきちんと許可を取るよ、約束する」

　強引なのに、こうやって素直に自分の非を認めて気持ちを汲んでくれる綾人だからどうしても突き放せない。ひどいって言って嫌いになれたらいいのに。

　でも、彼の比ではないほどひどいことをしているのは私の方だ。

　黙っていたらまだ怒っていると思ったのか、綾人は私を慰めるように抱きしめた。

「騙だまし討ちみたいなことして悪かった。でも凌空くんを喜ばせたいと思ったのは本当だよ。可南子とまた会いたいのも」

　穏やかな声色に泣きそうになる。綾人に優しくしてもらう資格なんてない。

「綾人」

　か細くも名前を呼ぶと、腕の力が緩んだ。彼を見上げ、目が合った瞬間、頭を下げる。

「ごめん、なさい」

「謝るな。驚かせたかもしれないけれど、可南子への気持ちに嘘偽りはない。俺は本気なんだ」

　結婚を申し込まれたのを思い出し、それについてははっきり返事をしようと顔を上げたら人差し指を唇に当てられた。

「長期戦は覚悟している。でも絶対に諦めない。必ずまた可南子を俺のものにするから」

　力強く宣言され、目を見張る。綾人はふっと微笑むと私からそっと離れた。

「今日は帰るよ。また連絡する」

　靴を履いた彼がふとこちらを向いた。

「俺が出ていったらちゃんと戸締まりしろよ」

「わかってるよ」

　なにげなく返して、不意に付き合っていた頃を思い出す。私のアパートから帰る時彼は鍵をかけるように告げ、今のやり取りはお決まりだった。その後は、いつも――。

　思い出が頭の中を駆け巡っていたら、綾人と目が合う。続けてさりげなく顔を近付けられ、唇が重ねられる。抵抗する間も、なにかを考える余裕もなかった。

　それどころか、懐かしい感触と温もりに受け入れてしまいそうな自分に、胸が張り裂けそうになる。唇が離れ、綾人はなにも言わずそのまま出ていった。私はしばらくその場を動けず、混乱する頭を抱える。

　なにこれ、夢？　綾人は、まだ私を想ってくれている？　結婚って本気なの？

　いろいろありすぎて整理できない。

　大きくため息をついて、軽く両頬を叩いた。とにかく、そろそろ凌空を起こそう。これ以上寝たら、夜寝られなくなっちゃう。寝室に向かい、眠っている凌空を起こす。

「凌空、起きて！　お昼寝は終わりだよ」

　そのひと言でぱっと目を覚ますなら苦労しない。これが保育園と家の違いでもある。さっきは絶妙なタイミングで起きたのに。

　腰を落として、凌空の体を直接揺する。

「凌空、起きてー」

　声をかけながら、凌空の寝顔に綾人の寝顔が重なった。心臓が大きく跳ね、鼓動が速くなる。

　綾人、凌空を見てもなにも感じなかった？

　普段から自分の顔を意識していなければ、小さい子どもに対して自身と似ているなど思わないだろう。まして綾人は、最初から凌空を他の男性との子どもだと思っているわけだし。

　そう結論づけて、ホッとしたのと同時に罪悪感も覚える。凌空に対してもだ。わからない。私の行動は正しいの？　綾人も凌空もなにも悪くないのに……。

　不安で押し潰つぶされそうになり、ギュッと身を縮めた。




※　※　※




「それにしても可南子が進藤くんと付き合うことになるなんて本当にびっくりした」

　綾人に告白されて正式に交際がスタートし、迷った挙句、莉愛に正直に綾人と付き合いだしたと報告した。キャンパスが違うから大学で綾人と一緒にいる機会はないけれど、誰かから莉愛の耳に入るより先に自分で言いたいと思った。

　カフェテリアでワンコインのケーキセットを注文して、緊張しつつ切り出す。

　莉愛は信じられないといった表情で、付き合ったきっかけやどんなデートをするのかなどを聞いてくる。

「で、可南子は進藤くんが好きなの？」

「え？」

　ひと通りのやり取りを終えたところで、コーヒーのカップを置いた莉愛が唐突に聞いてきた。目を丸くする私に対し、莉愛がにやりと微笑む。

「そこで即答できないようじゃねぇ。私が奪ってもいい？」

「ダ、ダメ」

　今度は反射的に答える。思った以上に大きい声だったので、周囲の注目を集めてしまい私は肩を縮めた。

「莉愛に本気を出されたら……私、きっと敵わないよ」

　ぽつりと本音が漏れた。綾人が好きな気持ちは本物で、彼から告白された時はすごく嬉しかった。

　付き合いだして、綾人と会ったり連絡を取り合うたびに、幸せでどうしようもない半面、信じられない思いでいっぱいになる。

　綾人は私でいいのかな？

　前に付き合っていた彼女について綾人から直接聞いたことはないけれど、莉愛の話からすると私とは正反対みたいだし。だからいつ彼に「やっぱり別れよう」と言われても不思議じゃない。なにより彼はシャッツィの社長令息だ。

「好きだけれど、彼の立場や育ってきた環境を考えたら、私が彼女でいいのかなって」

　家柄で判断するような真似はしたくないし、先入観は抱きたくない。それでも綾人と一緒にいると、彼とは生まれも育ちもなにもかもが違うと突きつけられる。

「あのねぇ、私に言わせたら可南子と付き合えた進藤くんはものすごく幸せ者よ？」

　少しだけ怒ったような莉愛の声が耳に届き、顔を上げる。

「それに逆よ、逆。ちょっと意地悪で言ったけれど、私じゃ可南子に敵わないわ。今ので改めて確信したもん。可南子のそういうところに進藤くんは落ちたんだろうね」

　意味が理解できず目を瞬かせていると莉愛はカップを持ち、ニヤリと笑う。

「純粋で真面目で思いやりがあって。わざわざ付き合い出したのをちゃんと報告してくれるし、今だって私なら奪えるものなら奪ってみたら？ってマウント取っちゃうな。だって普通、進藤くんみたいな人と付き合ったらみんなに自慢するよ。しかも彼から告白されたなんて！」

　勢いよく告げる莉愛はどこか嬉しそうだ。

「でも可南子はそんな人間じゃない。進藤くんもそれをわかっていたんだろうね。私をさらりと躱かわしたのには腹が立ったけれど、可南子を選ぶなんて、進藤くんなかなか見る目あるじゃない」

「莉愛」

　莉愛を傷つけたり怒らせたりするかもしれないと怖かった気持ちが和らぎ、心底安堵する。

「あのさ可南子、進藤くんには……恋人には甘えたり、弱いとこ見せたりしてもいいんだからね」

　すると打って変わって神妙な面持ちで莉愛が切り出した。

「可南子は、いつも人のことばかりじゃん。私と遊ぶ時もいつもこっちの希望とかまずは聞いてくれて、そういう思いやりのあるところは可南子の魅力のひとつだと思うよ。でも、もっとワガママとか可南子の気持ちも言ってもいいんだから」

　それは今までに莉愛から何度も言われたが、無理をしているわけではなくこういう性分だ。けれど、莉愛は納得していなかったらしい。

「可南子の性格はわかっているつもり。だからこそ、可南子が進藤くんを頼れたらいいなって」

　莉愛の思いに胸が熱くなる。それと同時に莉愛に心配をかけてしまっていたのが申し訳ない。

「ありがとう。でもまだ付き合いだしたばかりで、そもそも私、男の人と付き合うのも初めてだからどうなるかわからないけど、少しでも長く一緒にいられるように頑張るよ」

「だーかーら、頑張らなくていいの！」

　莉愛の切り返しに、お互い顔を見合わせつい噴き出した。

　この後、莉愛が一連のやり取りを私に内緒で綾人に伝え、次に会った時、綾人から必要以上にフォローされた。

「俺は簡単な気持ちで可南子に付き合おうって言ったわけじゃない」

　真剣な彼に、逆に私がたじろいでしまう。でも、そうやってきちんと言葉にしてくれる綾人にたくさん救われた。対照的に、自分の気持ちや希望を言うのが苦手な私は、彼に甘えっぱなしになっていたのかもしれない。

　不安な気持ちのまま始まった交際は意外と順調に進み、社会人になっても付き合いは続いた。

　会える頻度は減ったけれど、とくに不満はない。けれどなんとなくこの先――結婚について少しだけ意識するようになった。

　でも綾人は来年の春から海外訓練のためアメリカに行くと聞いている。私もまだ社会人一年目で仕事で覚えることがたくさんあるし、確実な約束なんてできないのかもしれない。

　それを綾人と話し合う勇気も出ず、時間もなかなか取れない。もちろん私としては別れたくないけれど、綾人はどう思っているのだろう。

　十二月に入り、どこもかしこもクリスマスムード一色だ。社会人になって初めてのクリスマスだが、綾人と特別なにかを計画はしていない。私は仕事で遅くなる予定だ。イベントの時は、現場に行く場合が多いのでしょうがない。カメラマンと意見を交わして、欲しい映像のために協力し合う。

　おかげで基本的に土日は仕事なので平日に休みとなり、逆に綾人は今地上勤務でカレンダー通りの休みとなっている。こういった勤務体制の違いもふたりでゆっくり過ごせない原因のひとつだ。

　その前の週末に私は休みを取れたのだが、綾人が実家で用事があるらしく、彼からは何度も謝罪されたけれどイベントにそこまでこだわりがないから大丈夫だと笑った。

『年末はまとまった休みを取れたし、久しぶりにふたりでゆっくり過ごそう』

　約束だと必死に告げる彼に笑みがこぼれる。そうやって次に会う約束をしてくれるから大丈夫だ。

　平日休みの日、買い物に出かけた後は、家でのんびりと過ごす。このルーティンにもすっかり慣れてしまった。カレンダーに目をやる。気付けばあっという間の一年だった。

　アメリカは遠いから今以上に会えなくなる……遠距離恋愛だよね？　できるかな？　過ぎたらあっという間だけれど、やっぱり一年は長い。その前に綾人の家柄を考えたら、私と結婚なんて――。

　想像して頭を振る。ひとりであれこれ考えてもしょうがない。

　いい加減、今後の私たちの関係について話すべきだよね。今度会った時に、綾人からなにもなかったら私から切り出してみる？

　意識すると心臓が早鐘を打ち出したので、思考を切り替える。その時インターホンが鳴り、顔を上げた。ネットでなにか買った覚えはない。

　おそるおそるドアを開けると、初めて見る綺麗な若い女性が立っていた。

「はじめまして、山口可南子さん」

　名前を呼ばれて驚きと不信感が隠せない。

　しっかりと手入れされたサラサラの茶色い髪に、モデルさながらに施されたメイク。身にまとっているワンピースは上品で、コートと同じ有名な高級ブランドのものだ。

「あの……」

「川かわ嶋しま多た恵え。綾人の婚約者です」

　唐突に語られた自己紹介に鈍器で頭を殴られたような衝撃を受ける。

　理解が追いつかない私に、川嶋さんは哀れみのこもった笑みを浮かべた。

「驚かせてごめんなさい。祖父は『川嶋工業』の社長をしていてね。綾人のおじいさまとは知り合いなの。その繋がりもあって父や私も含め家族ぐるみのお付き合いをしているわ。彼とは幼い時からお互いによく知っていて、実際に付き合っていたのよ」

　次々と告げられる情報に頭がついていかない。

　付き合っていたっていつ？

　その疑問が顔に出ていたのか、川嶋さんは微笑みながら続ける。

「綾人があなたと付き合い出す前ね。些細なすれ違いがあって、結婚するのは決まっているけれど、お互いに一度距離を置こうって話になったの」

　川嶋さんの口調はゆっくりで、ねっとりとした声が耳に絡みつく。

「綾人、いろいろ疲れちゃったのかしら？　だから将来とか考えなくてもいい、自己主張しなさそうな平凡なあなたに気晴らしに声をかけたんでしょうね」

「自己主張しなさそうって」

　彼女の発言に怒りよりも戸惑いが隠せない。川嶋さんは小さく鼻を鳴らした。

「綾人から聞いてるわよ。自分から会いたいとか言わなくて、いつも綾人の都合のいい時だけ会ってくれるって。便利な存在ね」

　綾人が彼女に私の話をしているのが衝撃だった。内容は当たらずとも遠からず。川嶋さんが適当に言ったとも思えない。そうなると知らないところでふたりは会っていた？　綾人は私の話を彼女にしていたの？

　さっきから心臓がバクバクと音を立てていて、胸が痛む。川嶋さんは私を蔑むような目で見てくる。

「私だったら好きな相手には毎日でも会いたいから理解できないわ。実は綾人のことはたいして好きじゃなくて、彼がＷＯＬのパイロット候補で、シャッツィの御曹司っていう肩書きに惹ひかれて付き合っていたんじゃない？」

「ち、違います！」

　勢いに圧おされそれまでは黙ったままでいたが、反射的に叫んだ。しかし川嶋さんの冷ややかな視線は変わらない。

「ふーん。でも私や綾人みたいな人間は常に自分に近付く相手にそういう疑いをかけちゃうのよね。だから家柄が釣り合って、似たような環境で育ってきた私たちが結婚するのはお互いのためだし、自然な流れなの」

　彼女の言い分に納得する部分もあった。綾人の借りているマンション、身につける品、育ってきた環境の違いはさまざまな場面で感じている。

「綾人のことは諦めてね。それに彼、来年度からパイロット訓練の一環で二年くらいはアメリカでしょ。私なら定期的に会いにいって彼を支えてあげられるけれど、あなたはどうせ日本で彼からの連絡を待つだけなんだもの」

「そ、そうかもしれませんが、私たちの今後については自分たちで話し合います。綾人の気持ちだって彼に直接聞きますから」

　たとえ川嶋さんの話が全部本当だとしても、綾人の口から聞きたい。私の思いだって……。

　強く決意した私に川嶋さんがこれみよがしにため息をついた。

「かわいそう。話し合わなくても結果は決まっているのに。今度、綾人が実家に帰ってくるのは私との結婚話を進めるためよ。あなたはなにも聞いてないんでしょう？」

　綾人が実家に用事があるから会えないと言っていたのは事実だ。それを彼女が知っているということは、綾人と連絡を取り合っているのか。

　婚約者って本当に？

「私は……」

「彼と別れたくない？　でもあなたが綾人と別れるのは、どうあがいても決まっているのよ。最初からあなたが綾人と釣り合うわけないんだもの。綾人が夢を見せていたなら私からも謝るわ」

　一方的に言い切って川嶋さんは踵きびすを返して去っていく。

　彼女の背中が視界から消えても私はしばらく動けなかった。

『前にすっごく美人などこかのご令嬢と付き合っていたとは聞いたけれど……』

　あれは川嶋さんだったんだ。でも婚約者ってどういうことなの？

　綾人に電話しようとして、すぐに思い留まる。彼は仕事中だ。

　気持ちがぐちゃぐちゃでうまく話せる気がしない。それに今、彼は試験前で大変だと言っていた。

　それどころではないと押し切れずに、結局電話するのを諦める。

　川嶋さんの言う通り、綾人と具体的に将来の話などをした覚えはない。川嶋さんの話がどこまで事実なのかわからないが、私自身や綾人との付き合いについて知っていたということは、綾人が彼女と連絡を取っていたのは間違いないのだろうか。

　目の奥が熱くなり、ギュッと身を縮めた。会いたい。綾人と会って話したい。不安で胸が押し潰されそう。今日、綾人の仕事が終わったら電話してみる？　でも電話じゃなくて、直接話したい。

　複雑な思いを抱えつつ週末を迎えた。久々の週末休みなのに、まったく気持ちが晴れない。ダラダラ過ごしてはため息をつく。

　その時電話が鳴り、慌てて相手を確認する。相手はふたつ年上の姉だった。

　珍しいと思いつつ電話に出ると、年末年始に実家に帰省してほしいと開口一番に告げられる。

「でも年末年始はちょっと予定が……」

《可南子にも都合があるのはわかっている。でもお父さんお母さんに関わる大事な話がしたいの》

「え？」

　両親は夫婦でイタリアンレストラン『カルペ・ディエム』を経営している。イタリアの三つ星ホテルで修行経験のある父の腕はそれなりに好評で、地元では知名度も高く、人気店としていつも多くのお客さんで賑わっていた。

　系列店も出していて、来年のうちにさらに新しいお店もオープンする予定になっている。

「お父さんかお母さんの体になにかあったの？」

　まず思い浮かんだのは、両親のどちらかに病気かなにかが見つかった可能性だ。しかし姉はすぐに否定する。

《ふたりとも元気よ。ごめんね、また会った時に詳しく説明するから》

　神妙な姉の声に帰省を拒否するのも、それ以上追及するのもできなかった。

　とりあえず綾人に年末年始は一緒に過ごせなくなったと伝えないと。

　残念な気持ちが隠せない。いつも通りメッセージを送ろうとしたけれど、衝動的に綾人に電話した。

　川嶋さんが現れてから、綾人と会うどころか声も聞いていない。

　しょうがない、彼は忙しいもの。わがままなんて言って綾人の邪魔になるわけにはいかない。

　でもこらえられなくて電話を鳴らす。ところが、数コール目ではたと気付く。

　今日、綾人は用事があると実家に帰っている日ではなかっただろうか。

《可南子？》

　電話を切ろうとしたタイミングで先に綾人が出た。

「ご、ごめん。ご実家で忙しい時に」

《大丈夫だよ。どうした？》

　久しぶりに聞く綾人の声は穏やかで、胸が詰まる。

「あのね」

《綾人》

　その時電話越しに、聞こえるか聞こえないかほどの小さな声が聞こえた。遠くから彼を呼ぶその声には覚えがあった。

　川嶋さん？

『今度、綾人が実家に帰ってくるのは私との結婚話を進めるためよ。あなたにはなにも言ってないんでしょ』

　彼女の発言が頭をよぎり、硬直する。

　綾人は今、川嶋さんと一緒にいるの？

　なんとなく綾人が場所を移動しているのが伝わってくる。それが不信感をさらに煽っていく。

《可南子？》

「じ、実は年末年始、ちょっと実家に帰らないとならなくなって、会えそうにないの。それだけ伝えたくて……忙しいところごめんね」

　一方的に捲し立て電話を切り、すぐに自己嫌悪に陥る。

　もしも綾人がパイロットになるためにしばらく外国に行くことになっても、定期的に連絡を取り合って彼との付き合いは続くのだと漠然と思っていた。でも、その未来が現実になる可能性は私が思うよりもずっと低いのかもしれない。

　綾人に会って直接話をしたいと思う一方で、その時に聞かされる彼の考えが怖くなる。会うのが延期になり、どこかでホッとしている自分がいた。

　そして年末に差しかかり、公共交通機関を乗り継いで久々に実家に帰った。飲食店を経営する両親は、土日を始め世間一般が休みとなる日が働き時となる。

　レストランウェディングの会場としても人気で、私もよく手伝ったりしていた。その時見た幸せそうな新郎新婦の姿。会場で流れるムービーに感動して、私は映像制作会社を希望した。私も誰かにとって心に残る作品を作りたい。今の仕事に対する思いは、ある意味両親のおかげで生まれたものだ。

　とはいえ忙しい父と母を子どもの頃は寂しさもあって恨んだりもした。仕事柄、家族で遠出の旅行をした思い出はない。夏休みなどの長期休暇明けに、同級生がお土産をくれながら旅行した話をされるのがつらかった。

『私も飛行機、乗ってみたい』

『可南子は高いところが怖いから無理でしょ』

　ぽつりと呟いた願望は姉によってあっさりと打ち砕かれる。

　けれど、高いところが苦手なのは事実なのでそういうものなのかと素直に受け入れた。所詮はないものねだりだ。

　成長するにつれ、反抗期も多少あったが、家族のために働く両親には感謝していた。地元のメディアに取り上げられ、多くのお客さんで賑わうカルペ・ディエムを、両親と共に誇らしく思うようになった。働く両親の姿はカッコいいし、通常営業の時も結婚式の時も、やってくるお客さんはみんな笑顔だ。

　誰かを幸せにできるのはすごい。

　おかげで姉も私も大学まで行かせてもらい、ひとり暮らしもさせてもらった。社会人になったのだから、少しでも親孝行できればと思っている。

　久々に実家に帰ると、両親は仕事中でおらず、先に帰省していた姉が出迎えてくれた。

　緊張しつつ座ると、向かい側に腰を下ろした姉が切り出す。

「お父さんとお母さん。お店やめるかもしれないの」

「え？」

　青天の霹へき靂れきだった。やっぱりどこか体が悪いのかと問い詰める前に姉は続ける。

「可南子、大おお林ばやしさんって覚えてる？」

「大林さん？」

　まったく脈絡なく出てきた人物の名前についおうむ返しをした。しかし彼のことは知っている。

　父の恩人らしく、料理ばかりの父とは違い商売っ気のある人で、レストランをオープンしたのは彼の手腕もあったらしい。父と共同経営者となり、系列店のお店の出店などは大林さんが仕切っていると聞いた。

「あの人が手掛けてたカルペ・ディエムの系列店。オープンを目前に急に手を引くって言いだしてね」

　続けられた内容に目を剥く。系列店のオープンは年明けすぐの予定で、告知もあちこちでしているはずだ。

「え、なに？　なにかトラブルでもあったの？」

　父と大林さんとの間でなにか仲がこじれるような出来事があったのか。しかし、姉は静かに首を横に振った。

「お父さんは心当たりはないみたい。でも系列店のオープンから手を引くのは理解できたとしても、中なか川がわさんを引き抜いて二号店さえ経営が危うくなりそうな事態になっているの」

「なにそれ！　なんで中川さんを!?」

　中川さんは父のもとでずっと料理の腕を磨いてきて、レストラン二号店のシェフを務めている。彼がシェフではなくなるならカルペ・ディエムの名前は使えない。

　手のひらを返したような大林さんの行動にショックを受ける。

「お父さんたちも抗議したみたいだけれど共同経営者であり出資者として、お父さんのやり方に疑問を抱いているとか言いだしてね」

「ひどい……無茶苦茶だよ」

　あまりにも理由がはっきりしない。納得できるはずもなかった。父も同じだろう。

「でもね、お父さんの様子がどうもおかしくて。お母さんもなんだけれど。あんなに大林さんに怒っていたのに、急に先方の言い分に従うって……」

　詳しく話さない両親に痺れを切らした姉は、ついに店を訪れた大林さんに今回の件を直接聞いたらしい。

　姉の行動力は相変わらずすごい。しかし感心する私とは対照的に姉の表情は曇った。

「大林さん、自分の息子と山口家の娘が結婚するなら、身内になるし今まで通り共同経営者として出資を続けるって。なんなら中川さんの引き抜きもやめる。それらに関して契約書を用意してもいいって」

　あまりにも予想だにしない大林さんからの条件に、信じられない気持ちでいっぱいになる。結婚？　娘って私とお姉ちゃんのどちらかが？

　大林さんから同年代の息子がいるという話は聞いたことがあるが、接点どころか直接会った記憶もない。おそらく姉も同じだろう。

「なに、それ……」

「そこまでして息子を結婚させたいのかしら」

　姉はぽつりと呟き、笑顔を向けてきた。

「心配しなくても私が結婚するから」

「でもお姉ちゃん、彼氏いるじゃない！　結婚するって」

　姉の提案に噛みつく。冗談みたいな一方的な話に乗る必要なんてない。

「それが別れたのよ。結婚願望はあるからいい機会だなって」

　姉は明るく答えた。

「本当は、可南子には黙っておこうと思っていたんだけれど、いきなり大林さんの息子と私が結婚なんて言ったら、可南子驚くでしょ？　誰かから聞いても嫌だし。でも私は前向きに捉えているから心配しないでね」

「お姉ちゃん……」

　姉の言葉をそのまま受け取っていいのか。なにか方法はないのか。

　今しがた知った事実に頭が追いつかない。両親や姉が悩んでいる間、仕方がなかったとはいえ、なにも知らずに過ごしていたんだ。

　仕事を終えた両親と共に、久しぶりに家族団だん欒らんの時間を過ごす。もちろん大林さんの話題は出ないし、私や姉からも出せない。

　年末年始も少ししか店を閉めないのは、それほどやってくるお客さんが多いからだ。

　夜中、久しぶりの実家だからか、綾人との未来やカルペ・ディエムの今後についてあれこれ考えてしまうからか、なかなか寝つけずにいた。

　なにか温かいものでも飲もうとキッチンに向かうと、明かりがついていて話し声がする。そちらにそっと近付いた。

「だからお母さん、私が結婚するから先方を説得して。可南子に余計なことは言わないでね」

　ドアを開けようとして、硬直する。話しているのはどうやら姉と母で、内容は大林さんの息子さんとの結婚についてのようだ。でも、どうして私の名前が出てくるのか。

　説得？　余計なことってなに？

「未み可か子こ、無理しなくていいのよ。もちろん可南子も」

「私はしていない。もちろん可南子にもさせない。可南子、付き合っている相手がいるみたいなの。あちらが可南子を望んでいたとしても、身内になるために結婚するなら私でもいいはずじゃない」

「どういうこと!?」

　反射的にキッチンのドアを開け、叫んでいた。目をまん丸くした姉と母の姿が視界に映る。

「可南子……」

　放心状態の姉に、震える声で尋ねる。

「大林さんの息子さんが結婚を希望している相手は、私なの？」

「ち、違うの。本当にお父さんの娘だったらって……」

　なんとかごまかそうとする姉を真っ直ぐに見つめると、観念したように姉は語り出す。

　大林さんが息子の結婚相手にとなぜか私を指名し、母も父も受け入れずにいたところ、事情を知った姉が、自分が結婚すると提案したらしい。

「未可子も可南子も心配しないで。あなたたちは好きな人と結婚したらいいの」

　優しく話す母の声はどこか憂いを帯びている。それを聞いて、姉は泣き出しそうな顔になった。

「だって、お父さんとお母さん。二号店とオープン予定の三号店を閉めるなら、その後始末をするためにカルペ・ディエムも閉めて売却するつもりって……」

　両親の決断に驚き、母を見る。三号店をオープンするために大林さんや銀行に融資してもらっている。回収の見込みがないなら、あるものを手放すしかない。

「いいのよ。いつまでもできるわけじゃないもの」

　そうだとしても、カルペ・ディエムを閉めるのは今じゃない。

「私が結婚する」

　きっぱりと私は宣言した。今度は姉と母が目を丸くしている。

「でも可南子、彼氏がいるって」

「別れるから。なんかね、彼は家柄もすごくて前に付き合っていた彼女と結婚するみたいなの。それに新年度から外国に一年以上行くのが決まっていて、私は遠距離とか無理だし、もう別れるしかないだろうなって思ってたところだったから」

　半分嘘で半分本当だ。

　綾人の顔が浮かんでは消えてを繰り返し、胸が締めつけられる。

　綾人と別れたくない。でもどうするの？　綾人がアメリカに行っている間、私はただ待つだけで、そうしているうちに両親がカルペ・ディエムを手放すのをなにもできずに見ているの？　助ける方法を知っているのに、知らないふりをして？　そんなことできない。

　父と母が大切にしてきたお店をなくしたくない。私にとってもたくさんの思い出が詰まっている。ここに来た人たちの笑顔が頭をよぎった。

　川嶋さんにも言われたじゃない。綾人みたいな人と私が結婚できるわけがない。今はともかく、彼がゆくゆく隣に求める相手は、私じゃないんだ。この話を私が受けたら、すべて丸く収まる。

　最後まで母も姉も私を心配してくれたが、大丈夫だと明るく振る舞い、それ以上大林さんの話はしなかった。せっかく家族がそろったんだ。楽しく過ごしたい。




　そして年が明け、一月も半ばが過ぎた頃、久しぶりに綾人に会えた。

　アパートに彼が迎えに来てくれて、外でデートして夕飯を食べた後、綾人のマンションに足を運ぶ。お決まりのようで、こうして一緒に過ごせるのは、いつぶりなのか。

　川嶋さんの件を何度も切り出そうとして、それよりも伝えなければいけないことで頭がいっぱいだった。

　けれどタイムリミットは迫っている。意を決して口を開こうとしたら、彼の腕の中にすっぽりと閉じ込められた。

「帰したくない。泊まっていけないか？」

「ご、ごめん。仕事で……」

　たどたどしく答える私の頭を綾人は優しく撫でた。

「そうだな。いつも俺の都合で振り回してばかりだから、可南子を困らせるわけにはいかないな」

　綾人が苦笑しているのがわかる。

「可南子じゃないと、とっくに愛想尽かされていると思っている」

　しかし彼が冗談交じりで続けた言葉に、冷水を浴びせられたような気持になる。

『綾人、いろいろ疲れちゃったのかしら？　だから将来とか考えなくてもいい、自己主張しなさそうな平凡なあなたに気晴らしに声をかけたんでしょうね』

『自分から会いたいとか言わなくて、いつも綾人の都合のいい時だけ会ってくれるって。便利な存在ね』

　川嶋さんに言われた内容が頭をよぎり、彼の胸を押して距離を取った。

「可南子？」

「綾人は……なんで私と付き合ったの？」

　自分でも驚くほど冷たい声だった。

「どうした？」

「自己主張しなさそうだから？　いつも綾人の都合のいい時だけ会ってくれるから？」

　自分でも珍しく声を荒らげて尋ねる。

「なに言ってるんだよ。ありえない。俺は」

「私と別れて」

　勢いのままに告げると、綾人が驚きのあまり硬直しているのが伝わってくる。しかし堰せきを切ったように止まらない。

「私が会いたいってワガママ言っていたら、とっくにうまくいってなかったんでしょ？　いつも綾人の都合に振り回されてばかりで、もうたくさんなの。それに二年くらいアメリカに行くのも決まっていて……遠距離なんて私、無理だから」

　違う。そんなこと思っていない。でも――。

『私だったら好きな相手には毎日でも会いたいから理解できないわ』

『私なら定期的に会いにいって、彼を支えてあげられるけれど、あなたはどうせ日本で彼からの連絡を待つだけなんだもの』

　川嶋さんと比べたら私は彼女失格だ。それどころか最初から川嶋さんと同じ土俵にさえ立っていない。

　不意に両肩に手を置かれ、驚きで顔を上げると真剣な面持ちの綾人と目が合う。

「ごめん、そんな風に可南子が思っているなんて知らなかった。甘えすぎていた。アメリカに行くことはどうしようもないけれど極力連絡する。俺は別れたくない。今日は可南子に――」

「私ね、結婚するの」

　これ以上、聞いてはダメだと心が叫び、遮る形で言い切る。綾人は目を見開き、動揺を隠せずにいた。私は再び彼から視線を逸らす。

「綾人と違って、私の会いたい時に会ってくれる、そばにいてくれる人がいるの。その人と結婚する。子どもも早く欲しいし、もう綾人とは無理だよ」

　この言い方は、二股をかけていたと綾人に思われてもしょうがない。それでもいい。

　私の都合で別れるなら、綾人にはいっそ嫌われた方がいいんだ。下手な未練なんて残させないように。私もそう。彼に嫌われる覚悟はあったはずだ。

　それなのに胸がズキズキと痛んで、息がうまくできない。

　綾人と川嶋さんの関係は、いったいどんなものだったんだろう。

　もういい。知らなくていい。これ以上、傷つけるのも傷つくのも御免だ。

「だから別れよう。今日で会うのは最後にする。今までありがとう」

　心臓が音を立て、涙があふれそうになるのをぐっとこらえる。言い終わるのと同時に耳鳴りがするほどの静けさが舞い降りた。

「それが可南子の本心なのか？」

「そうよ。もう綾人のことは好きじゃない」

　いささか落ち着いた声で綾人が尋ねてきたが、すげなく返す。

　嘘でも嫌い、とは言えなかった。その時彼の手が頬に伸びてきて、驚きで綾人を見る。

「俺は、別れたくない。可南子の抱えていたものをわかってやれずに、本当にごめん。可南子が俺をどう思っていても、俺は愛している。離したくない」

　切羽詰まった表情と手のひらの温もりに一瞬で視界が滲にじむ。それを気付かれたくなくて綾人の手を振り払い、距離を取った。

「遅いよ。結婚する彼の方が私を幸せにしてくれる。私の欲しいものをくれるの。さようなら」

　逃げ出すように彼に背を向け、素早くバッグを手に取ってそのまま玄関に向かう。

　大学時代から続いた彼との付き合いは、最悪の形で終わりを迎えた。

「な、んで……」

　最後に見た今にも泣き出しそうな綾人の姿。綾人はひと言も私を責めなかった。なんの前触れもなく綾人に対する不満をぶつけ、さらには身勝手に別れたいと告げたのにもかかわらずだ。

　別の人と結婚すると言った時点で、彼に罵ののしられる覚悟もしていた。けれど、彼はそれどころか謝罪の言葉を述べてきた。

　綾人のあんな傷ついた表情を初めて見た。あの顔をさせたのは他の誰でもない、私だ。

　私が泣く資格も、傷つく資格もない。でも綾人、これで少しはホッとした？　川嶋さんとの結婚を進められるって。綾人自身はもちろん、ご両親にとってもそれが一番なんだよね。

　アメリカに行っても私を気にせず訓練に臨めるし、つらかったり弱音を吐きたくなったりしたら川嶋さんは会いに来てくれるのだろう。

　これでいい。大林さんの件も、川嶋さんの存在も関係ない。私たちが別れるのは、ごく自然な流れなんだ。

　傲慢なのは百も承知で、必死に自分を納得させた。




※　※　※




　ハッと目が覚め、隣で眠っている凌空を確認し、布団を出る。

　今日もまた凌空を寝かしつけてそのまま一緒に眠ってしまった。でも持ち帰った仕事はほぼ終わっているので少しだけ安堵する。

　顔を手で覆って息を吐き、リビングのソファに腰を下ろしてしばらくその状態でいた。仕事以外にも家事などやらなくてはならないことは山ほどあるのに、いつもより集中力が落ちていて頭が働かない。どうやら綾人と再会した影響は思った以上に大きいようだ。

　綾人と別れた時を思い出し、胸が痛くなる。

　綾人と別れた後、会社に家庭の事情で実家に戻る旨を告げた。普通なら辞めるしかなさそうだが、実家から通えそうな距離にある支社に新年度から異動できるよう計らってもらえたのはありがたかった。

　さらには引っ越しの準備を進め、忙しさに身を任せ、ただ日々が慌ただしく過ぎていく。あえてそうしているところもあった。立ち止まったら綾人のことを考えてしまいそうだから。

　綾人から何度も連絡があったが、すべて無視を決め込んだ。

　家まで会いに来られたらどうしようかと思っていたけれど、元々仕事の休みも合わなかったし、なにより彼は渡米の準備で忙しいだろう。

　そうこうしているうちに四月になり私は実家に戻って、新しい勤務先に通いだす。綾人も予定通りならアメリカに渡ったはずだ。努力家で真面目な彼なら立派なパイロットになれる。いつか綾人の操縦する飛行機に乗れたら……それくらいの夢は見てもいいのかな。

　大林さんの息子さんとの結婚する旨を告げた時、両親には心配され無理をするなと言われたが、私が自分で決めたんだ。

　ところが、大林さんの息子さんに会う前に妊娠が発覚した。

「嘘……」

　もともと生理不順なところがあり、綾人と別れて忙しさなどのストレスで今回も遅れているだけと勝手に思っていた。

　だから、妊娠の可能性は考えていなかったし、考えないようにしていた。けれど、まったく可能性がないとは言い切れない。

　しばらくして意を決し、初めて妊娠検査薬を購入した。緊張している間にあっさり妊娠を示す陽性反応が出て、驚きのあまりしばらくその場から動けなかった。

　もちろん綾人との子どもだ。

　お腹の子どもはどうするのか、大林さんの息子さんとの結婚はどうするのか。息子さんと結婚しないとカルペ・ディエムがなくなってしまう。

　それなのに、お腹の子を諦めるという選択肢だけは浮かばず、ひとり抱えきれなくなった私はすべてを姉に告白した。

　姉はパニックに陥った私を落ち着かせてくれた。

『可南子は、どうしたいの？』

　姉に問いかけられ、一瞬だけ口にするかどうか迷った。でも私の思いはひとつだ。

『生みたい。カルペ・ディエムを守りたくて、そのために大林さんの息子さんと結婚しないといけないってわかっているけれど……どうしてもこの子を生みたいの』

　授かった命の尊さもある。それ以上に、この子は綾人との……私が初めて好きになった、大好きな彼との子どもだ。

　困らせるだけだとわかっていたのに、姉は優しく笑った。

『わかった。大林さんのことは大丈夫だから、可南子はなにも心配しないで』

　そう言って姉が代わりに大林さんの息子さんと結婚すると言ったものの、姉は別の人と結婚した。その相手のおかげでレストランはどれも閉店せずに、三号店も当初の予定より遅れてにはなったが無事にオープンした。

　姉の結婚相手に感謝する一方で、私のせいで望まない結婚をしたのではないかと心配になる。それを姉は笑って否定した。

　実際、結婚した時から姉の旦那さんは姉を大事にしていたし、今でも夫婦仲はとてもよく、姉夫婦は憧れだ。姉が幸せになって本当によかった。

　こうして大林さんとの縁を切り、息子さんとの結婚話も結局はなくなった。

『本当に相手の人に連絡しなくていいの？』

　何度も姉に聞かれ、さすがに綾人に連絡をしようかと思ったが、彼はアメリカで訓練中だ。もしかすると川嶋さんと正式に婚約ないし結婚したかもしれない。

　なにより、最後の別れ方を考えたら彼に合わせる顔などない。綾人の子どもだと信じてもらえないだろうし、彼はもう別の人生を歩んでいる。

　両親や姉夫婦に迷惑をかけながらも、綾人には連絡せずシングルマザーの道のりを選んだ。

　凌空を生んだことを後悔していない。凌空のいない人生なんてもう考えられない。父親がおらず、会わせてもあげられないのは申し訳ないけれど、そんなの感じさせないほど愛情を注いであげたい。凌空にたくさん父親の話はしてあげよう。

　あなたのお父さんは、誰にでも優しくて、カッコよくて、素敵で……飛行機のパイロットとして空を飛んでいるだって。

「ひこうき、みる！」

　昼寝から目覚めた凌空は興奮気味に私に話してくれた。綾人との約束は本当みたいで、しっかり覚えているらしく目をキラキラさせている。

　綾人と凌空を会わせるのが怖い。でも凌空のこの笑顔を守らないと。

　意を決し、スマホを手に取る。綾人から送られてきたシフト表をジッと見て、休みが取れそうな候補日をいくつか打ち込み、おそるおそる返事をした。










第三章　空に標結う願いを今叶える




　キャプテンからのアドバイスをまとめたものに一度目を通し、相手が立ち上がったタイミングで自分も立った。

「お疲れさま」

「ありがとうございました」

　本日のフライトを終え、退勤となってやっと緊張が解ける。ロッカールームに向かいながら、軽く息を吐いた。肩章に三本線は副操縦士の証で、会社から支給される制服は、今は季節に合わせて半袖を着用している。

　八月の空港は平日とはいえ混雑していて、人も飛行機も思うように動かない。

「進藤」

　ネクタイを外し、シャツのボタンに手をかけたタイミングで、同期の中なか野のが部屋に入ってきた。

「お疲れ。今日はどこ？」

　福ふく岡おか往復だと短く答え、手を動かす。すると少し離れたところにある自身のロッカーを開けた中野がさらに尋ねてくる。

「どちらを操縦した？」

「二便目」

　パイロットの運行は、メインで操縦を行うＰＦと、管制や地上との交信をして操縦を補佐するＰＭに大きく分けられ、基本的に機長がＰＦを担う場合が多い。ただ往路か復路どちらかを副操縦士がＰＦとなり操縦する。もちろん機長と相談して操縦する方を決め、今回俺は二便目、つまり復路を担当した。

「こっち、向かい風が強かったから待たされたし大変じゃなかったか？」

　滑走路に強い向かい風が吹き、多くの飛行機が滑走路の変更と待機を余儀なくされた。

「ああ。おかげで到着が二十分遅れた。キャプテンはそれも経験だからって」

　知識も大事だが、まったく同じ状況のフライトは存在しない。ひとつひとつを積み重ね、自分の中に蓄積していくしかないんだ。そして失敗は絶対に許されない。

「そこで任せてもらえるのは、お前だからだな」

　やれやれといった感じで中野は肩を竦すくめる。確かにいいコンディションではなかった。

「デブリーフィングで多少の指摘はあったけれど、感覚は掴んだ。視程は悪くなかったのはよかったよ」

　正直な感想を漏らしたのだが、中野は苦笑した。

「やっぱりセンスがあるやつは違うな。同期で一番早く機長になるのは進藤だってみんな口をそろえて言うから賭けにもならない」

「賭ける必要ないだろ」

　さっさとここを後にしようとしたら、不意に中野が指差してきた。

「それ、飴あめ？　珍しいな」

　ロッカーの手前に置いていたから目に入ったのだろう。中野が言っているのは、透明の正方形の箱に入ったキャンディーだ。淡い緑のラベルで個包装になっている。

「ひとつちょうだい」

　俺はちらりと中野を一いち瞥べつした。

「そんな嫌そうな顔するなよ。なに、レアなのか？」

　そういうわけじゃない。ただこれは、先日ハンカチのお礼として可南子からもらったものだ。

「なんだよ、好きな子にもらったとか？　男子中学生でもあるまいし」

　一瞬反応に困ったが、顔には出さない。しかしアメリカで寮生活を共にした中野はこちらのわずかな動揺を見逃さなかった。

「え、マジ？　アメリカではもちろん、帰国してもまったく女っ気なくて、ひたすら訓練と勉強に打ち込んできた進藤が!?」

「お疲れ」

　着替え終わったので、中野を残し部屋を出ていこうとする。けれど肩を掴まれ阻まれた。

「ちょっと待てよ。この前、高嶺の花と言われているＣＡの高たか島しまさんから連絡先渡されてスルーしたと思っていたら、実はなにげにそういう仲になってたのか？」

「違う」

　思わず即座に否定した。おかげで中野はさらに詰め寄ってくる。

「じゃあ誰だよ？　まぁ俺たち副操縦士になったし、進藤に彼女がいない方が不思議だったから、今さら相手がいても驚かないけどな」

　中野にどう思われてもかまわないが、つい真面目に返す。

「付き合っていない。今、全力で口説いているんだ」

「はぁ？　お前に迫られて首を縦に振らないってどんな相手だよ？　まさか人妻？　やめとけよ、今はいろいろ厳しいんだから」

「勝手に決めつけるな。昔……付き合っていた彼女なんだ」

　俺の発言に中野の目が大きく見開かれた。

「マジ？　前にちらっと酒の席で言ってた、あの忘れられない元カノ？」

　どうして、そういうことはしっかり覚えているのか。無言を肯定と捉えた中野が、一方的に励ましてくる。

「副操縦士になった今のお前なら向こうから復縁を望んでくるだろ。その顔でシャッツィの御曹司なわけだし」

「そうならないから、苦戦してる」

　ため息をついて応じると、中野は不思議そうな面持ちになった。

「でも、その飴をくれたなら脈ありなんじゃないか？」

　これはそういう意味じゃない。とはいえ、いちいち説明するのも億劫だ。

　俺の表情でなにかを悟ったのか、中野は歯を見せて笑った。

「ま、頑張れよ。諦めたら、いつでも他の美人を紹介してやろう。進藤と繋いでくれっていろんなところから声かかっているんだ」

「必要ない。俺は彼女以外はいらないんだ」

　そうだ。可南子と別れてから……いや、出会った時からずっと彼女だけだ。

『私と別れて』

　それなのに、あの手をずっと掴んでいられなかった。

　海外訓練がなければ、可南子と別れずに済んだのか。俺がパイロットを目指さなければ……。

　ネガティブになる思考を振り払い、アメリカに渡った俺は目の前の訓練に集中した。

　忙しく、緊張感の漂う海外訓練の期間は、ある意味余計なことを考えずに済んだ。ひたすらパイロットの資格を取るため、技術と知識を叩き込んでいく。

　帰国してからも基礎訓練は続き、やがて副操縦士任用訓練へと移行して技能審査や路線審査を経て、俺は無事に副操縦士として乗務することになった。

　子どもの頃から憧れていたパイロットだ。やっとここまで来たという達成感と充実した日々を送る中、ずっと心に引っかかっている。別れて三年になる恋人の存在だ。

　小さな子連れの家族を見るたびに、可南子もああいった家庭を築いているのだろうかと想像した。恨む気持ちも憎む気持ちもない。けれど俺以外の誰かの隣で幸せになっているのを願えるほどできた人間でもないし、そんな彼女を見たくもない。

　いっそ可南子の実家を訪れ、彼女の現状を聞いたら踏ん切りがつくのか。

　そういった考えが時々よぎりながらも、仕事に邁進していたある日――。

　フライトを終え飛行機から降りて移動している際、小さな男の子が自分の足にぶつかり、尻もちをついた。

『凌空！　す、すみません』

　すぐさま母親がそばにきて謝罪の言葉を述べると、男の子を立たせようと腰を下ろした。その声、姿に驚きが隠せない。

『可南子？』

　夢か幻か。ずっと会いたかった相手にまさか空港で再会するとは思わなかった。反応に困っている可南子に対し、極力平静を装って声をかける。

『久しぶり。こんなところで会えるなんて思わなかった』

　つまりこの男の子は可南子の子どもなのだろう。

　ああ、そうか。彼女は俺と別れた後、別の男と幸せな家庭を築いているんだ。飛行機にも乗れるようになったのか。

　なんとも言えない気持ちになりながら、子どもに名前を尋ねる。

『こんにちは。名前は？』

　こうして見ると、可南子によく似ている。少し癖のある髪も、柔らかい雰囲気も。父親の顔を知らないから、可南子に似ている要素ばかりが目につく。

『やまぐちりく。にさい！』

　ところが、返された名前にすぐに違和感を抱いた。てっきり結婚相手の名字を名乗っていると思っていたからだ。さまざまな可能性を考慮して可南子に尋ねると、彼女は夫と別れた旨を告げた。

　その事実を知って、あれこれ考える間もなく彼女の腕を掴んだ。

『一度、会って話せないか？　俺の連絡先、変わってないから』

　さすがに結婚して相手がいるなら、下手な真似はできない。けれど、そうでないなら彼女とのわだかまりを……あの時すれ違って終わらせてしまった関係を取り戻したい。今度は絶対に離さない。

　俺のことなんて忘れたと思っていたのに、彼女は俺がよく好んでいた飴を覚えていてくれた。その些さ細さいな事実に胸が躍る。

　多少、強引なやり方だったかもしれないが、また可南子や彼女の子どもに会えるのは純粋に嬉しい。

　この三年間、可南子のことを考えない日はなかった。諦め方も忘れ方もわからない。だったら、どんなに時間がかかっても彼女をまた振り向かせる。










第四章　空知らぬ雨のプロポーズ




　八月も後半に差しかかった平日、朝から外の気温は高めだ。天気予報も晴れ時々曇りで、雨の気配もない。エアコンをかけた部屋で朝から私は大忙しだった。

「いやー」

「ダメ。ちゃんと塗らないと痛くなっちゃうよ！」

　顔を背け、抵抗する凌空に子ども用の日焼け止めクリームをしっかり塗っていく。おとなしくつけてくれるとは思わないが、首筋を覆う日よけカバー付きの帽子と首に巻くタイプの冷却タオルは用意している。

　ここまで念入りにするのは、綾人から『暑さ対策をしっかりしてくるように』と事前に連絡をもらったからだ。いったいどこに行くつもりなのかと尋ねたが、『飛行機がよく見えるところだよ』とはぐらかされ、結局行き先はわからないままだ。

　その時インターホンが鳴り、凌空は反射的に「はーい」と言いながら玄関に向かう。鍵をかけているとはいえ、誰が来たのかわからないからむやみに返事をしてドアのところに行かないでほしいと伝えているのに、なかなか難しい。

　今日は、相手が誰なのか予想はついているが、念のため確認して凌空の後に続いて、ロックを外す。

「おはよう」

　現れたのは綾人だ。テーパードパンツにストライプのシャツを組み合わせ、シンプルだが相変わらず上品にまとめている。

　凌空は彼を覚えているのか覚えていないのか、不思議そうな顔で彼を見つめた。

「ごめんね、あと少しだけ待ってて」

「慌てなくていい。少し早く来すぎたな」

　綾人に謝罪し、凌空を抱えてリビングに戻る。

　綾人が早めに来るのはわかっていた。付き合っている時も、彼はいつも時間に余裕を持って行動する人だったから。待ち合わせ場所に行けばもう来ているなんてざらだった。

『早く可南子に会いたかったんだ』

　謝る私に、彼は笑顔で告げてきた。

『嘘。綾人の場合はもう性分なんでしょ？』

　私に限った話じゃない。そうやって唇を尖とがらせたのを思い出す。

「可南子と凌空くんに早く会いたかったんだ」

　さりげなく呟かれた言葉に我に返る。さすがにあの頃みたいに『嘘』とは返せなかった。

　綾人の車の運転席のうしろの席にはチャイルドシートが設置され、窓には日よけもセットされている。初めて乗る車に凌空は興味が隠せないようで、すんなりと座ると中をきょろきょろ見回した。

　綾人の車で出かけると聞かされた際、チャイルドシートの心配をしたら、綾人はそれも含めて任せてほしいと言っていた。

「もしかしてわざわざ買って用意してくれたの？」

　本来、綾人には必要のないものだ。誰かから借りるのかな、くらいに思っていたが、設置されたチャイルドシートは、どう見ても真っ新で最新のものだ。

「手間じゃないよ。これでいつでも凌空くんと可南子と出かけられるなら」

　どこか嬉しそうに返され、なにも言えなくなる。

　次、なんてない。今回がイレギュラーなだけで綾人とはこれ以上関わるべきじゃない。凌空と綾人を会わせていいのか、そもそも私が綾人と会っていいのか。この日を迎えるのが少しだけ怖かった。その間、綾人は今日を楽しみにしてくれていたんだ。

　胸がズキズキと痛む。嬉しく思ってしまうのは、身勝手だ。

　凌空が心配で彼の隣の席に私は座った。でも機嫌はとてもよく杞憂に終わる。

「どこに行くの？」

　車が走り出し、それとなく尋ねる。

　飛行機が見えるって、どこだろう？　空港じゃなくて？

「海だよ」

　さらりと告げられた答えに目を丸くする。あまりにも予想外の場所だった。

「海？」

「うみー！」

　凌空が元気よく反応を示し、嬉しそうにしている。

「泳ぐわけじゃないけどな」

　凌空の考えを読んだのか、綾人が苦笑しながら告げた。飛行機がよく見える海岸スポットなどあっただろうか、と考えを巡らせるが候補が浮かばない。

　そう遠くはないらしく、おとなしく綾人に行き先を任せる。

『ねぇ、どこに行くの？』

『行ったらわかるよ。きっと可南子が気に入ると思う』

　デートする時、彼が行き先をはぐらかすことはよくあった。でも言葉通り、いつも私が楽しめる場所に連れていってくれる。

　ああ、嫌だな。心の奥にしまっていた思い出や感情が、彼に再会してからずっとあふれている。もうとっくに私たちの関係は終わった。私が自分勝手に終わらせたんだから。




　確かに海とは聞いていた。だからてっきり空港近くの海岸かどこかで飛行機を見るのだと思っていた。それが、まさか――。

「ふねー」

「凌空、お願い。跳ねないで！」

　手を繋いでいる凌空が上機嫌で軽くジャンプし、注意というよりも懇願する。周りに人も多く、ここは陸地ではない。

　駐車場に車を停め、綾人に案内されたのは観光船やクルーズ船、水上バスなどが発着する乗船場所だった。周りはオフィスや商業ビルに囲まれていて、利便性が高く存在は知っていたが、利用したことはない。

「今日は飛行機を間近で見るクルージングに申し込んでいたんだ」

　飛行機を見るために船に乗るとは思ってもみなかった。しかし凌空は目の前の大きな船に目を輝かせている。

　綾人がスマホの画面をスタッフに見せると、船の中に案内され救命胴衣をつけるように指示される。

　平日とはいえ八月なので、他の同乗者も家族連れが多い。不快感はないが、水に浮いている独特の感覚と揺れにいささか緊張してしまう。

　凌空は私とは対照的に大はしゃぎで、それはそれで心配になる。ひとまず座ろうと繋いでいる手につい力が入った。その時、不意に綾人が凌空を抱き上げる。

　目を見張る私に対し、綾人は慣れた手つきで凌空を抱っこして景色を見せてから腰を下ろした。凌空がその状況をすんなり受け入れているのに驚く。

「うみー」

「ここはまだ川かもしれないな」

　綾人に支えられながら、水面を指差す凌空に綾人が優しく答えた。

　凌空を育てる中、もしも綾人がここにいてくれたらと思う場面が何度もあった。それをすぐに打ち消し、自分を奮い立たせる。綾人を忘れないと。その繰り返しだった。

　それなのにどうして今、私と凌空のそばに彼はいてくれるんだろう。

　出発のアナウンスがあり、小さく飛沫しぶきを上げながら船は動き出した。

　クルージング自体は一時間三十分ほどで、空港沖に向かい間近で飛行機を見られるのがメインになっているそうだ。

　すれすれの橋の下を通り、沖に出ていく。私は凌空を抱っこしている綾人の隣にそっと座った。

　凌空は飛行機が一番好きだが、乗り物の図鑑をよく見ているので船も知っているし大好きだ。きっと綾人はそこまで考えてこの計画を立ててくれたのだろう。

「綾人、子どもの扱い上手だね」

　風と船のエンジン音のため、やや声を張り上げる。今のやり取りもそうだが、家に来た時も凌空の相手をすると申し出てくれたし、抱っこだって簡単なようで、経験がなくためらう人もいるだろう。

「兄のところに子どもが生まれたのもあって」

　彼にはお兄さんがいたのを思い出す。シャッツィの正式な後継者で、お兄さんが会社を継ぐから自分は好きな道を目指せるとよく言っていた。

「お兄さん、結婚されたんだ」

「ああ。てっきり結婚しないと思っていたけれど、人間どこでどうなるかわからないな」

　そう話す綾人は嬉しそうだ。やっぱり身内の結婚は喜ばしいのだろう。

　付き合っていた時、お兄さんは結婚に興味がないから両親がヤキモキしていると冗談交じりに話していた。お母さんは、お見合いを画策したりしているなんて話も。

　そう考えると、綾人だって同じような境遇にいると考えた方が自然だった。お兄さんはシャッツィの後継者だからとあの時の私は考えていて、綾人も学生だったからどこか他人事だった。

　幸せそうな兄夫婦を見ていたから、綾人も結婚したいって思ったのかな。

『結婚してほしい』

　彼から告げられた言葉を思い出し、頭を振る。今日は凌空との約束を果たすために綾人と会っただけだ。でもきちんと答えないといけない。

　真面目に凌空の相手をしている綾人の横顔をこっそり盗み見る。

　くっきりした目鼻立ちはぱっと目を引き、背が高くモデルさながらの立ち姿は、男女ともに好印象を抱かせる。爽やかな雰囲気に、優しい笑顔は老若男女問わず虜にする。

　きっと凌空が綾人にあっさりと懐いているのは、彼のそういった魅力も関係しているんだろうな。

　海風に煽あおられながら揺れる短めの黒髪はサラサラで、指を通すとすぐに滑り落ちてしまうのを私はよく知っている。

「どうした？」

　不意に綾人と視線が交わり、あまりにも見すぎていたかとすぐに目線を下げる。

「な、なんでもない」

　心臓が急に早鐘を打ち出す。思い出した内容が内容なので、なにやらものすごくうしろめたい。

「心配しなくても凌空くんを落としたりしない」

「あ、当たり前だよ！」

　反射的に返すと、再び目が合った。一瞬の沈黙が落ち、次の瞬間綾人の手が肩に伸びてきて彼の方に抱き寄せられる。距離が縮まり、戸惑いが隠せない。

　綾人は私から手を離すと、再び凌空を両手でしっかり支え直した。

　なにも言えず離れることもできない。でも肩と肩が触れるほどの近さに、どうすればいいのかわからなくなる。

　どうして綾人は、こんなにもさりげなく触れられるんだろう。過去に付き合っていたから？　凌空に対するのと変わらない？

　私ばかりがドキドキして意識している。付き合っている時もそうだった。慣れていなくて、戸惑うばかり。私にとっては綾人が全部初めてだ。

　綾人は違うんだよね――。

「ひこーき」

　凌空が空を指差し、我に返る。周りの建物はいつの間にかなくなり、空が開けていた。もう空港が近いらしい。

　船はスピードを落とし、間もなく飛行機を見るためのポイントに入ったと説明が入る。そうこうしているうちに、また一機近くを飛んでいった。アナウンスで行き先やどこの航空会社かの情報も伝えられる。

「ほら。まだ来るぞ」

　そう言って綾人が凌空を抱え直した。あまり間を空けずに飛行機は次々と飛んでいく。

「るさーい」

　音がすごいので凌空は手で耳を塞ふさいだ。そう言いながら凌空は空に釘づけで、嫌なのではなく大きい音だと訴えたいのだろう。

　しかし、改めて見ると空港で並んでいた飛行機とはまた随分と印象が違う。迫力も音も、感じる大きさも。

　真上を飛んでいくのを凌空と共に目で追う。飛行機はもちろん改めて飛行機という乗り物を操縦する綾人のすごさを目の当たりにした気がする。

「あっという間に遠くに行っちゃうんだね」

　ポツリと呟く。

　隣にいてもあの頃とは違う。綾人はすっかり遠い人なんだ。




「りく、もっとひこうきみるー！　おふねのる！」

　一時間半の行程を終え、無事に陸に戻ってきたが、どうやら凌空はクルーズが終わるのに納得できないらしい。完全に駄々をこねる凌空に綾人は苦笑を浮かべる。

「どこかで休憩した方がよさそうだな」

「……うん」

　凌空がワガママを言うのは、疲れているのもあるのだろう。綾人の提案は当然で、私もそうした方がいいと思う。

　けれど、綾人と過ごす時間が長ければ長くなるほど、付き合っていた頃の思い出と共に蓋をしていた想いが胸を詰まらせる。

　結局、子連れ歓迎となっているカフェに入り、昼食を取る流れになった。

　凌空はジュースを飲んですっかり元気と機嫌を取り戻した。飲み干したコップを凌空から受け取り、なんとなく綾人に話を振る。

「それにしても、やっぱりパイロットってすごいよね。草々には代わりが利かないもの」

　誰もがなれる職業ではなく、長年の訓練を経て副操縦士としてコックピットに座る綾人を改めて尊敬する。

「いいや。資格があれば代わりは利くよ」

　しかし綾人はあっさりと返してきた。

「そ、そんな言い方」

「謙遜じゃなくて実際、代わりが利かないと困るんだ。フライト前に突然体調を崩したり、無自覚でも体に異常があると判断されたら、操縦は許可されない。けれど飛行機は飛ばさないとならないから常に代わりが利くようにしている」

　だからパイロットは休暇とは別に、緊急事態の交代要員として会社や自宅で待機しないとならない日が設けられているそうだ。

「俺よりも可南子の方がよっぽどすごいよ。凌空くんの母親は可南子しかいない。誰にも代われない存在なんだな」

　微笑みながらしみじみと呟かれ、目の奥が熱くなる。

　気を使ったわけでも、お世辞でもない。綾人が本音で言ってくれているのが伝わる。いつもそうだった。こうやってさりげなく気持ちを救ってくれる。

　ダメだ。今日で最後にしないと。今度こそ綾人と終わりにしないとならないのに。

　過去の記憶や思い出に引っ張られているだけじゃない。再会してから改めて綾人への想いを募らせていく。今も昔も私が好きなのは綾人だけなんだ。

『結婚する彼の方が私を幸せにしてくれる。私の欲しいものをくれるの。さようなら』

　ふと、彼にぶつけた言葉がよみがえる。あんなひどいことを言って彼を傷つけて裏切ったのに、なにを言っているんだろう。

　その時、凌空に頼んでいた子ども用のスパゲティが運ばれてきたので、頭を切り替える。持参したエプロンを凌空につけ、凌空に気を配りつつ綾人をこっそり見た。

　二度と会うことはないと思っていた。てっきり憎まれていると。だから、彼と普通に会話して一緒に過ごせただけでもう十分だ。

「もういくー」

「うん、いっぱい食べたね」

　食べ終えてお腹が満たされたのもあり、凌空の集中力が切れはじめた。やはりゆっくりとはいかないが、それでも綾人が途中で凌空の相手をしてくれたのもあり、私も食事を終えられた。

　ここは私が支払うと決めていたし宣言もしていたのに、凌空のエプロンを外し子ども用の椅子から下ろしている間に、綾人が先に会計を済ませてしまう。あまりにもそつなく済まされていたので、一瞬驚いて凌空と綾人のどちらに意識を向けたらいいのかわからなくなった。

「綾人」

「ほら、行こう。凌空くん、おいで」

　店を出てから綾人に物申そうとしたが、彼はさっと凌空を抱っこした。凌空も朝から一緒にいるからか、なんの抵抗もなく嬉しそうに身を委ねている。

「ひこうきは？」

「今日はもう終わり」

　また飛行機を見るのだと勘違いしている凌空に綾人が優しく答えた。しかしこの後、凌空が駄々をこねるのではないかとつい身構える。

「あら。家族でお出かけ？　いいわね」

　ふと入れ違いでカフェに入ろうとしている初老の女性に声をかけられた。平日だから目を引いたのか。その女性に視線を向けた凌空を見て、女性はにこりと微笑む。

「ぼく、目鼻立ちくっきりでお父さんにそっくりね。男前だわー」

　心臓を鷲わし掴づかみされたような衝撃を受け、血の気がさっと引く。女性は私の動揺などまったく知る由もなく、凌空に手を振って歩を進めだした。

「ばいばーい」

　とっさに凌空が手を振り、続けて彼女と目が合って軽く会釈する。彼女が店に入ったのを背中越しに感じながら、私は綾人の顔が見られなかった。

　脈拍が速く、胸が痛い。けれど、このまま黙っていて不審に思われても困る。

「ごめんね。ご馳走になってばかりで……」

　結局、今の彼女の発言には触れられず、支払いの件について切り出す。

「たいしたことじゃない、俺が望んだんだ。可南子や凌空くんが少しでも喜んでくれたら十分だよ」

「うん。ありがとう」

　そこで会話が途切れた。やっぱりこれ以上、綾人と一緒にいるべきじゃない。

　今日は綾人のおかげで特別な時間を過ごせた。楽しそうな凌空を見られた。でも、きちんと終わりにしないと。

　帰りは電車で帰ろう。

　綾人に、帰る旨を告げようとした。

「凌空くん、眠たそうだな」

　ところが腕の中にいる凌空をちらっと見た綾人が気付く。確かに、そろそろお昼寝の時間帯だ。

「このままアパートまで送っていくよ」

「い、いいよ。ここで解散にしよう。私が凌空を連れて帰るから」

　凌空に飛行機を見せる約束は果たせた。もう十分だ。駅はすぐそこだし、ここからなら乗り換えも一回で済む。

「この前みたいに、凌空くんが途中で寝たらどうするんだ？」

　先日の件を持ち出され、言葉に詰まる。しかしここで折れるわけにはいかない。

「大丈夫だよ。いつもひとりでなんとかしているもの」

　あの時がイレギュラーだっただけで、普段はひとりで凌空の面倒を見ている。それが当然で、その覚悟があってシングルマザーの道を選んだのだ。

　すると綾人は切なそうに顔を歪めた。

「でも今はひとりじゃない。俺がいるんだから頼ってほしい」

　言い終え、綾人は凌空を抱っこしたまま駐車場へ歩を進めだした。彼の発言を受け、反対に私は動けなくなる。

　綾人はわかっていない。頼ってしまったら、そばにいてくれる心地よさを知ってしまったら、なくした時つらくなる。もうあんな思いはしたくないのに。

　けれど凌空のことを考えたら、暑い中電車で帰るより、車で送ってもらう方が負担が少ないだろう。

　迷いつつ綾人の後を追った。

　どうやら先ほどの女性の発言を綾人はあまり気に留めていないらしい。大人の男女と子どもが一緒にいたら、家族だと思うのは当然だろう。

　誕生日もごまかして伝えているし、彼が自分の子だと思うわけがない。今日はなし崩しに三人で会ってしまったが、もう次はない。綾人の人生から私はとっくに消えた。綾人にちゃんと伝えないと。

　屋内駐車場に停めていたので、そこまで車の温度は上がっていなかった。綾人はまず凌空をチャイルドシートに乗せ、運転席のドアを開けてエンジンをかける。すぐに自動で吹き出し口から冷たい風が流れ出て、私も彼も車に乗り込んだ。

　行きと同じく凌空の隣に座り、半分目が閉じかかっている凌空を見て苦笑する。これは帰るまでに寝てしまうかもしれない。

　綾人はハンドルに手をかける前に、なにやらスマホをチェックしている。一緒にいる時はほぼ触れていなかったのだが、やはり気になるのか、なにか大事な用事なのか。

「綾人、大丈夫？」

　画面をジッと見つめ、動かない彼につい声をかけた。すると綾人は弾かれたように顔を上げる。

「ああ」

　短く返事をし、彼の手はハンドルを握った。ゆっくりと車は動き出し、窓の外に視線をやりながら、どう伝えるべきなのか思い悩む。

　屋内から屋外へ。眩しさに目を細めつつ凌空を見たら、もうすでに彼の目は閉じていた。まだ完全には眠っていないだろうが、それにしても早すぎる。

「凌空、寝ちゃったみたい」

　綾人の申し出を受け入れたのは正解だったようだ。

「朝から大はしゃぎだったし、疲れたよな」

　労いたわるような声色に、小さく頷く。

「うん。凌空、すごく楽しそうだった。……あのね、綾人。今日は本当にありがとう。今日だけじゃない。空港で再会してからずっと、私や凌空を気にかけてくれて」

　偶然が積み重なって、今日に至るのだから不思議だ。お互い通り過ぎることもできたはずなのに、こうして一緒に過ごせるなんて。

「けれどね、私……」

　思い切って今後について続けようとしたが、なにかがおかしい。

「綾人？」

　うしろから運転席に呼びかけるが、すぐに反応はない。

「ああ、どうした？」

　ワンテンポ遅れての返答はいつも通りだったが、なんとなく綾人らしくないと思った。

「大丈夫？」

「大丈夫、安全運転で可南子の家に向かうよ」

　心配しているのはそこではないのだが、今度はなにも言わなかった。

　綾人も疲れているし、慣れない凌空の相手で気が張っていたのだろう。伝えるのは運転中ではなくアパートに着いてからがいいかもしれないと考え直す。

　アパートに着く頃には、凌空は完全に夢の中だった。これは運ぶとなかなか重いだろう。でも凌空が寝ている今がチャンスかもしれない。

「あのね、綾人」

「凌空くんは俺が運ぶから、可南子は家のドアを開けてエアコンをつけてくれ」

　話を遮り、指示をする綾人に目を丸くする。どうやらこの前の件を気にしているようだ。

「い、いいよ。私が運ぶから」

「荷物もあるし、この前みたいなことになりかねないだろ」

　あの時はたまたまで、凌空を抱っこしながらバッグから鍵を取り出して開けるなど日常茶飯事だ。そう反論する前に彼は続ける。

「それから凌空くんにプレゼントも用意してきているんだ。うしろに積んである」

「え？」

　反射的に座席のうしろを見るとやや大きめな箱が入った紙袋が見えた。シャッツィのロゴが入っているのは、当然と言えば当然なのか。

「俺が凌空くんを抱っこするから、可南子は荷物とそれも持っていってくれ」

　返事を待たずに綾人は運転席を下りて、後部座席の凌空を下ろそうとする。

　プレゼントなんていらないと突っぱねる暇もない。

　綾人に続き、私も急いで車のドアを開ける。言われた通り、彼からのプレゼントも持った。

　ひとりでなんとかしないといけないのに。

　そう思っていたら、綾人はこちらをくるりと振り返った。

「全部、ひとりでなんとかしようとしなくていい」

　心を読んだかのように優しく諭される。

　その言葉が、凌空の件だけではなく私の性分全体に対して言われた気がして、胸がチクリと痛む。でも事実は変えられない。私が綾人を傷つけたのも。彼と私が釣り合わないことも。

　部屋に入り、急いで布団を敷き、凌空を寝かせる準備をする。

　この前と同じ流れになってしまったが、しょうがない。それにまだ彼にはっきりと、今後について話していない。もう会わないって言わなければ。

「ここにお願いしてもいい？」

「わかった」

　凌空を抱っこしている綾人に頼んだタイミングで私のスマホが音を立てる。

「ごめん、ちょっと仕事の電話」

　早口で言い切り、凌空を起こさないようにすぐに隣のリビングに移る。

「お疲れさまです、山口です」

　私が担当するクライアントからの急を要する問い合わせについてだった。大きな問題が起こったわけではなさそうなので、安堵しつつ答えた。

《あとそれから、佐さ藤とうさんから連絡があって。山口の作ったプロフィールムービーがすごくよかったから、別件でも頼みたいって》

「本当ですか？　わざわざありがとうございます」

　電話を終わらせ、ふと隣室に視線を向ける。綾人がまだこちらに来ていないのは、私が仕事の対応をしていたからなのかもしれない。呼びに行こうかとしたら静かに引き戸が開いた。

「ごめんね、電話終わったから」

「ああ」

　どうも彼の表情は硬い。思えば帰りの車を運転していた時からだ。

「綾人も今日は疲れたよね」

　このタイミングで申し訳ないが、彼に話さないと。

「あの」

「可南子」

　私が切り出したのとほぼ同時に名前を呼ばれ、さらには腕を掴まれた。驚きで顔を上げると、切羽詰まった様子の綾人と目が合う。

「本当のことを話してほしい」

「な、なに？」

「凌空くんは俺の子どもなんだろ？」

　綾人と再会して、彼が凌空と顔を合わせた時から、こうやって尋ねられるのを考えなかったわけじゃない。

　でもそれは「もしかして俺の子どもの可能性もあるんじゃないか？」とか、もっと曖昧な聞き方だと思っていた。そうやって不安そうに言われたら、笑顔で否定しようと決めていたのに。

　綾人がしたのは、質問ではなく確認だ。あまりにも確信めいた言い方に、逆に私が動揺してしまう。綾人は私を真っ直ぐ見つめてきた。

　すべて見透かされそうな視線に、目を逸らしたくなる。

「なに、言ってるの？　そんなわけないよ。誕生日だって……」

　彼には十二月と伝えている。いくら初産で予定日から延びたとしても、綾人と別れた時期を考えたら妊娠はありえない。

「凌空くんの本当の誕生日は十月なんだろ？」

　ところが、ついていた嘘をあっさりと訂正され、目を見張る。ハッタリなのか、なにか確証があるのか。どう答えるのが最適なのかわからず、私は黙ったままでいた。

「隣の部屋に飾ってあった手作りの誕生日メダルの裏に、凌空くんの名前と十月十八日って日付が書いてあった」

　そこですべてを悟る。運動会や進級など、イベントごとに保育園でもらうメダルをまとめて無造作にかけていたが、その中に誕生日にもらったものもあったのだ。

　まさかそこから誕生日を知られるなんて……わざわざ手に取り、裏を見ないとわからないものだ。完全に油断していた。

　さっと血の気が引き、今度は違う意味で言葉が出ない。口の中が一気に乾く。考えを巡らせ、しばしの沈黙の後、おずおずと続ける。

「嘘をついてごめんなさい。綾人に余計な心配をかけたくなくてごまかしたの」

　これは本当だ。他の男性との子どもだと思っているのに、誕生日を正直に告げていたら、綾人はきっと自分の子どもの可能性を思い浮かべるだろう。

　そんなわけにはいかない。他の男性と結婚すると一方的に告げ、私は彼の人生からいなくなったのだ。綾人の子どもではなく、彼と別れる間際に別の男性と交際していたと思われる方がいい。

　胸がチクリと痛むが、ぐっとこらえる。誕生日を偽り、綾人はもちろん凌空本人にも悪いことをしたと思っていた。でも今から誕生日どころか、父親であることを否定しないとならない。

「なら、凌空くんはやっぱり俺の子なんだな」

　けれどその前に、綾人が安心したように告げた。

「ち、違う。綾人は関係ない！　別れる時言ったでしょ？　あの時には別の人と」

「だとしても、凌空くんの父親は俺だ」

　話を遮られ、強く言い切られる。なにを根拠にそこまではっきりと言い切るのか。疑問を口にする前に綾人が再び口を開く。

「実は、凌空くんに渡すプレゼントについて兄に連絡を取ったんだ。三歳前くらいの子どもが好きそうなものはなにかって」

　唐突に語られる内容に虚を衝かれる。

　凌空に用意してくれたプレゼントはシャッツィの紙袋に入っていた。有名な大手玩具メーカー、シャッツィの社長である彼の兄なら流行や年齢に合わせたおもちゃには詳しいだろう。

　けれど今、その話をする意図がまったく読めない。訝しげに話を聞いていると、綾人はスマホを取り出し、軽く操作をしてから私の方に差し出してきた。

「そうしたらさっき、おもしろ半分で兄から俺が凌空くんと同じ頃の写真が送られてきて……」

　画面に映っている少年を見て、硬直する。今の綾人の面影をしっかり残しつつ飛行機のおもちゃを持って幸せそうに笑っている表情は、凌空にそっくりだった。

　目がくりくりとしていて活発そうな雰囲気も似ている。他人の空似では片付けられない。

『ぼく、目鼻立ちくっきりでお父さんにそっくりね。男前だわー』

　通りすがりの女性がそう思ったのは、綾人が凌空を抱っこして父親だと勘違いしているからだと思った。けれど想像以上に血の繋がりは、第三者が見てもはっきりしているのかもしれない。

　車を運転する前に、スマホの画面を見てから綾人の様子がおかしかったのに合点がいく。綾人はそっとスマホをしまうと、私をジッと見つめてきた。

　もう言い逃れできない。

「ごめん、なさい」

　乾いた声で小さく謝罪を口にする。その瞬間、綾人の目がわずかに見開かれた。

　確信があったにせよ、私が認めたことで、彼の中で可能性であったものが事実になってしまったのだ。

　私は頭を下げた。

「ごめんなさい。凌空は、綾人との子どもなの」

　罪を告白するかのような気持ちだった。なにに対する謝罪なのか、自分でもわからない。だって謝ることが多すぎる。綾人になにも言わず、出産を決めた。無事に凌空が生まれても、綾人に連絡を取ろうとは思わなかった。再会してからも嘘をついて、こうして綾人が切り出すまで、父親だと知らせるつもりもなかった。

　どこから責められても、文句は言えない。

　ところが次の瞬間、綾人に力強く抱きしめられる。

「なにも知らずに、悪かった」

　労わるような、申し訳なさそうな声に、目の奥が熱くなる。感情と共にあふれそうになる涙を必死でこらえ、喉の奥から声を振り絞る。

「やめ、て。綾人は悪くない。私が……」

　それ以上は声にならない。回された腕の感触も温もりも、私のよく知っているものだ。別れてから何度も綾人の夢を見た。全部過去のもので、懐かしくて、恋しい。それを、自分から手放したのに――。

「可南子。もう一度言う、俺と結婚してほしい」

　綾人の言葉に驚いて、顔を上げる。わずかに腕の力が緩められ、彼はしっかりと私と目を合わせてきた。

「凌空くんの父親だと知ったから言っているんじゃない。可南子を愛しているんだ。別れてからもずっと忘れられなくて、何度も後悔した。もう何年も離れるような真似はしない。可南子も凌空くんも絶対に幸せにしてみせるから」

　綾人の真剣な面持ちと声に、気持ちが揺れる。綾人の事情をわかっていたくせに、遠距離恋愛になるのを理由に別れを告げた。それを彼はいまだに気にしているんだ。

　綾人の誠実さは本物だ。でも――。私は静かに首を横に振った。

「無理……無理だよ、結婚なんて」

　私の返答に、綾人はつらそうに顔を歪める。

「なぜ？」

　彼の疑問はもっともだ。答えるかどうかしばし迷い、けれどもうはっきりさせておきたいと意を決する。

「だって綾人は……川嶋多恵さんと結婚するんでしょ？　川嶋工業の孫娘で私と付き合う前、結婚前提で彼女と付き合っていたって……」

　よれよれの声で訴える。私の発言に綾人は目を丸くした。

「誰に聞いたんだ？」

「本人に聞いたの。綾人と川嶋さん、昔から親交があって婚約者として両家公認なんだよね？　綾人がアメリカに行ってもたびたび会いに来てくれていた？　美人で、家柄も釣り合う彼女なら、誰よりも綾人の立場を理解して支えられるから……」

　別れてから何年も経って、今さらなにを言っているんだろう。本来は別れる前にするべき会話だった。向き合うべきだったのに。

「確かに彼女は幼少の頃から知っていて親交はあった。可南子の言う通り、付き合っていたよ」

　わかっていたのに、改めて綾人から告げられる事実に、傷ついている自分がいる。でもそんな資格、私にはとっくにない。

　これ以上聞いても不毛だ。過去は変えられないし、彼との未来の結論は決まっている。

「うん。だから、綾人は川嶋さんと」

「彼女とは結婚もしなければ婚約者でもない。俺が自分から付き合いたいと思ったのも、結婚したいのも可南子だけだ」

　結論をまとめようとした私の声に、綾人の迷いのない声がかぶさる。

「彼女と付き合ったのは、本人の強い希望と彼女の父親からの期待があったからで、俺はどこか冷めていた。恋人らしいことはなにもしていないし、うまくいかないのは当然だな。むしろうまくいかなければ、もう結婚の話を持ちかけられないだろうと打算的な面もあったんだ。おかげで交際はすぐに終わったし、改めて彼女との結婚もありえないと思ったよ」

　珍しくなんとなく自虐めいた言い方だった。次の瞬間、彼が私との距離をさらに詰めてくる。

「後にも先にも俺が欲しいのは可南子だけだ」

　なにか答えるどころか瞬きひとつできず、綾人から視線を逸らせない。

「ずっと忘れられなかった。可南子の代わりは誰もいない」

　切なそうに顔を歪め訴えかけてくる綾人に、蓋をしていた気持ちがあふれそうになる。

「わ、私……」

　言葉が続かない。この感情をどう表したらいいのか、伝えてもいいのか。

　言いよどむ私を、綾人は再び抱きしめた。

「可南子が、俺との結婚を承諾するまで離さない」

　本気なのか冗談なのか。綾人の表情は見えないが、口調は真面目だ。

　綾人と川嶋さんとの関係は理解した。綾人の気持ちも。でも仮に川嶋さんと結婚しないとしても、綾人の家柄や立場なら、私みたいな人間は結婚相手に相応しくないんじゃないか。ご両親はどう思っているの？　凌空の存在だって……。

　返事をしない私を心配したのか、綾人がこつんと額を重ねて覗き込むようにして私の様子をうかがってきた。

「可南子が今、ひとりであれこれ考えていることをそのまま俺に教えてほしい」

「え？」

　そこまで顔に出ていたのか。戸惑う私に綾人は切なそうに微笑んだ。

「そうやって可南子はひとりで抱え込むくせがあるのをわかっていたのに、ちゃんと可南子に向き合えなかったことをずっと後悔しているんだ」

　痛みをこらえるような綾人の表情が視界に映り、胸が締めつけられる。

　自分の性格のせいで、そんな風に彼が思い詰めていたなんて思いもしなかった。

「可南子に別れを告げられて、あの時は物理的に離れるからしょうがないと自分に言い聞かせていたけれど……違ったんだ。俺が自分のことばかりだったから可南子を失ったんだって」

「違うよ。綾人はなにも悪くない……」

　小さく首を横に振って、精いっぱい否定する。

　あの時綾人に相談できないまま、ひとりで悩んで綾人との別れを決めた。傷つけるってわかっていたけれど、彼には川嶋さんがいるし、私の存在なんてすぐに忘れるだろうと勝手に決めつけていた。

　自分のことばかりだったのは、私の方だ。

　再び謝罪しようとしたら、そっと頭を撫でられる。

「だから可南子が今、不安に思っていることを言ってほしい。ちゃんと受け止めるから」

　優しく告げられ、私は下唇を一度噛みしめた。そしてわずかな間が空き、口を開く。

「綾人と私じゃ釣り合わないよ。結婚って当人同士の問題だけじゃないもの。周りもご両親もきっと納得しない」

　大林さんの時に思い知った。権力があったりそれなりの立場にいたりする人は、結婚は感情ではなく自分の利益のためにする。名ばかりのものでも、そこに愛がなくてもいい。綾人も同じとは思わないけれど、彼の意思だけで結婚が許されるのか。

　なにより――。

「凌空の存在だって、どう思われるのか。私のせいで凌空が傷つけられたら……」

　私はなにを言われてもいい。ただ、凌空はある程度、なにを言われているのか理解できる年齢になっている。自分に向けられる感情がどんなものかも。

　わざと妊娠したって思われたら。綾人との結婚が目当てなんだろうって。凌空を認めないどころか、ひどいことを言われたら……考え出すと止まらない。

『実は綾人のことはたいして好きじゃなくて、彼がＷＯＬのパイロット候補で、シャッツィの御曹司っていう肩書きに惹かれて付き合っていたんじゃない？』

『でも私や綾人みたいな人間は常に自分に近付く相手にそういう疑いをかけちゃうのよね』

　川嶋さんに言われた言葉が、はっきりと残っている。

　綾人は余計な口を挟まず、時折相槌を打ちながら話を聞いてくれている。

「それに……あんな形で傷つけたのに、綾人に大事にしてもらう権利も、結婚する資格も私にはないよ」

　罪悪感で押し潰されそう。その時は最善を選んだつもりだったのに……。

　しまっていた不安を口にして、後悔するのと同時に胸につかえていた大きな塊が消えたのを感じる。

「可南子がそういった不安を覚えるのは無理もない。でもどれも心配しなくて大丈夫だ」

　何度も瞬きをし、おずおずと綾人を見やる。彼は安心させるように笑みを浮かべた。

「まずうちの両親は家柄なんて気にしない。結婚しろと母にはよく言われるけれど、実際、兄も家柄関係なく恋愛結婚をしたんだ。相手はひとり親育ちだが、気にしていたのは本人だけで、兄はもちろん俺も両親もまったく気にしていないよ」

　偏見かもしれないが純粋に驚く。シャッツィの後継者として社長を務めているお兄さんの相手なら、それなりの家柄の女性ではないと許されないような印象だった。

「むしろ、あの兄がよく結婚したよ。母もすごく喜んでいて義姉とは仲よくしているらしい。最近は兄夫婦の子どもに夢中で、だから凌空くんの存在もきっと歓迎される」

　にわかには信じられないが、穏やかに話す綾人はどこか嬉しそうだ。

「勝手に思い込んでいて、ごめんなさい」

　川嶋さんや大林さんのような人たちを見てきて、綾人のご両親も同じような人たちなのかと思っていた。でも、綾人を育てた両親なのだ。よく考えたらそうじゃないとわかるはずだったのに。

「謝らなくていい。そういう実家の話を可南子に全然しなかった俺が悪かったんだ」

　否定しようとしたら、綾人が「それから」と続けた。

「別れた時の件を気にしていて俺との結婚を承諾できないのだとしたら、可南子の気持ち自体は俺にあるんだって自うぬ惚ぼれてもいいのか？」

　わずかに余裕のある言い方の綾人に対し、一瞬で顔が熱くなる。

　どう伝えたらいいのか。綾人の視線は静かに私の言葉を待っていた。

「うん。私も綾人が忘れられなかった。勝手なのはわかっているけれど、他の人と結婚するってなっても、綾人が忘れられなくて……。忘れなきゃいけないってずっと思っていたのに、できなかったの」

　最後は涙があふれそうになって声にならない。すると綾人は私の頬にそっと触れてきた。

「あの時別れたのは、可南子のせいじゃなくて俺の至らなさが原因だったんだ。だからもう一度、俺にチャンスを与えてほしい。今度は不安にさせない。誰よりも愛してしっかり捕まえておくから」

　そこでひと呼吸間を置き、綾人はしっかり私の目を見つめた。

「俺と結婚してくれないか？」

　別れを決意した時、こんな未来が訪れるとは思わなかった。

　目の前の綾人は、付き合っていた時よりも貫禄がついたとでもいうのか、顔立ちやまとう雰囲気に大人っぽさが増した気がする。けれど、こうやって真っ直ぐなところは変わっていない。

「やっぱり綾人はすごいね」

　付き合う時もそうだった。一途で迷いがない。あんな別れ方をして、それでも私をここまで想い続けてくれているって誰が想像できただろう。

「ただ可南子のことが好きでたまらないだけだよ」

　柔らかい表情に視界が滲む。私に向けてくれる綾人の優しい笑顔が大好きだった。

「それで、返事は？　俺の奥さんになってくれる？」

　彼の問いかけに、小さく頷うなずく。

「はい。私でよければ……凌空と一緒に綾人のそばにいさせてほしいです」

　いいのかな。望んだらばちが当たりそう。

　不安になりながら答えると、力強く抱きしめられた。

「絶対に諦めないつもりだったけれど、可南子に付き合ってほしいって言った時と同じくらい緊張した」

　大きく息を吐き、綾人が脱力したのがわかる。さっきまでの強気な態度とは一変した彼に、目をぱちくりとさせた。

「それは言いすぎじゃない？」

　軽く答えて、交際を申し込まれた時も同じようなやり取りをしたのを思い出す。

「付き合う時も似たようなやり取りをしたな」

　思い出したのは綾人も同じだったらしい。目が合った瞬間、彼の顔が近付いてくる。当たり前のように目を閉じると、唇に温もりを感じた。

　久しぶりのキスは優しくて甘い。触れるだけの口づけに、胸が高鳴って苦しくなる。

　ゆっくりと唇が離れ、目を開けると、至近距離で綾人と視線が交わる。次の瞬間、言い知れぬ恥ずかしさが全身を駆け巡り、動けなくなってしまった。

　こういう時、どうしたらいいんだった？

　あまりにも久しぶりのキスに真面目に考えてしまう。戸惑いを隠せずにいる私に対し、綾人が小さく噴き出した。

「初めてキスした時も可南子はそうやって目を丸くさせてたな」

「そ、そうだった？」

　思わぬ指摘に、つい切り返す。綾人はどこか嬉しそうだ。

「ああ。だからすごく焦った。嫌だったのかって」

「い、嫌じゃなくて……」

「うん。照れているだけだってわかって、安心した」

　言いながら綾人は私の頬を撫でると、額に口づけを落とす。反射的に目をつむったら、瞼まぶたの上に唇が寄せられた。次に頬、鼻筋とキスをされ、緊張しつつ受け入れる。

　初めてキスをした時のことを、綾人も覚えてくれていたんだ。

　キスに慣れない頃、そうやって身を硬くする私の気持ちを少しでも和らげるためなのか、綾人は私をどこまでも丁寧に扱ってくれた。そんな綾人だから、私も彼を大切にしようと思った。会うたびに好きになっていった。

　目を開けると、すぐそばに綾人の顔があり彼はゆるやかに目を細めた。

「好きだよ。可南子を愛してる」

　胸がギュッと締めつけられる。

　再び唇が重ねられ、心なしか先ほどよりも長く遠慮がない。ただ押し当てるだけではなく、離れるか離れないかのギリギリの距離で角度を変え、緩急をつけながら何度も唇を合わせられる。

　この感覚を知っている。懐かしくて愛しくて、目の奥が熱くなった。

　上唇に軽く音を立ててキスをされ、下唇は食はむようにして優しく挟まれる。濡れているのは自分の唇なのか、相手のものなのか。

　ついばむような口づけは次第に熱を帯びたものになっていった。リップ音の合間に、小さく吐息が漏れる。

「ふっ」

　呼吸をするタイミングが掴めなくて、情けない。主導権はずっと綾人にあって、私は受け入れるだけだ。でも彼になら安心して身も心も委ねられる。

　これは、もしかすると夢なのかな？

　何年ぶりかの甘い口づけに、過去と現在が混同して、わけがわからなくなる。

　唇が熱い。それに呼応してちりちりと焼けるような焦燥感がどこからか湧いてくる。なんとなく、これ以上口づけを続けるのが怖くなった。

　綾人の肩を軽く押してキスを終わらせようとしたら、逆に腰に腕を回され、より密着させられる。

　そちらに気を取られていると、唇のわずかに空いた隙間に舌が添わされた。驚きで反射的に肩を竦めてしまう。

　すると綾人はそっと顔を離して、改めて私を優しく腕の中に閉じ込めた。目の前に綾人の厚い胸板があって、顔をうずめる。匂いと温もりに安心する一方で、なんだか悪いことをした気持ちになってしまった。

「可南子がかわいくて、つい……」

　おかしそうな彼の声がすぐそばから降ってくる。大きな手のひらが後頭部をゆっくり撫でた。

「嫌だったか？」

　ところが、続けられた言葉はどこか不安そうだった。

「い、嫌じゃなかった」

　おかげで顔を上げてすぐさま否定する。つい声が大きくなってしまい、慌てて口を噤んだ。目を丸くした綾人と目が合い、わざと視線を落とす。

「ただ……綾人とキスするのが久しぶりで……どうしたらいいのかわからなくて」

　たどたどしく言い訳をすると、顎に手をかけられ上を向かされる。

「わからないなら、またじっくり教えますよ、奥さん」

「い、いい！　それにまだ結婚してないでしょ！」

　からかい交じりの綾人に言い返す。しかし彼は何食わぬ顔だ。

「そこにこだわるなら、今からでも婚姻届をもらってこようか？」

「それは、さすがに……」

　ふざけているのか真面目に言っているのか、どうも判断できない。ここで私が首を縦に振ったら、彼は本気で婚姻届を用意しそうだ。

　眉尻を下げる私に、綾人は微笑んで目尻に唇を寄せてきた。

「わかってる。可南子の両親への挨拶や凌空くんのことをちゃんとしてからだな」

　そうやって、冗談を言いつつも順番や礼節などを大事にする綾人の誠実なところも好きだったと感じる。

「まぁ、先に子どもがいる時点で、あまり説得力はないかもしれないな」

　けれど、なにげなく続けられた綾人の言葉に胸が軋きしむ。彼は笑っているが、私は笑えなかった。

「凌空のこと、ごめんなさい。びっくりしたよね」

　綾人が結婚を強く希望するのは、凌空の存在もあってなのだろう。他人の子どもだと思って接していた凌空が、自分の子どもだと知った衝撃は計り知れない。

　綾人は一瞬私から視線を逸らし、考える素振りを見せた。

「正直、驚いた。でも、どちらかというと嬉しい気持ちの方が勝ってる」

「え？」

　綾人は記憶をたどるように語り出す。

「可南子と再会した時、凌空くんを見て可南子に似ているって思った。それと同時に可南子は別の男と結婚して家庭を築いているんだって思ったら複雑だった」

「そ、そんな風には見えなかったけど？」

　狼狽えっぱなしの私に対し、綾人は平然としているように感じた。あの時は彼の態度に救われたのも事実だ。

　しかし綾人の中ではどうやら違っていたらしい。

「見せないようにしていたんだよ。あんな状況でも可南子の前ではカッコつけたかったんだ」

　ぶっきらぼうに話す綾人に、素の部分を見た気がする。彼は昔から、周りに気を配りながらもどこかで無理していたところもあった。

「でも、今相手はいないって知って、可南子への気持ちが抑えられなかった」

　ぽつりと呟かれ、改めて綾人を見る。彼の指先が私の頬を撫でた。

「もしも凌空くんが俺の子じゃなかったとしても愛しく思うし、大事にするよ。誰よりも愛している可南子の子どもだから」

　事実、迷うことなく凌空は綾人の子どもだ。けれど、それほどまで覚悟を持って結婚を申し込んでくれた綾人に胸が張り裂けそうになる。

「ありがとう、綾人」

　声が震えて、喉の奥がギュッと締まる。感情が昂りそうになるのを抑えて、私は口を開いた。

「あの、ワガママだとは思うんだけれど……結婚するなら、私よりも凌空との時間を取ってほしいの」

　今まで凌空にはなかった〝父親〟という存在をどう受け止めるのか。いつも一緒にいる母親に加え、凌空にとって同じ時間を過ごす相手になる。

「もちろん、そのつもりだよ。でも可南子との時間を蔑ろにするつもりはない。今日みたいにまた三人で出かけよう。凌空くんの気持ちを大切にして歩み寄るから、可南子もまた凌空くんのことを教えてほしい」

「うん」

　さっきから綾人の心遣いに泣きそうだ。凌空が綾人を父親だと受け入れるのも、今日の様子からそこまで時間がかからないかもしれない。

「凌空、そろそろ起こすね。あっちの部屋にアルバムをしまっているからついでに取ってくる」

　そろそろ起こさないと、今度は夜眠れなくなる。隣の部屋に足を運ぼうとしたら、不意に綾人に手を取られた。

「可南子」

　どうしたのかと尋ねようとしたら、すぐそばに綾人の整った顔があって口づけられる。

「凌空くんが起きたら、できないと思って」

　ゆっくりと離れた唇から苦笑交じりに漏らされた。目を白黒させていると、綾人がニヤリと口角を上げる。

「それとも凌空くんの前でキスしてもかまわないのか？」

「ダ、ダメ！」

　照れながら反射的に返す。妙に意識してしまい心臓がうるさい。すると私を宥めるかのように頬にキスをされた。

「冗談だ。ただ、夫婦のスキンシップは毎日大事にしたいと思っているから、そのつもりで」

「毎日って……綾人、泊まりがけでいない日も多いんでしょ？」

　ついかわいげのない切り返しをしてしまった。パイロットの勤務形態は変則的で、国際便を担当する時は、現地で泊まるのを含め四、五日は帰ってこられないと聞いている。

「そうだな。だから離れる前は、その分たっぷり愛させてもらわないと」

　再び腰に腕を回され、彼の方に抱き寄せられる。これではいつまで経っても凌空を起こしにいけない。さすがに抗議しようとしたら、切なそうな表情をした綾人と目が合う。

「可南子や凌空くんの気持ちは尊重するつもりだが、極力早く籍を入れて一緒に暮らしたい」

　お互いに仕事のシフトが違うので、今日の予定を擦り合わせるのもそれなりに大変だった。次に会えるのはいつなのか。

　綾人の気持ちが伝わってきて、今度は素直に頷いた。

「うん」

　私も、綾人と少しでも一緒にいたい。今の彼をもっと知りたいし、できるなら支えたい。

　今度は真正面から彼のキスを受け入れる。名残惜しく唇が離れ、結局私と綾人ふたりで凌空を起こしにいくことになった。










第五章　空際で交わる過去の想い




《可南子、久しぶり！　元気にしてる？》

　電話を取ると、大学生の頃と変わらない、明るい声が聞こえてきた。

「元気だよ！　莉愛こそどう？」

　相手は大学時代からの親友、前橋――岩いわ井い莉愛だ。今年の初めに職場の先輩と結婚し、名字が岩井になった。

　久しぶりの彼女からの連絡に嬉しさで顔がほころぶ。

《元気よ。突然連絡したのはね、結婚式に来ていた高校の時の友達が今度結婚することになって、式で使う動画の作成や編集をぜひ可南子に頼みたいって。私の式で流れるムービーがめちゃくちゃよくて、結婚式を挙げるならお願いしたいってずっと思っていたらしいよ》

「え、嬉しい！」

　莉愛からカサブランカを通し依頼があり、彼女の結婚式の映像関係の編集はすべて私が手掛けた。オープニングやエンディングムービー、さらに新郎新婦の生い立ちを紹介するプロフィールムービーなど、こだわりを入れて最高のものを作ったと自負している。

《また、カサブランカに可南子指名で依頼があると思うから》

「ありがとう」

　お礼を告げると、莉愛は話題を変えた。

《凌空は元気？　可南子もいい人いたら考えなよ？》

　そこで言葉に詰まる。莉愛には、凌空の父親や綾人と別れた経緯などを唯一話していた。

「実は――」

　綾人と再会して、凌空が彼の息子だとバレたこと。プロポーズをされ、結婚を考えていることなどを手短に説明する。

《なにそれ、すごいじゃない。パイロットになった彼が迎えにきたわけでしょ？》

「迎えにきたって……偶然会っただけで」

　興奮気味の莉愛におずおずと返す。

《でもずっと可南子のことを忘れられずにプロポーズだなんて素敵じゃない。さすが進藤くん！》

　莉愛は、綾人と別れた経緯を話したら私より怒って泣いていた。シングルマザーとして子どもを育てることを報告したらものすごく心配してくれた。

　今は大学生の頃みたいに頻繁に会うことはできないが、かけがえのない友人だ。

《可南子と進藤くんが付き合っていた頃、周りもうるさかったしね。私もよく聞かれたわ。進藤くん狙いなのか知らないけれど、あのふたりはうまくいっているのかとか、男の方は忙しいのに彼女はそれでいいのか、とか》

　まさか私の友人として莉愛がそんな目に遭っていたとは知らなかった。

《でもね、私はなにも心配していなかった。別れたのも事情があったことだし……進藤くんが可南子のことを想っていてくれて嬉しいよ》

「莉愛」

　声が震えて、目頭が熱くなる。それを察したのか、莉愛が電話の向こうで大きく笑った。

《今度、そっち行ったらまた連絡するね。凌空と進藤くんも一緒に会えるのを楽しみにしてるよ》

「うん」

　それから他愛ない話をして、電話を切る。綾人と別れて、私はひとりになったと思っていたけれど、そうじゃなかったんだ。

　電話を切った後、少しだけ仕事をしようと作業用のデスクに向かう。凌空はすっかり夢の中だ。

　綾人からのプロポーズを受け、その日は疲れているだろうからという理由で、次に会った時に、綾人とふたりで凌空に父親について伝えた。

『あのね、凌空。ずっと言えなかったけれど、綾人が――彼が凌空のお父さんなの』

　目線を合わせ、回りくどい言い方はせず話そうと意識したものの凌空の反応に緊張していた。凌空はゆっくりと私の隣にいる綾人に視線を送る。

『おとうしゃん？』

　不思議そうに見つめてくる凌空に対し、綾人は微笑みかけた。

『そうだよ。凌空のお父さんなんだ。これからはずっと一緒にいるよ』

　綾人の言葉に、凌空の顔がぱっと明るくなる。

『いっしょ！　りく、おとうさん、すき！』

　そう言って嬉しそうにそばに寄った凌空を、綾人は抱き上げた。

『おとうしゃん、ひこーき』

『そうだな。今度飛行機に乗ろうな』

　凌空が言いたかったのは、おそらく私が凌空のお父さんはパイロットで飛行機に乗っていると伝えていたのを受けてなのだろう。

　これまで何度か会っていたのもあるが、もともと綾人に懐いていたのもあり、凌空は想像以上にあっさりと綾人を父親として受け入れた。

　綾人も父親だと伝えてから凌空を名前で呼ぶようになり、ふたりの仲は深まっているように感じる。

　心配事がひとつなくなったのと同時に、次の関門が待っている。

　明日は綾人の実家にお昼から凌空と挨拶に行く予定になっていた。




「これ、りくのひこーき」

　さっきから上機嫌な凌空と違って、彼の隣に座る私は緊張のあまり、今にも心臓が口から飛び出しそうだ。外の景色など目に入らず、何度も窓に映る自分の姿を確認する。

「そこまで緊張しなくてもいい」

　運転席でハンドルを握り、バックミラーに映る綾人は前を向いたままおかしそうに言ってきた。すぐさま本物に視線を向ける。

「そ、そんなこと言われたって……」

　緊張しないわけがない。八月も終わりが見えてきた平日、私は綾人の運転で結婚の挨拶をするため、彼の実家に向かっていた。午前中、綾人は飛行訓練のため出勤していたので昼過ぎに彼と合流し、夕方の待ち合わせとなっている。

　準備する時間は十分にあったけれど、ずっと落ち着けずにいた。

　結婚の挨拶なのでスーツとさんざん迷った挙句、薄手のレース袖ブラウスに広がりすぎずややシックなフレアスカートを組み合わせた。髪は自分なりに編み込んでハーフアップにしてきたものの、やっぱり美容院に行くべきだったかと少しだけ後悔している。

　凌空には無地の襟付きシャツにシンプルな紺色のズボンを選んだ。着せてみると赤ちゃんだった凌空がすっかりお兄さんになっている姿にちょっとだけ感動する。

　私の思いなど知る由もなく、彼はこの前綾人からもらった飛行機型のリュックに夢中だ。シルエットが丸い飛行機の形をしていて、凌空はひと目で気に入った。外だけではなく家の中でも背負い、挙句の果てに保育園もこれで行くと言い出したのでそれはそれで大変だった。

　今は前で抱えるようにして大事にしている。

「凌空のこと、ご両親には話しているんだよね？」

「ああ」

　実はこの質問はすでに何度もしていた。

　パイロットの資格取得のため、綾人が外国訓練に行く前に私たちは別れた。その後妊娠が発覚したものの外国で訓練を受けている綾人に連絡もできず、なにより別れたのだからと私はひとりで出産を決意。凌空をシングルマザーで育てている際に、副操縦士となった綾人と再会し、お互いに想いを確かめ合って結婚する流れになった――。

　これが綾人が両親に話している内容だ。

　当たらずといえども遠からず。

「凌空を、悪く思われないといいな」

　きっとご両親は、お互いの想いよりも子どものために結婚するんだって思うだろう。

「心配しなくてもいい」

　信号で止まったタイミングで綾人がこちらに顔を向ける。

「ふたりとも可南子と凌空に会えるのを楽しみにしているよ」

　ここまで来ると綾人を信じるしかない。それに、先に彼が私の両親へ挨拶に来てくれたのだから、今度は私が頑張らないと。

　両親に綾人の存在を伝えた時、私が結婚することよりも相手が凌空の父親だという事実に驚いていた。

　店の定休日と今月の綾人の休みが重なっておらず、挨拶は来月でもいいんじゃないかと私は言ったが、綾人は極力早い方がいいと納得しなかった。そこでこの前の店の定休日に、仕事を終えた綾人がやって来たのだ。

『お忙しいところ無理を言って申し訳ありません。ご挨拶が遅くなりました、進藤綾人です』

　いつもと変わらない爽やかな笑顔で挨拶し、くたびれた様子も緊張した雰囲気もまったくない。むしろここでも私の方が緊張していたと思う。

　続けて凌空の件で真剣に謝罪をする綾人に、私は慌て、両親は恐縮していた。

　凌空がいるので、思った以上に場は和んだ。

　両親と綾人はすぐに打ち解け、まだご飯を食べていないという綾人に父が料理を振る舞う。

　母は嬉しそうにアルコールを勧めようとしたが、仕事の関係で綾人は丁寧に断る。

　ふたりがあそこまで上機嫌なのは久しぶりに見た。凌空の妊娠がわかり、ひとりで生んで育てると決めた時、両親は心配していたが最後は私の意思を尊重してくれた。凌空が生まれてからも可能な限り協力してくれて、感謝してもしきれない。

　大袈裟かもしれないが、綾人と両親がやり取りしているのを見て、なんだか切なくなってしまう。綾人との結婚は私も望んだ幸せなもので、結婚しても私が娘である事実は変わらないのに。

『綾人さん、可南子と凌空をよろしくお願いします。この子が子どもの頃、今より店が忙しくて、随分と寂しい思いや我慢をさせてきたんです。そのせいで、ひとりでなんでも抱え込んでしまうところもあって、そこは私たちも申し訳なく思っているんです』

『ちょっとお母さん。申し訳ないとかやめてよ。お父さんにもお母さんにも感謝してるんだからね』

　帰り際、改めて深々と綾人に頭を下げる母につい口を挟む。父も神妙な面持ちだ。

『……また三人でご飯食べに来てもいい？』

　私も仕事があり、ふたりも店があるので頻繁ではないかもしれないが、結婚してもたまには実家に顔を出してもいいだろうか。

『じいじ、ばあばのごはん、たべる！』

　凌空が元気に手を上げて答えたので、その場にいる全員、思わず笑顔になる。

『もちろんよ。いつでもいらっしゃい』

　綾人が両親に再度両親に挨拶し、三人で実家を後にした。

　ぼんやりと両親に会った時のやりとりを思い出し、口を開く。

「綾人は、私の両親に会う時緊張した？」

「したよ」

　独り言に近かった発言にすぐに返事がある。

「正直、殴られるのも覚悟していた」

「な、なんで!?　殴るわけないでしょ！」

　うちの父は頑固なところはあるが、どちらかというと温厚な方だ。私の反応に綾人は苦笑する。

「大事な娘さんを妊娠させておきながら、何年も知らん顔していたわけだからな。それを今になって結婚したいって言ってくるなんて、ご両親としても俺にもっと言いたいことがあったんじゃないかって」

「そんなことないよ。私が綾人に連絡しないって決めたんだし、凌空を生んで育てるのだって勝手に……」

　大林さんとの一件があったから、私がシングルマザーになったのは自分たちのせいじゃないかと、両親は自身を責めていた節がある。

　もちろん両親は関係ない。心配をものすごくかけたし、相手に妊娠を伝えずに凌空を出産するという私の意思を何度も確認された。

　けれど譲らない私を、最後はできるだけ支えていくからと尊重してくれたのだ。

　気付けば車は停まっていて、綾人が先に運転席を降りた。彼に続こうとしたら、こちらに回り込んだ綾人が外から私の方のドアを開ける。

　降りようとする前に、手のひらの上に綾人の手が重ねられる。

「可南子のひとりでなんとかしようとする性格はわかっているけれど、これからはもっと俺に頼ってほしいし、甘えてほしい。夫婦になるんだから」

「ありがとう、綾人」

　目が合って、彼が軽くこちらに身を乗り出してくる。どちらからともなく距離を詰めて唇を重ねた。ごく自然な流れでキスしてしまったが、すぐに我に返ってうしろを見る。

「あ、凌空、寝ちゃいそう」

　車に乗った頃は、飛行機のリュックに夢中でいろいろおしゃべりしていた凌空だが、気付けば静かになっていた。案の定、目は半分閉じて今にも夢の中に旅立ちそうだ。

　綾人が度は凌空の方に回り込でドアを開ける。

「悪いな、凌空。起きてくれるか？」

「んー。りく、ねみゅい」

　眠たさで駄々をこねそうな凌空を、綾人はチャイルドシートから降ろし抱き上げる。彼の胸に顔をうずめ凌空は眠たそうにしていたが、そうやって甘えることに遠慮はない。

「凌空、ほら。お父さんのおうちに着いたよ」

　私も降りて声をかけると、凌空はおもむろに頭を上げて周りを見た。初めて見る光景に凌空は目をぱちくりとさせる。

「わぁー」

　打って変わって目をキラキラさせる凌空の反応は無理もない。彼の知っている家とはまったく違う、外国の映画にでも出てきそうな広く整備された庭と白を基調とした洗練されたデザインの建物は、家というよりホテルみたいだ。

　素敵で見惚れてしまいそうな外観ではあるが、それ以上にここが彼の実家なのだと思うと圧倒されてしまう。住む世界が違うとは思っていたけれど、まさに言葉通りだった。

「ほら、行こう」

「おかあしゃん、いこー」

　片手で凌空を抱っこした綾人が、空いている方の手で私の手を取る。凌空も怖気づくどころか中に行くのを楽しみにしているようだ。

　大丈夫、ひとりじゃない。私には頼もしい旦那さまとかわいい息子がいるんだから。

　凌空を一度預かり、綾人が玄関のドアに手をかける。綾人の家にはお手伝いさんもいるそうで、まずは出迎えてくれるであろう彼女たちに挨拶をしなくては。

　頭でシミュレーションをして意を決する。そして、ゆっくり扉が開いた瞬間――。

「凌空くんってアレルギーあったのか聞きそびれちゃったわ！　可南子さんってコーヒーと紅茶どちらが好きなのかしら……」

　快活そうな女性の声が飛んできて、さらには私と凌空の名前が出てきたので驚きが隠せない。見ると、綺麗に染められたウェーブがかかっている明るい茶色の髪をひとまとめにし、上品な小花柄のワンピースを身にまとった母と同年代くらいの女性が、エプロンをつけた女性に尋ねている。

「……それは、自分で聞いたらいいんじゃないか？」

　綾人の言葉に女性ふたりの視線がこちらに向き、お手伝いさんらしき女性は頭を下げ、ワンピースを着た女性は、目を丸くしている。それは私も凌空も同じだった。

　彼女は、指先を口元に当て驚きの声をあげる。

「まぁ！　綾人の子どもの頃にそっくり！」

　さらに彼女の視線が私に向けられた。

「初めまして、可南子さん。綾人の母、進藤美み奈な子こです」

　女性が何者なのか薄々予想はしていたが、信じられない思いもあった。だってまさか、こんな初対面になるなんて。




　ひとまず玄関で慌てて頭を下げて名乗った後、リビングに通された。そこには綾人のお父さんもいて、改めて自己紹介をする。外観のイメージ通り中も広々として天井が高く、置かれている家具もデザインが統一されていて、外国映画に出てきそうな雰囲気だ。

　凌空を挟んで綾人とソファに横並びに座り、斜め横のソファに綾人のご両親が腰を下ろした。

「まったく。綾人、可南子さんと凌空くんを連れてくるって連絡があってから、いろいろ質問してもまったく返信がないんだもの」

　綾人のお母さんは不満そうに語る。質問ってどんな内容!?と焦ったのは一瞬で、今日のために、私や凌空の好みを事細かく綾人に尋ねていたと続けられる。

　綾人のお母さんは想像以上に明るく気さくな印象だ。

「可南子さん、今まで苦労をかけたね。あちらのご両親にも申し訳ない」

「い、いいえ」

　シャッツィの元社長である綾人のお父さんも、穏やかで物腰が柔らかい。凌空の件では責められるどころか逆に謝られ、私の両親のこともすごく気遣われた。

「凌空くん、美味しいかしら？」

「おいしい！」

　凌空の月齢に合わせたジュースやお菓子をわざわざ用意してくれていて、ビスケットを頬張る凌空を見るご両親の眼差しはとても穏やかだ。

「本当、綾人の子どもの頃にそっくりね」

「飛行機が好きなのも似ているな」

　しみじみとふたりは呟く。私は凌空が食べ物をこぼして高級そうなソファを汚さないか、気が気ではない。

　すると綾人のお母さんの視線が、私と凌空の隣に座っている綾人に向けられた。

「それにしても本当によかったわね、綾人。婚約がダメになったって聞いた時は、その状態で海外に行って大丈夫かしらって心配したけれど、なんとか副操縦士にもなれて、こうして可南子さんと結婚もできて」

　ひと安心したという面持ちの美奈子さんに対し、私は顔を強張らせた。

　婚約ってもしかして川嶋さんとの？　やっぱり綾人は彼女と……。

「仕事とはいえ、二年も待つなんてなかなかできないわよね？　綾人、もともとまめな性格でもないし、忙しかったみたいだから」

「え？」

　ところが同意を求められるように続けられ、とっさに意味がわからなかった。戸惑った私を不思議に思ったのか、綾人のお母さんが苦笑して説明する。

「ちょうど海外訓練に行く前の十二月頃かしら？　ヨーロッパに行っていた夫が帰国したタイミングで綾人も帰省してね。付き合っている彼女と結婚を考えていて婚約したいって言ってきたの」

　まったく知らなかった情報に驚きが隠せない。綾人の方に視線を向けると彼は照れも入っているのか、気まずそうに目を逸らした。

「可南子さんが不安になるのもわかるわ。二年は長いわよ」

「正確には二十カ月だ」

　ぶっきらぼうに綾人が訂正する。しかしお母さんは取り合わなかった。

「同じよ。帰国してからも訓練で忙しくて、副操縦士の資格を取るのにだいぶかかったじゃない」

　なにか言いたそうな綾人だが、母親には敵わないと思ったのか、不満そうに押し黙る。やっぱりいくつになっても親にとって子どもは子どもなのか、綾人の息子としての一面を見てなんだかおかしくなる。

　けれど、今はお母さんから聞かされた話だ。

「可南子さん、本当に綾人が結婚相手で大丈夫？　凌空くんのためとか無理をしてない？　綾人、あなたが忘れられなくてずっと結婚したかったみたいだから、どんな手を使ったのか親としても心配で……」

　美奈子さんはわざとらしく頬に手を当て、ため息をついた。

「脅して結婚したみたいな言い方はやめてくれ」

　すかさず綾人が言い返した。もちろん冗談だとわかっているけれど、結婚を望んでいるのが彼の方だという認識に驚きが隠せない。

　なにか返そうとしたら、ソファに座っていた凌空が足を伸ばして、ゆっくりと下りた。

「りく、おそといきたい」

　遠慮気味に言うのは子どもながらにいつもと違う雰囲気を感じているのだろう。とはいえお菓子を食べ終わった凌空としては退屈になっても無理はない。

「どれ、凌空くんさえよかったらおじいちゃんが案内しようか」

　綾人のお父さんがゆっくりと立ち上がる。穏やかではあるがシャッツィの元社長であったため、やはり気品や貫禄が違う。そのすごい人が凌空に祖父として接しているのがなんだか不思議で、恐縮してしまう。

　凌空はついていく気満々で、さすがに任せっぱなしにさせるわけにはいかないと、私も立ち上がろうとした。

「俺がついていくよ。可南子はゆっくりして」

　しかしそれを綾人が制する。さっさと席を立ち、凌空とお父さんと共に庭に向かう。

「綾人の言う通りよ。可南子さんはゆっくりしてね。それに、男性もしっかり育児しないと」

　男性陣の背中を見送りながら、綾人のお母さんがウインクする。紅茶のおかわりを勧められ、迷いつついただく。

「こんなこと言うのもなんだけれどね、少し育児をさせてあげて。夫は仕事ばかりで、長男に会社を任せてからやっとひと息つけるようになったの。ずっと気を張っていて肩の荷が下りたからか、今になって後悔しているのよ。もっと子どもたちと関わっておけばよかったって」

　この場には私と綾人のお母さんしかいないが、内緒話でもするかのように彼女は静かに語り出す。

「綾人は夫みたいになってほしくないの。あの子は昔から飛行機のパイロットになるって決めて、その道をずっと突き進んでね。実際にその夢を叶えるんだから立派だと思うわ。でも他のことにあまり興味を示さないところを母親としては不安に感じていたの。わりとなんでも器用にこなしてしまえるのよね。人間関係も同じで、全部そつなくこなすけれど、表面的なものばかりで……」

　綾人はお兄さんと共に、シャッツィの社長の息子として恥じないように厳しく育てられたらしい。勉強、スポーツ、芸術、さまざまな分野で一定の成績を収められるよう求めたそうだ。

　しかし成長するにつれ、息子たちのなにもかも割り切った感覚や親子の間に感じる壁の存在に、お母さんは頭を悩ませたという。

「だからね、付き合っている彼女と結婚したいって綾人から聞いた時は、すごく嬉しかったの。でも可南子さんとダメになったって知って、また前みたいにただ仕事だけにひたすら突き進むんじゃないかって心配もしていたわ」

　そこで綾人のお母さんは私に微笑みかけた。

「さっきはああ言ってしまったけれど、綾人と結婚を決めてくれて本当にありがとう。凌空くんをひとりで生む決意もしてくれて。あの子、幸せ者よ」

　お母さんの言葉に、なんだかたまらなくなる。結婚を反対されたり、凌空を認めてもらえないかもしれないとばかり考えていた自分が恥ずかしい。

　私はギュッと握りこぶしを作った。

「お礼を言うのはこちらの方です。勝手な真似をして、綾人さんを傷つけて子どもの存在を知らせずにいたのに、彼は私を責めずに全部受け止めてくれたんです。私も彼をずっと忘れられなかったから……私の方こそ幸せ者です」

　思わず声が震えてしまう。お母さんもなんだか泣きそうだ。

　それから綾人のお母さんといろいろ話して盛り上がる。しばらくして、リビングのドアが開き、私たちの意識はそちらに向いた。

　現れたのは綾人で、凌空は抱っこされている。

「凌空が寝た」

　端的に状況を説明され、私はすぐさま立ち上がる。

「もともと眠たかったのに疲れさせてしまったね」

「敦あつ史しさん、こっち」

　苦笑するお父さんにお母さんが指示を出す。お母さんが移動できる柵付きの子どもベッドを寄せてきて、お父さんは凌空をそっとベッドの上に置いた。

「すみません」

「気にしないでね。長男夫婦も娘を連れてくるから慣れているの。凌空くんの従妹ね」

　先ほど話題に上がったが、綾人のお兄さんは二年前に結婚して、一歳になる娘さんがいるらしい。

「綾人も隼はや人ともまったく結婚する気がないからヤキモキして、あれこれ手を回したりもしたんだけれど杞憂だったわね。素敵な奥さんとかわいい子どもに恵まれて本当によかったわ」

　綾人のお母さんの姿が母と重なった。私が想像するよりも、母にはずっと心配をかけていたのかもしれない。

「よく寝ているし、私が見ておくから今度は可南子さんを少し連れ出してあげたら？」

　お母さんが提案してくれたが、身の振り方に迷う。母親である私が凌空のそばを離れるのは、どうなんだろう。

「可南子。母さんの相手も疲れただろうし、少し気分転換しよう」

　悩んでいたら綾人に促されるように、肩を抱かれた。

「まぁ。失礼ね」

　唇を尖らせつつお母さんはどこか嬉しそうだ。それもあってお母さんに凌空をお願いし、リビングを出る。

「こっち」

「外に出るんじゃないの？」

　てっきり凌空と同じように庭に案内されるかと思ったが、綾人は中の方に歩を進めていく。

「俺の部屋。ずっと気を張り詰めっぱなしだっただろう？　少し休むといい」

　どうやら綾人なりに私を心配してくれていたらしい。大丈夫という言葉を飲み込んで、微笑む。

「ありがとう。せっかくだし綾人の部屋、見てみたい」

　白いお洒落な階段に見とれながら、二階に上がっていく。通された部屋に足を踏み入れた瞬間、つい綾人に尋ねる。

「これ、全部綾人の部屋なの？」

「全部って……」

　あきれた声が返ってきたが、私は大真面目だ。下手すると私がひとり暮らしで借りていた時の部屋より広い。

　ホテルの一室、それもスイートルームを彷ほう彿ふつとさせる間取りと綺麗さで、ベッドルームと勉強などをするためのデスクスペース、さらにソファなどもあるリビングルームなどが段差やアーチ壁で区切られつつひと続きとなっている。

　グレイッシュカラーをベースにシックな雰囲気なのは、綾人の好みなのだろう。彼がひとり暮らしをしていたマンションも同じテイストだった。

　新鮮な気持ちで辺りを見回しながら、ここに来るまでに気になっていた件について尋ねる。

「綾人は、なんで付き合っている時に実家の話をあまりしてくれなかったの？」

　彼がシャッツィの御曹司なのは周知の事実だったが、綾人から家族や実家についてはほとんど話題にしなかった。基本的な家族構成や子どもの頃の話などはたまにあったけれど。

「もともと、あまり実家の話をするのが好きじゃないんだ。どうしても家族の話になると、シャッツィのこととか御曹司とか好きにレッテルを貼られていろいろ勝手に言われるのがわかりきっているから」

　過去の経験からか綾人はどこか鬱陶しそうだ。きっと彼は、家柄のせいで私には想像のつかない苦労をしてきたのだろう。

「私も……実家の話を聞いたら、綾人をシャッツィの御曹司とか、そういう色眼鏡で見ると思った？」

　問いかけに綾人は虚を衝かれた顔になる。

「違う！」

　そしてすぐさま気迫あふれる面持ちで否定した。

「可南子がそんな人間だなんて思っていない。むしろ逆なんだ。可南子は俺の実家の事情とかパイロットに内定が決まってるとか関係なく接して、そばにいてくれるのが心地よかった。俺があえて水を差したくなかったんだ」

　確かに、実際に綾人の実家に足を運んで、あまりにも住む世界が違うと思い知るばかりだ。これがもし結婚の挨拶ではなく、付き合っている時に訪れていたら、彼との交際に怖じ気づいていたかもしれない。

　綾人だけを責められない、でも――。

「川嶋さんになら……そういった気遣いは必要ないんだよね」

　言わずにいようと思っていたのに、つい口が滑る。けれど心の中にある靄もやはごまかせない。

『私や綾人みたいな人間は常に自分に近付く相手にそういう疑いをかけちゃうのよね。だから家柄が釣り合って、似たような環境で育ってきた私たちが結婚するのはお互いのためだし、自然な流れなの』

　綾人の言い分が理解できる一方で、彼女の言葉が引っかかっている。

「川嶋さんも、この部屋に来たんでしょ？」

　こんな発言、かわいくない。綾人を困らせるだけだ。わかっているのに、止められない。

「ないよ」

　きっぱりと短く回答され、綾人の顔を二度見する。

「彼女がこの家に来るのは勝手に父親についてきた時が大半だ。この部屋に入れることは絶対ない」

　綾人が実家に帰った際に、私が電話口で彼女の声を聞いた時、綾人は帰省するまで川嶋さんが来ているのは、知らなかったらしい。

　綾人は苦々しく続ける。

「彼女の父親は、娘と俺との結婚を望んでいたみたいだが、その時はっきりと、可南子と……別に結婚したい相手がいるって言ったんだ」

　でも、私が勝手に勘違いしてしまっていた。

「不安にさせて、ごめん」

　神妙な面持ちで謝罪する綾人に、かぶりを振る。

「私こそ今になってごめんなさい」

　付き合っている時に、こうやってぶつかれていたら今とは違う未来があったのかな？

　後悔しそうになっていたら、そっと抱き寄せられた。

「今になってでもかまわない。可南子が不安だったことをそうやって言ってもらえてよかった」

　綾人の前向きな発言に救われる。過去は変えられないけれど、これから一緒にいるために、私も変わらないと。

　見つめ合い、どちらからともなく唇を重ねる。

　口づけが終わり、照れくささもあって改めて気を取り直し室内に視線を飛ばす。

　棚には飛行機やパイロット関連の書籍が並んでいて、なにかの賞状や楯みたいなものも飾られていた。

「これ、綾人？」

　そこで小学生くらいの綾人とパイロットの制服を着た男性の写真がある。隣にやってきた綾人は写真に視線を向けた。

「ああ。小学生の頃にパイロット体験企画があって、それに参加した時の写真なんだ」

「綾人って本当に子どもの頃からパイロットになりたかったんだね」

　幼い頃に抱いた夢を貫き通して、実際に叶えるなんて本当にすごい。

「そうだな。凌空と同じで小さい頃から飛行機が好きというか憧れがあったんだけれど、具体的にパイロットになりたいって思ったのは、この企画に参加したのがきっかけなんだ」

　懐かしそうに語る彼の横顔をちらりと見つめる。

「この写真に写っている担当だったパイロットの人に、パイロットになるためにはどうしたらいいのか？って尋ねたら、まずは健康、周りをよく見て引っ張っていくリーダーシップ、それからなんでも貪欲に学ぼうとする学習意欲だって言われて……おすすめのスポーツはチームプレーのものがいいっていうのを真に受けて、サッカーを始めたんだ」

　高校までサッカーをしていて、留学経験もあると聞いていたが、それらはすべてパイロットになるための一部だったらしい。ストイックというか情熱的というべきか。

「でも、いざＷＯＬの自社養成パイロットに内定した時、嬉しい半面、燃え尽き症候群とでもいうのか、どうして自分がパイロットを目指していたのか、わからなくなったりもしたんだ」

「え？」

　付き合っていた頃も聞いたことがない。初めて聞く話だった。綾人は写真から私の方に視線を移し、私たちはお互いに向き合う形になる。

「可南子に会った時もそうだった。周りからは内定に対していろいろな言葉を投げかけられたけれど、どれもピンとこなくてこのままの気持ちで厳しい訓練を乗り越えられるのか、本当にパイロットになれるのかって……でも、可南子が思い出させてくれた」

「私？」

　つい聞き返してしまう。彼にそんな高尚な言葉をかけた覚えなどまったくない。それとも私の記憶がないだけなのか。一生懸命思い出そうと悶々とする私の頭にそっと大きな手のひらが置かれた。

「初めて会った時、可南子ともＷＯＬに内定が決まったって話になって、その時可南子は『一番いい場所で空が見えるなんて素敵だね』って言ってくれただろ？」

　それは私も覚えている。まさか綾人から声をかけられるとは思わず、ドキドキしていた。

『一番いい場所で空が見えるなんて……素敵だね』

　彼がパイロットになると聞いて、思いついたままにしか返せなかったのを、あの時は少し後悔したのに。

「あの時周りから『すごい』って言葉をたくさんもらったよ。でもだいたい評価されるのは、パイロットの年収や世間的なイメージとか地位とかが多かった。でも可南子の言葉で思い出したんだ。あの操縦席から見える景色に心を奪われて、パイロットになりたいって思ったのが最初なんだって」

『そう。一番の特等席だと思ってる』

　綾人がにこやかに返してくれたのを思い出す。

「それで可南子が気になって、もっと話したかったから前橋さんを送ろうとしている可南子に付き添うって申し出たんだ」

　それは聞いたけれど、今になって知る事実に驚きが隠せない。付き合っている時にも聞いたことがなかった。

「ありがとう。自覚なかったけれど、私の言葉が少しでも綾人の力になっていたのなら嬉しいよ」

　このタイミングでも、知れてよかった。そう思って笑ったのに、綾人の表情はどこか切なそうだ。

「付き合っている時に、きちんと伝えておけばよかったな」

　そう言うと、彼の手がそっと私の頬を撫でる。

「怖かったんだ。告白も俺からで、会う約束も俺の都合を優先するばかりだったから。俺の方が可南子を想っていて、気持ちが重たすぎるんじゃないかって。あまりにも求めすぎて、可南子に嫌われるのが怖かったんだ」

「そんな……」

　綾人の方が私を想っている？　気持ちが重たい？

　全部逆だ。私も綾人の負担になりたくないし、嫌われたくなかった。いつ彼に別れを切り出されてもおかしくないって思っていたくらいだ。

「それなのに俺は自分のことで精いっぱいで、忙しさにかまけてきちんと可南子と向き合えなかった。結婚するなら可南子以外考えられないのに、副操縦士になるには何年もかかるし海外訓練もあるのもわかっていたから、どこかで迷いもあった」

「綾人」

　彼の言葉を遮るように少し大きめの声で名前を呼ぶ。あふれそうになるこの感情の名前はわからない。胸が締めつけられて、苦しい。けれど私も伝えないと。

『そうやって可南子はひとりで抱え込むくせがあるのをわかっていたのに、ちゃんと可南子に向き合えなかったことをずっと後悔しているんだ』

　後悔してほしくない。自分を責めないでほしい。

「私ね……。綾人に告白されて付き合い出してからもしばらく信じられなかった。でもね、綾人が私を大事にしてくれていたの、ちゃんと伝わっていたし、私も綾人が好きだったよ。なかなか会えなくても、寂しくても、綾人がパイロットを目指して頑張っているのをわかっていたし応援してたから……だから、会いたいとかワガママとか言って困らせたくなかったし……私も嫌われたくなかった」

　声が震えて、きちんと伝えられない。私こそ、ちゃんと綾人に向き合えなくて川嶋さんの話を鵜う呑のみにしてしまったところもある。

　さらに言葉を紡ごうとしたら、真正面から抱きしめられた。

「可南子が好きだよ。愛している。俺がどれほど可南子を想っているのか、これからはちゃんと伝えていくし、態度や行動でも示す。約束する」

　今度こそ泣きそうだ。綾人の背中に腕を回して私からも彼を抱きしめる。

「可南子」

　名前を呼ばれ顔を上げると、不意に足が床から離れた。

「わっ！」

　腰と背中を支えられ、小さい子どものように抱き上げられる。綾人はさっさと足を動かし始めた。行きついたのはソファで、そっと下ろされてから綾人がすぐ横に座り、こちらを見てくる。

　目が合いつつも数秒の沈黙に、鼓動がさらに速まる、ややあって彼は私の髪先を軽く撫でた。

「この髪型って時間かかるのか？」

「へ？」

　唐突な質問に変な声が出てしまった。けれど、朝にセットしたのを思い出し真面目にどれくらいだったかを考える。髪をゆるく巻いてから、いくつかの編み込みを作って……それなりに時間はかかる。

「うん。いつもよりは時間をかけてセットしてみたんだけれど……もしかして、似合わなかった？」

「いいや。かわいいよ」

　不安はあっさりと解消された。それなら、綾人はなにを気にしているのだろうか。軽く首を傾げると、腰に腕を回され、彼が身を乗り出してきた。

「ただ……押し倒したら、綺麗な髪型を崩しそうだなって」

「お、押し倒すって」

　予想だにしない発言が彼からあり、混乱している間に回された腕に力が込められ、綾人の方に引き寄せられる。

「ちょっと！」

「これなら、いいか？」

　まったくもってよくない。隣に座っていたのに、なぜか綾人と向き合う形で彼の膝の上に乗せられた。体勢的に私の方が、視線が高くなったが、これでは綾人が重い。行儀が悪いのは承知で、足をわずかに開いて彼にかかる体重を分散させようとしたら、さらに彼に抱き寄せられる。

「可南子があまりにもかわいいから」

　抗議の声をあげる前に唇を塞がれる。今度は最初から舌が差し込まれ、容赦がない。翻弄されていると、彼の手が服越しに脇腹を撫でてきた。

「あっ……」

　驚きでキスを中断させると、首筋に唇を寄せられる。一瞬でぞくりと肌が震えた。

「もっと触れたいんだ」

「んっ」

　続けて綾人の手は胸元に伸ばされる。服越しとはいえ薄いブラウス一枚なので、思った以上に彼の手のひらの感触が伝わってきた。

「ダ、ダメ！」

　腕をどかそうと試みるもびくともせず、それどころか指先を動かして胸の形をなぞるように器用に触れていく。

「あ」

　その刺激に素直に反応してしまう自分が憎い。肌がぴりぴりして、確実に快感も与えられていく。綾人は満足そうな笑みを浮かべ、耳元に顔を近付けてきた。

「今日の髪も格好も、よく似合っている。かわいらしすぎて、眺めるだけじゃ我慢できない」

　そのまま耳に音を立てて口づけられ、つい身をよじった。続けて耳たぶを甘噛みされ、舌を添わされる。

「あっ……やっ」

　その間も綾人の手は私に触れ続け、巧みに彼の思惑に誘われていく。

「ね、綾人。待って。下に、ご両親と……凌空もいるし」

「心配しなくても聞こえない」

　必死で訴えかけたが平然と返される。

　そういう問題じゃない！と声には出せず、それどころか耳元で吐息混じりに囁かれ、意識をどこに持っていったらいいのかわからない。

　いつの間にかブラウスの裾から綾人の手が滑り込んでくる。鳥肌が立っている肌を彼の手のひらが撫でた。

「お願い……やめて。も、本当に……ダメ」

　もしも凌空が起きて、美奈子さんが呼びに来たら？　そうではなくてもなにか用事で誰かがこの部屋に来る可能性もある。

　精いっぱい強気な声で訴えると、さすがに綾人の手が止まった。涙目で彼を見つめていると、困惑気味に微笑んだ。

「その顔は反則だな。なんでも言うことを聞いてしまう」

　そう言って軽く唇が重ねられ、彼の返答にホッと胸を撫で下ろす。綾人は困惑気味に笑った。

「調子に乗りすぎた。悪かった」

「まったくだよ」

　唇を尖らせてそう返し、体をずらして綾人の膝の上から下りる。

「さっきも言ったけれど可南子に嫌われるのは御免だからな」

　あんな強引な真似をしておいて？と返そうと思ったが、綾人はきっと私が本気で嫌がっていなかったのを見抜いていたんだ。

　そっと彼の手を開放したら、ギュッと抱きしめられた。

「やっと手に入ったんだから」

　なんでも言うことを聞いてしまいそうなのは私の方だ。そこでふと、思い出す。

「綾人、アメリカ行く前に私との結婚を考えてくれていたの？」

　美奈子さんや、先ほど綾人も結婚について話していた。私の問いかけに綾人は腕の力を緩め、途端に気まずそうな表情になる。

「ああ。海外訓練の前に、待たせるけれど可南子に結婚を申し込もうと思っていた」

　改めて彼の口から聞かされ、やっぱり動揺してしまう。

「両親に話して、指輪も用意して、あとは可南子に伝えるだけだってなって……」

　私が、他の人と結婚すると告げて一方的に別れを切り出したんだ。

　思い出して胸が軋む。すると頭をそっと撫でられる。

「そんな顔するな、可南子はなにも悪くないんだ。こんなにも可南子とのことを考えているっていうのを勝手に免罪符にして、忙しくて可南子と向き合えない現状をそのままにしていた。俺の独りよがりだったんだ」

　私は首を横に振る。すると綾人はソファから立ち上がり、奥にある机の引き出しを開けた。ややあって彼は小さな正方形の箱を手に持って戻ってくる。

「可南子に渡そうと思ってた。必ず戻ってくるから待っていてほしい。その前に可南子を俺のものにしたいって……」

　ズキズキと胸が痛む。この何倍も綾人にはつらい思いをさせた。勝手に、綾人は別の人と結婚して幸せにしているんだって思い込んでいた。

　綾人は切なそうに手のひらの中の小箱を見つめる。

「別れてから、何度も処分しようと思ったけれど、可南子への想いが断ち切れなくて、未練がましくずっと持っていたんだ」

「あのっ」

　たまらなくなって反射的に声をあげる。

「図々しいお願いだとは思うんだけれど……綾人さえよかったらその指輪……もらえないかな？」

　最後は弱々しくなった頼み事に、綾人は目を丸くする。彼の反応は無理もない。けれど私は遠慮がちに補足する。

「婚約指輪として……つけたいの」

　今、私の左手の薬指に指輪はない。お互いの実家への挨拶前に、綾人が婚約指輪を用意したいというのを、私がやんわり断ったからだ。

　婚約期間はほぼないし、結婚指輪ならまだしも婚約指輪は必要ないと判断した。なにより、私たちにはすでに子どもがいる。凌空の相手をする際に婚約指輪をつけたままなのはきっと気を遣う。

　そういった理由を述べて、綾人は納得できていないながらも私の意思を尊重してくれた。綾人には伝えていないが、そこまでしてもらうのが申し訳ない気持ちもあった。

「だったら、もっといいものを用意する。三年以上前のものだし、今の可南子にぴったりな」

「ううん」

　私は小さく首を横に振った。欲しいのは婚約指輪という代物じゃない。

「遅くなったけれど……あの時の綾人の気持ちを受け取りたい。……今さらだけれど、受け取らせてもらえる？」

　不安で声のボリュームがどんどん小さくなってしまう。ドキドキしていると、そっと左手を取られ、握られソファに座りながらも向き合う形になる。

「もちろん。今さらもなにも、可南子以外に渡したい相手はいないんだ」

　そう言って綾人は一度手を離し、小さな箱を開けた。中にはオフホワイトのベルベット生地の重厚な指輪ケースがぴったり入っている。映画やドラマでよく見るシチュエーションに勝手に心臓が早鐘を打ち出す。

　ケースが開けられると、真ん中に圧倒的な存在感を放つひと粒ダイヤがキラキラと輝きを放ち、それをゆるいウェーブがかかった細身のリングが支えている。

　想像していたよりもダイヤが大きくて、今まで目にしたことがないような代物に戸惑いが起こる。

　綾人は笑みを浮かべながらケースから指輪を取り出し、私の左手を取った。

「本当は三年半前に渡したかった。でも、あの時も今も俺の気持ちはずっと変わっていない。望むのは可南子だけだ。俺と結婚してほしい」

　再会してから幾度となくプロポーズされたけれど、いつも綾人は真剣で心が揺さぶられる。

「はい」

　左手の薬指に奥まで指輪がはめられ、綺麗に収まった。どこか夢見心地なのに対し、ひんやりとした慣れない感触が現実だと物語る。

「ありがとう」

　泣きそうになりながらお礼を告げると、綾人は私の左手に自分の手を重ね、ゆるやかに指を絡めてきた。

「こうして可南子に渡せる日が来るなんて夢みたいだ」

「夢じゃないよ」

　もらった私よりも嬉しそうな顔をしている綾人に、応えるように指先に力を入れた。するとおもむろに手を引かれ、視線が絡まる。ゆるゆると目を閉じると唇を重ねられた。

　胸を高鳴らせている間も、左手は彼にしっかりと捕まったままで、空いた方の手は腰に回され口づけは続けられていた。これでは先ほど二の舞になる。

「そ、そろそろ凌空の様子を見に行かないと……」

　私からキスを終わらせ、さりげなく切り出す。あからさまだったかと思ったが、綾人は私の頬を指先でそっと撫でた。

「そうだな」

　先に立ち上がった彼に手を差し出され、おとなしくその手を取り立ち上がった。無意識に髪を整えて息を整える。

「行こうか」

「うん」

　手を握り返して彼に続く。左手の薬指に指輪ははめられたままで、照れくささと嬉しさで笑みがこぼれた。










第六章　行き合いの空に揺れる心




　九月に入り、少し気温が落ち着くかと思ったが、その考えは甘かった。秋の気配などまったくなく、夏がまだまだ居座っている。保育園でのプールは八月でなくなってしまったが、水遊びを毎日してくるので凌空の着替えと洗濯の量がすごいことになっていた。

　平日の午後過ぎ、私と凌空は綾人に誘われ遊園地にやってきている。室内エリアの一角でシャッツィのおもちゃで遊べる体験型施設があり、遊園地のフリーパスとは別料金にもかかわらず大盛況なんだとか。

　関係者として遊園地の招待券をたくさんもらうらしく、綾人の勤務が午前中までだったのと私が午後半休を取れたタイミングでやってきた。

「おかあしゃん、おとーさん。あっち！」

　舌足らずなところもあるが、だいぶ凌空ははっきりしゃべるようになった。初めてやってくる遊園地に目を輝かせ、いつもよりはしゃいでいる。

　平日の午後なので、そこまで混んでいないのが幸いだ。さらにはシャッツィのエリアは屋内なので冷房が効いていて涼しい。内装はヨーロッパの洋館をイメージしているらしく、それでいて温かみのあるデザインだ。シャッツィのおもちゃとよく合っていて部屋ごとに置かれているおもちゃが異なり、過ごしやすい空間になっている。

　少し綾人の実家に似ている気がした。

　凌空はさっきから積み木とパズルを組み合わせた木のおもちゃに夢中で、自分なりに考えて高く積み上げようと頑張っている。それを綾人が隣で手助けしていた。

「おとーさん、こっち！」

「これは、ここにのらないんじゃないか？」

　凌空に手渡された大きな三角の積み木を持ち、凌空の指示に綾人が苦笑しつつ答えた。それでも凌空の意見を聞きながら、あれやこれやとふたりで高く大きくしていっている。

　その光景を眺めながら、胸がいっぱいになる。どこか夢を見ているような感覚で、まだ実感が湧かない。

　両家の挨拶を済ませ、先日私と綾人は婚姻届を提出した。ふたりで見に行った結婚指輪は、綾人が婚約指輪と重ねづけできるようにと同じメーカーのものでそろえ、彼の左手の薬指には私と同じデザインの指輪がはめられている。

　名字が変わった実感があまりない……と言いたいところだが、会社に提出する書類やもろもろの名義変更のため何度も【進藤可南子】と書き綴った。

　保育園での凌空の名字は、来年進級した際に変えるという話で落ち着いた。私も職場では担当のクライアントもいるのでしばらくは旧姓でいるつもりだ。

「つぎ、こっちー」

「その前に凌空、片付けをしてからな」

　積み木は満足したらしく、凌空は場所を移動するように綾人を誘う。きちんと箱に積み木を戻し、隣に移動すると、壁がホワイトボードのようになっていて自由に絵が描ける仕組みになっていた。

　凌空はペンをとって嬉しそうに描き始める。

「凌空、嬉しそうだな。朝からくればよかったか」

　そっと凌空から私の隣に移動してきた綾人が呟いた。

「ううん。暑いし、凌空の体力的にもこれくらいでちょうどだよ」

　明日、綾人は休みだが、どっちみち私が明日は休みが取れても午後からになるので結果は一緒だ。

「ありがとう。凌空、遊園地自体が初めてだから、綾人が行こうって誘ってくれてすごく今日を楽しみにしていたの」

　いつ遊園地に行くのかと、何日も前から寝る前に尋ねていた。ワクワクしている凌空を見て、幸せだと思う半面、胸が締めつけられる。

「凌空との約束を守ってくれてありがとう」

「これくらい、なんでもないよ」

　笑顔で答えた綾人に、つい語りだす。私が約束にこだわるのは、理由があった。

「昔、家族で遊園地に行く約束をしてね。普段、土日はお店を営業しているから難しいんだけれど、当時、私が大好きだったアニメのショーがあるって聞いて必死にお願いして、その日は特別にお店を閉めて連れていってくれるって父が言ったの」

　両親の仕事上、遠出のお出かけも旅行もなかなかできない。だからこそ、わざわざお店を休んで連れていってくれる遊園地がすごく楽しみだった。

「でも、一週間前に団体客がどうしても予約したいって言ってきて……。しかもお父さんのお世話になった方からの紹介だったらしく、結局両親は遊園地を諦めて店を開けることにしたの」

　当然、納得できなかった。別の日に連れていくという両親の譲歩も決して受け入れず、思いのたけをぶつけて、泣きながら両親に訴えた。

『できない約束ならしないでよ！　お父さんもお母さんも大っ嫌い！』

　そう言った時の父と母の傷ついた顔が忘れられない。後から姉に諭され、慰められたが、しばらく両親とは口を利かなかった。

「だから、俺が凌空に飛行機を見せる約束を勝手にした時、可南子はちゃんと守れって言ったんだな」

『凌空と約束したなら、ちゃんと守ってあげて』

　約束を守ってもらえなかったつらさはよく知っている。大人にとっては次がある、くらいの気持ちでも子どもにとってはその時がすべてなのだ。

「うん。でもね、姉に言われたのもあって、両親の気持ちとか苦労も理解してちゃんと謝ったんだよ」

　自営業なんだから好きに休めばいいじゃないかと何度も思ったが、小学生の子どもをふたり抱え、両親も店を軌道に乗せるために必死だったのだろう。そういった事情を汲めるようになったのはもっと成長してからだ。

「それから、簡単に約束するのも、忙しい相手に希望を言うのも苦手になっちゃって……」

　そういった性格は綾人との付き合いにも現れた。忙しい綾人に自分から「会いたい」とか「次はいつ会えるの？」と言い出せない一方で、約束をしたらそれが守られない時のつらさも知っている。

　綾人と別れた原因は、私にもたくさんあった。

　自分の思い出を重ねて、少しだけ罪悪感を吐き出す。すると突然、綾人に肩を抱き寄せられた。

「凌空はもちろん、可南子との約束は守る。だから、可南子の希望とか望むものをこれからは教えてほしい。ひとつずつ叶えていくから」

　真剣な口調の綾人に、甘えるように頭を預けて彼に密着する。

「ありがとう。私も綾人の希望とか望むことがあったら言ってほしいな」

　にこやかに返すと、おでこをこつんと重ねられた。

「籍も入れたし、あとは早く一緒に住みたいんだ。奥さん」

　突然の〝奥さん〟呼びについ照れてしまう。私、本当に綾人と結婚したんだ。こうして実感させてくれる綾人の不意討ちに、いつもときめかされてばかりだ。

　籍は入れたけれど実はまだ私たちは一緒に住めていない。綾人がファミリータイプのマンションを契約してくれていつでも住めるようになり、少しずつ荷物は運んでいるものの、生活拠点をはっきり移すまでには至っていなかった。

「明日の午後、よかったら綾人のマンションに行って荷造りとか掃除とか手伝うね」

「助かるよ」

　あまり荷物はないと言っている綾人だが、航空関係の本が大量にあり、そちらが手つかずらしい。資格関連の本や資料など、整理も必要そうだ。

　夕方になり、少し暑さが和らいで屋外のアトラクションにも足を向ける。とはいえ凌空が乗れるものはほとんど限られていた。

「ひこーき、のる！」

　飛行機型の乗り物がくるくると回って上下に移動するアトラクションを指差し、凌空は希望を口にしたが、これは保護者同伴でも三歳以上でないと乗れないらしい。

「凌空、もう少し大きくなったらね」

「のーりーたーい！」

　少し疲れが出てきたのか、ぐずり出した凌空に冷や汗をかく。その時、綾人が凌空を抱き上げ肩車をした。視界が高くなった凌空は、目をぱちくりさせている。

「凌空、あの飛行機よりもっと高いところが見える乗り物にしないか？」

　そう言って、綾人が体の向きを観覧車の方に向ける。

「ほら。空がよく見えるぞ」

「りく、あれにのるー」

　凌空はすっかり機嫌を取り戻し、観覧車に心を奪われているが、私の足は止まった。

「わ、私はいい。ふたりで乗っておいでよ」

　観覧車なら凌空も一緒に楽しめるし、高いところからの景色も思い出になるだろう。けれど、私は遠慮願いたい。

「おかあさん、いこうー」

　凌空が不安定にこちらに手を伸ばしてくる。綾人が彼の足とお尻をしっかり支えているので心配ないが、彼の必死さに胸が痛む。でも幼い頃から根づいている高いところへの苦手意識がずっと消えない。

「無理はしなくてもいい。でも、可南子の好きな空が今なら綺麗によく見えるよ」

　綾人の言葉にちらりと空を見る。太陽は西の空に傾き、青かった空がほのかにオレンジ色がかってきた。確かにこの空を高いところから眺めたら、きっと綺麗だとは思う。

　凌空の初めての遊園地の思い出に、なるかな？

「大丈夫、俺がついてる」

　揺れている心を見透かしたかのように綾人が声をかけてきた。ゆっくりと回っている観覧車と綾人の顔を交互に見て、意を決する。

「ずっと手を繋いでてくれる？」

「もちろん」

　子どもでもあるまいし。そう自分で思ったけれど、綾人は茶化すことなく笑った。




「たかーい」

「凌空、動かないで！　ジッと座ってて」

　勇気を振りしぼってゴンドラに乗り込んだものの、なかなか景色まで楽しむ余裕はない。凌空はいつも私に言われているからか靴を脱いで座席に膝をついて、まだそこまで高くないうちから外を眺めている。

　綾人は私が言った通り、隣に座ってギュッと手を握ってくれていた。大人ふたりが同じ座席に座っているので、ゴンドラがやや傾いている気がするが、この際無視しておく。

「視線は足元や下じゃなくて、極力遠くに持っていった方がいい。息は止めずに、ゆっくりと吸って」

　冷静に指示されてうまくできるなら苦労していない。

　外の景色や実際の高さがどれくらいかなどではなく、これはもはや高いところは怖いという刷り込みレベルの問題だ。

　ちらりと前を見ると、凌空は目をキラキラさせて外を見ている。その横顔に少しだけ気持ちが落ち着いた。

　きっと私ひとりでは凌空を観覧車に乗せてあげられなかった。綾人の存在に感謝するのと同時に、家族三人でいられるこの状況が夢みたいだと思う。

　隣には綾人がいて、凌空が嬉しそうにしている。現実だ。

「それにしても、凌空が思った以上に早く俺を父親だって受け入れてくれて驚いているよ」

　ふとした綾人の呟きに、目を瞬かせる。凌空に綾人が父親だと告げてから一カ月も経っていないが、どこまで理解しているのかわからないものの凌空は想像以上にすんなりと綾人を父親と認識して、なんのためらいもなく「おとうさん」と呼び出した。

「可南子がうまく間に入ってくれているおかげだな」

「綾人が丁寧に凌空に歩み寄ってくれるからだよ」

　結婚したからとか、血の繋がりがあるからとか、子どもには関係ない。綾人が積極的に凌空に関わろうとする一方で、彼のペースに合わせて接してくれている。おかげで凌空は綾人に懐いて甘えるようになった。

　凌空が不機嫌になってぐずっても、綾人は私に丸投げせず、凌空と向き合って彼の気持ちを大事にしようとしてくれる。凌空がワガママを言ったら、注意して諭してくれる。

　子どもは純粋で敏さといから、そばにいる大人が真剣に自分と接してくれているのかきちんとわかっているんだと思う。

「飛行機好きという共通点があるのは強いな」

　私は笑いながら頷いた。今に凌空も飛行機のメーカーや機種を区別しそうだ。

「うん。凌空のお父さんは飛行機のパイロットだってずっと言っていたから、乗ったこともないのにすっかり飛行機が好きになって……」

「ずっとって、いつから？」

　不思議そうに聞き返され、思考が停止する。綾人と出会った頃には凌空は飛行機が好きだったので、彼が父親だと告げてからだと言うと矛盾してしまう。

「あ、あの……。父親がいなくても、凌空はお父さんから愛されているんだって、伝えておきたくて、それで、あの……」

　しどろもどろに言い訳するが、それにしては具体的すぎだ。自分のあずかり知らぬところで存在する子どもに、勝手に父親として語られていたなんて……本人としては気持ちのいい話ではないだろう。

　ましてや、私から綾人に連絡するつもりも、凌空の存在を知らせるつもりもなかったのだ。

　さすがに怒るだろうかと綾人の反応をうかがったら、不意に手を引かれ、空いている方の手を肩に回されて抱き寄せられる。

「不思議だったんだ。可南子は飛行機が苦手なのに、どんなきっかけで凌空はあそこまで飛行機を好きになったんだろうって」

　確かに、ある程度自分の意思がしっかりするまで、幼い時の子どものおもちゃは本人より親の意向が大きいと考えるのが普通だ。

「そうか。可南子が最初から、俺を凌空の父親にしてくれていたんだな」

　そんないいものではないと否定しようとしたら、不意に唇を重ねられる。すぐに唇は離れたものの驚いて反応できなかった。

「あー。ひこうき」

　凌空が興奮気味に空を見て叫んだ。私もつられるようにして外を見ると、青空の下にオレンジ色が混ざった空の向こうでピカピカと光る機体が移動している。

「本当だね、どこに行っているんだろう？」

「りく、ひこうきのりたい！」

　興奮で体を揺らす凌空を、ひとまず落ち着かせる。その約束もちゃんと叶えないと。

　綾人はそっと凌空の頭を撫でた。

「そうだな、だったら凌空。今度お父さんの操縦する飛行機にお母さんと乗ってみるか？」

「のる！」

　反射的に凌空は答えたが、私は綾人に視線を移した。

「付き合っていた頃、いつか俺がパイロットになったら俺の操縦する飛行機に可南子を乗せるって約束したの、覚えている？」

「覚えているよ」

　忘れるわけがない。あの頃は、綾人が副操縦士になるその時まで一緒にいると信じて疑わなかった。

「初めてが綾人の操縦する飛行機なら、頑張って乗ってみようかなって……そう答えたんだよね」

　姉のところに行く際、凌空のためにも飛行機に乗ろうと決めた時、綾人との約束が頭をよぎったのも本当だ。綾人にとってはなんでもない会話だったのかもしれないけれど、ずっと彼の言葉が心に残っていた。

「その約束、果たさせてほしい」

　真面目な表情に、ドキリとする。もしかして綾人も私が思う以上に、このやり取りを大事にしてくれていたのかな？

「うん」

　答えると、素早く額に口づけられる。気が付けば観覧車は地上が見えるところまで下りてきていた。

　もう一周乗りたい！と訴える凌空を宥めすかし、観覧車を後にする。さっき観覧車から見ていた飛行機はもう空の彼方へと姿を消していた。

「でも可南子と凌空と一緒に飛行機に乗ってどこかに行くのも悪くないな。社員割引があるから凌空も可南子も格安で航空券が取れる」

「そうなんだ」

　本人はまだしも家族まで航空券の割引ができるとは意外だ。綾人は口角をニヤリと上げ、凌空を見た。

「もう少し大きくなって、凌空がそれを知ったら、何度も飛行機に乗りたいって言い出しそうだな」

　凌空の飛行機好きがそこまで続いているかはわからないが、綾人の前例がある。好きを極めて、行き先よりも飛行機に乗ること自体が目的になってもおかしくない。

「そ、それは困るから凌空には極力、内緒にしておいて！」

「ないしょ？」

　ちゃっかり聞いていた凌空に聞き返され、言葉が出ない。その様子を見ていた綾人がおかしそうに笑い出す。ムッとしたのも束の間、すぐに私も噴き出し、わけがわからないといった顔をする凌空を挟んでふたりで笑い合った。




　翌日の午後、約束通り綾人のマンションに向かう。

　昨日、遊園地で大はしゃぎだった凌空は、晩御飯を食べないまま眠ってしまい、朝までぐっすりだった。たくさん寝たからか、朝はすっきり目覚め、保育園の担任の先生にお出迎えされた際には『りく、ゆうえんちいった！』とさっそく自慢していた。

　よっぽど楽しかったんだろうな。

　私も仕事を頑張ろうと打ち合わせを二件こなし、先方に提出する確認用の動画も上司に預けてきた。無事に午前中で仕事を終え、会社を出る。

　綾人のマンションは、付き合っている時と同じだった。

　使う駅名や路線はしっかり覚えていて公共交通機関を乗り継いでいる間も、妙な緊張感に襲われる。私が綾人を振って一方的に部屋を出て以来なのだと思うと、複雑な感情が交錯する。

　でも今の私たちは結婚して、正式に夫婦になったんだ。

　お互いに誤解も解いたし、想いも伝え合った。あの頃の不安定さはもうないはずだ。左手の薬指にはめている指輪を見つめ、気合いを入れる。

　余計なことは考えず、荷造りを頑張ろう。

　いないかもしれないから、と綾人にカードキーを渡されているので彼へ事前に連絡するべきか迷ったがそのまま向かう。

　インターホンを押したが、返事はなかったのでやはりいないのかもしれない。カードキーを使い、玄関のドアを開けた。ひんやりとした風が肌に当たり、空調完備のマンションは暑すぎず寒すぎずにちょうどいい。

　広い玄関から見える光景はあまり変わっておらず、懐かしさと苦い記憶が一気によみがえる。またここに足を運ぶ日が来るなんて思いもしなかった。

　余計な考えを振り払い、リビングに歩を進めると段ボールが乱雑に転がっていた。棚の本を入れようとしている途中らしく、綾人なりに引っ越しの準備を進めてくれているらしい。

　手を洗い、さっそく作業を開始する。

　付き合っていた時にはなかった、難しそうな専門書がどっさりある。英語で書かれたものや手作りの資料、何度も引かれた跡のある辞書などから綾人の努力がうかがえた。

　副操縦士の資格を取るのも実技と勉強の繰り返しだったと聞いている。でもそれは、副操縦士になったとしても変わらないんだ。

　私や凌空と一緒に暮らすのは、綾人にとってプラスになるのかな？

　凌空はまだまだ小さいし手もかかる。子どもと一緒に暮らすと自分のペースだけで生活はできない。もちろん綾人も理解しているだろう。

　でも住み慣れたマンションを離れ、生活スタイルまで変えて、綾人の負担が大きすぎるんじゃないだろうか。

　不安に駆られ、頭を振る。こうやってひとりで抱え込んで考えすぎるのはよくない。

　しばらく黙々と作業しリビングの書物類はだいぶ片付いた。そこで寝室にも大きな本棚があったのを思い出す。

　勝手に入ってもいいものか、と悩みつつ自分がここに来た目的や、部屋に上がって作業していいと鍵まで預かっているのだ。夫婦になったんだし……いいよね？

　間取りはわかっているので、迷わず寝室に進む。誰に気を使うわけでもなくドアをそっと開け、中に足を踏み入れて目を見開いた。

　綾人、いたんだ。

　ベッドにはそのまま仰向けになって眠っている綾人の姿があった。胸に置かれた手に本を抱えているところを見ると、読みながら寝てしまったのか。

　一気に心臓が加速し、息を殺した。どうするかしばし悩み、そっと彼に近付く。

　綾人の寝顔を見るのは久しぶりだ。閉じられたまつ毛は長く、いつもより幼い印象を抱かせる。こっそりと彼の無防備な寝顔を見るのが好きで、幸せを噛みしめていた。けれど今は胸が締めつけられる。

　ひとまずなにもかけていないのが気になり、タオルケットでもかけようと畳まれているものに手を伸ばした。

　疲れている……よね。

　昨日だって仕事が終わってそのまま私と凌空と遊園地に出かけ、休む暇などなかった。いつも私や凌空の都合を最優先してくれて、引っ越しの手続きだって綾人に任せっぱなしだ。

　パイロットで一番大切なのは健康だって言っていたのに。

　そっと彼にタオルケットをかけると、うっすらと彼の瞼が開き、黒い瞳が姿を現した。思わずそのままの姿勢で硬直する。

「可、南子？」

　寝惚け眼で名前を呼ばれ、私は慌てた。

「ご、ごめん。起こし――」

　次の瞬間、目を見開いた綾人が素早く体を起こし、私の腕を引いた。あまりにもとっさのことでベッドに乗り上げる形で彼の腕に収まる。

「ちょっと、綾人！」

　抗議の声をあげるが、腕の力はますます強くなり、身動きができない。

「可南子」

　確かめるように名前を呼ばれるが、わけがわからず混乱する。ややあって腕の力が緩み、私は顔を上げた。

「どうしたの、大丈夫？」

　怒るよりも心配になり、彼に尋ねる。よく見たら、綾人の顔色は心なしか悪い。一気に不安に襲われていると、綾人は気まずそうな顔になった。

「悪い。少し寝惚けてて」

「怖い夢でも見た？」

　まるで子どもに対する聞き方だ。けれど大人でも怖い夢を見た後は、気分が落ち込む。

　しばしためらいを見せた後、綾人はゆるゆると口を開く。

「別れてから、何度も可南子の夢を見た」

　綾人は自嘲的な笑みを浮かべた。

「何度も夢を見て、でも目が覚めたら可南子がいない現実を突きつけられる。その繰り返しだった。だから、今でもたまに全部夢じゃないかって思う時があるんだ。可南子と再会して凌空がいて、結婚までしたのに」

『こうして可南子に渡せる日が来るなんて夢みたいだ』

　あの時は軽く笑って否定した。でも綾人にとっては本気で、ずっと別れた時のつらさを引きずっていたんだ。

「夢じゃないよ」

　今度は私から綾人に腕を回して抱きしめる。

「夢じゃない。私も凌空もずっと綾人のそばにいる。いさせてほしいの」

　私も綾人の夢を何度も見た。自分から手放したのに、会いたくて苦しい。いつもはしまっている記憶や想いが夢だとあふれ出し、それが逆に起きた時の寂しさや空しさを増幅させる。

「可南子」

　名前を呼ばれ綾人を見ると、ゆるやかに口づけられる。私も目を閉じて素直に受け入れた。

「んっ」

　数回唇を重ね合わせたら、すぐにキスは深いものになる。うっすらと唇を開くと、彼の舌が巧みに滑り込み、口内を刺激されていく。冷静に考えたら、他の人とは絶対にできない。それなのにどうして、綾人だけはこんなに気持ちよくて、欲しくなるのか。

　応えるように舌を差し出すと、舌先で丁寧に舐め取られ、時折吸い上げられる。体がびくりと震え、視界が滲みそうだ。

　私を落ち着かせるように綾人の手が頭を撫で、少しだけ安心する。綾人のこういった仕草ひとつで、彼への気持ちを募らせていくんだ。

「ん……ふっ」

　息が苦しいのに、求める気持ちも湧き起こる。ぴりぴりと痺れるのは舌だけではなく、さっきから体に電気のようななにかが走っていく。妙なもどかしさが溜まっていく一方で、どうしたらいいのかわからない。

　助けを求めて綾人に身を寄せると、背中に伸ばされていた綾人の手のひらが、カットソーの中に忍び込んできた。

「ん!?」

　思わず声を漏らしたが、すぐさま唇は塞がれる。彼の手は、カットソーの下に着ていたキャミソールの中に器用に滑り込み、直に肌を撫でていった。私よりも体温が高いのか、綾人の乾いた指先は異様に熱く感じる。

　ギュッと綾人のシャツを掴むと、名残惜しそうに唇は解放された。

「可南子は舌も肌も全部、柔らかいな」

　すっかり余裕を取り戻した綾人が私に触れながら満足そうに呟く。

「綾、人」

　逆に私は息が切れそうだ。肩を押そうとするがびくともせず、ベッドに乗り上げているこの体勢では、逃げるに逃げられない。

　すると綾人は背中に回していた手を止め、急に真剣な面持ちで私を見つめてきた。顎に手をかけられ、親指の先で唇をなぞられる。

「可南子が欲しい。全部欲しいんだ」

　あまりにも艶めいた表情と瞳に、目を奪われ心が揺れる。

「で、でも……綾人は、休んだ方が……」

　精いっぱいの冷静さでたどたどしく答えるが、完全に拒否できない。

「もう十分に休んだよ。可南子は俺を欲しがってくれないのか？」

　切なそうに問いかけられ、息を呑んだ。しばらく葛藤してから、素直に想いを告げる。

「私も……綾人が欲しい。愛されたい」

　私に望む資格があるのかな？

　そう思った次の瞬間、ギュッと抱きしめられた。続けて首元に顔をうずめられ、ぞくりと鳥肌が立つ。そこに気を取られる間もなく、ちゅっと音を立てながら肌に口づけを落とされていった。その間に綾人の手によってカットソーとキャミソールをまとめて胸元までたくし上げられる。

「あっ」

　肌が空気に晒され、羞恥心も相まって声が漏れる。そしてとっさに庇うように胸元を押さえた。

「わ、私、今日、お洒落とか全然気にしてなくて」

　綾人の実家に行った時、服装や髪を褒めてもらったのに、今日は荷造りをするのがメインだと思って、シンプルなカットソーにジーンズという組み合わせだ。髪も下着も特段力を入れておらず、色気とかムードとかそういうものがひとつもない。

　突然の告白に綾人は顔を上げ、私は彼から視線を逸らす。

「だから、その……」

　がっかりされたくない。別れたから素敵になった綾人に比べて私は……。

「どんな可南子でもかわいいよ」

　驚いて目をぱちくりとさせる私に、綾人は柔らかく微笑む。

「おしゃれをしている姿も、普段の格好も、全部愛しくてたまらないんだ」

　そっと額に口づけを落とされ、強張っていた力が抜ける。なんだか泣きそうになりながら、彼に促されるままに従い、服を脱がされていった。

「綾、人」

　上半身がなにも身にまとっていない状態になり、心許なさで肩を縮める。向かい合ったままの綾人にまじまじと見つめられ、視線を限りなく落とした。

「あ、あんまり見ないで」

　耐えられずに訴えると、綾人はニヤリと口角を上げた。

「そうだな。見るだけじゃなく、ちゃんと可南子を気持ちよくしないと」

　言うや否や、抱きしめるようにして彼の唇は首筋に添わされ、手は胸に伸ばされる。

「やっ」

「嫌？」

　意地悪く耳元で囁かれ、それさえ熱を呼び起こさせる。彼の舌と唇が肌を器用に滑り、湿った柔らかい感触がもどかしくて切ない。唇を必死に噛みしめ声を抑えた。

「はっ……ん……」

「声、我慢しなくていい。聞かせて」

　綾人にはバレバレだったらしい。でもおとなしく聞けるわけがない。

「そうやって耐える姿も、ものすごくかわいいけれど……」

「ひゃっ」

　急に彼の口が胸元に移動し、強く吸い上げられる。ちくりとした痛みが走り、続けてそこを満足そうに舐められた。それを幾度となく繰り返される。

「可南子は俺のものだって印」

　文句のひとつでも言いたくなったが綾人の嬉しそうな顔になにも言えなくなる。

「綾人は、脱がないの？」

　彼のシャツを掴んで、小さく尋ねた。すると意地悪そうな笑みで問いかけられる。

「脱いでほしい？」

「うん」

　素直に頷いたら綾人が虚を衝かれた顔になった。

「私ばっかりは嫌。綾人も一緒がいい」

　愛されたいとは言ったけれど、一方的じゃなくて愛し合いたい。私も綾人を愛している。

「敵わないな、可南子には」

　そう言うと彼は素早くシャツのボタンを外し、さっさと脱ぎ捨てる。

　自分から脱いでほしいと言ったものの恥ずかしさで目のやり場に困る。けれどほどよく引きしまった体に、思わず見み蕩とれてしまった。昔よりも鍛えているのか、私とは全然違う。

　不意に目が合うと真正面から抱きしめられた。直に触れ合う肌の感触や伝わる体温に、意図せず鼓動が速くなる。

「好きだよ、愛してる」

　耳元で囁かれ、そのままうしろに押し倒される。ベッドの軋む音と微妙な振動を受け、視界が反転した。

「可南子」

　低く色っぽい声で名前を呼ばれ、彼の頬に手を伸ばす。

「好き」

　たった二文字を口にしただけで胸が熱い。その言葉を封じ込めるように唇が重ねられた。

　そのまま綾人の首に腕を回し、彼に溺れていく。別れを決意した時、切なさで胸が苦しかった記憶を塗り替えるように優しく丁寧に触れられ、たっぷりと愛を注がれていった。




　頭を撫でられる感触に重い瞼をそっと開ける。

「可南子」

　次の瞬間、意識がはっきりとして頭を上げた。なにも身にまとっていない私に対し、ベッドサイドに立ってこちらを見下ろしている綾人はきっちり服を着ている。

「凌空の迎えに行ってくる」

「今、何時!?」

　彼の言葉に時計を探す。確かに保育園までの距離を考えると、そろそろマンションを出た方がいい。

「私が」

「いい。俺が行くよ」

　慌てる私を綾人が制し、頭に手を置かれる。

「でも……」

　彼に任せていいのか悩む。昨日に続いて、綾人の貴重な休みを私や凌空に使わせてしまって大丈夫なのだろうか。

「俺も凌空の父親なんだ。可南子はここで待っていてほしい」

　私の迷いを読んだのかのような綾人の言い分に、今度は首を縦に振る。

「うん」

「さすがに服は、着ておけよ」

「わ、わかってるよ！」

　からかい混じりの綾人に間髪を容れずに答えた。綾人はくすっと笑みをこぼす。

「凌空が帰ってきたら、可南子は〝凌空のお母さん〟になるからな」

　そう告げる綾人の口調がどこか寂しそうに感じ、思わず返す。

「凌空がいても私が〝綾人の奥さん〟なのは変わらないよ」

　慰めではなく本心だ。今のところ、妻らしいことはなにもできていないけれど……。

「そうだな」

　頬を撫でられたかと思ったら、腰を屈めて顔を近付けられる。目を閉じると唇に温もりを感じた。

「凌空、確かぞう組だったよな」

「うん。部屋は一階の一番奥だから」

「了解」

　本当は玄関まで見送りたいが格好が格好なので、おとなしくベッドから彼を見送る。綾人が部屋を出ていき、大きくため息をついた。

　久しぶりに体を重ね、肌につけられた赤い痕と共に、甘い余韻があちこちに残っている。あそこまで情熱的に何度も求められるとは、思わなかった。

　それでも私への気遣いは欠かさないし、安心させる言葉をたくさんくれる。結局、私ばかりだ。

　私、綾人が望むようにちゃんと応えられたのかな……？

　さっきまでの行為を思い出して顔が熱を帯びる。ひとまず服を着て、途中だった荷造りを再開させよう。

　この後の流れをシミュレーションし、行動に移した。

　そういえばガムテープがなかったんだ。

　段ボールに書籍類を詰め、大切なことを思い出す。綾人に中身を確認してもらってから封をしようと思っていたが、肝心のガムテープを切らしていたのだ。

　また今度でもいいのかもしれないけれど、封をしないと荷物を積み上げられない。広いリビングとはいえ、いくつも段ボールが並んでいるのは邪魔だろう。凌空のお迎えのついでに、綾人に買ってきてもらおうかと思ったが、凌空を連れての買い物はガムテープひとつでも大変だ。

　こうなったら自分で買ってこよう。

　綾人と凌空が帰ってくるまでまだ時間があるし、どうせ必要なものだ。マンションのすぐ近くにコンビニがあったのを思い出す。

　鍵と財布とスマホを確かめ、私も外に出る準備をした。

　マンションのエントランスを出ると、太陽は地平線へ近付いていき、湿っぽさの混じったまだ熱い空気が肌をかすめる。さっさと買い物を済ませよう。

　一歩踏み出したその時、視界にある人物が映った。

「こんにちは、偶然ね」

「川嶋、さん」

　優雅に声をかけてきたのは、綾人とかつて付き合っていて婚約者だと名乗った川嶋多恵さんだ。以前会った時よりも彼女の髪の色は明るくなり、短くなっているがすぐにわかった。会うのは二回目なのに、彼女の声も姿も脳裏にしっかり焼きついている。

「あら、覚えていてくれたの？」

　意外そうに笑うが、相変わらず目が笑っていない。私はその場から動けず硬直してしまった。

　彼女がどうしてここに？　まさか綾人に会いに――。

「綾人のご両親から結婚したって聞いたの。相手があなただって聞いて驚いたわ、しかも子どもまでいたなんて」

　彼女はゆっくりと私との距離を詰めてくる。

「随分したたかじゃない。子どもを盾に結婚に持ち込むなんて」

　小馬鹿にしたような言い方に思わず反論する。

「違います。子どもがいたから結婚したんじゃありません。すれ違いがあったけれど、私も綾人もお互いを想っています」

　以前、一方的に彼女の言い分を聞いて、綾人ときちんと向き合えないままいろいろなことが重なり別れてしまった。けれど今は綾人がどれほど私を愛してくれているのかわかっているし、私も自分の想いを彼に伝えている。あの頃の不安定な関係ではなく、結婚して夫婦になった。

　しかし川嶋さんはおかしそうに笑った。見下すような冷たい目で口角を上げる。

「よく言うわ。別の男と結婚するからって綾人を裏切ったくせに？」

　どうして彼女が知っているのか。綾人から聞いたのか。内心、動揺しながらも冷静に返す。

「それは……事情があったんです。私が好きなのは今も昔も綾人だけで、綾人以外の人を好きになったわけでも結婚したかったわけでもありません。あの時は――」

「関係ないわよ」

　私の言い訳めいた説明を遮り、川嶋さんは強気な目線を送ってくる。

「あなたがどんな理由で綾人に別れを告げたのかなんてどうでもいいの。だって綾人より優先するものがあって、彼を切り捨てたんでしょ？　捨ててもいいって思ったんじゃない」

　彼女の言い分が、そのまま胸の奥に刺さった。否定どころか言葉に詰まってなにも言えない。

「私だったらどんな事情や理由があっても別れない。綾人が一番大事だから。それをあなたはしなかった。子どももいるし、綾人が優しいから結婚できたんでしょうけれど、あなたみたいに綾人を一番大事にできない人が、彼を幸せにできるわけない。また裏切って傷つけるに決まっている」

「そんなことありません！」

　もう二度と綾人を裏切ったりしない。そもそも別れを告げたのも、川嶋さんの存在と実家の件があったからで……。

「どんなに言い訳してもあなたが綾人を裏切った事実は変わらないわ。綾人も内心、あなたを信じ切れていないでしょうね。また裏切られるんじゃないかって。それでいつまで夫婦でいられるかしら？」

「私は……」

　唇を噛みしめ、川嶋さんの目をしっかり見つめた。

「過去は、変えられません。でも私は綾人を愛しています。信じてもらえないなら信じてもらえるよう努力します。だから、あなたになにを言われても綾人の隣は譲りません」

　川嶋さんの言葉ではなく、綾人の言葉を信じる。

　綾人と別れた時、大林さんの件があったとはいえ、綾人の気持ちを信じきれずに、ひとりで勝手に決断した。

　けれど今、綾人が私や凌空を大事にしてくれて、愛されているのがわかっている。もうあの時と同じ過ちは繰り返さない。

　きっぱり言い切ると、彼女は小馬鹿にしたように笑った。

「よく言うわ。せいぜい夫婦ごっこを楽しむのね。最初からあなたじゃ綾人に釣り合わないし、どうせ彼があなたといるのが苦しくなって、そう長く続かないから」

　まるで予言だ。勝ち誇った笑みを浮かべる川嶋さんに私も笑顔を作る。

「ご忠告感謝します。でもあなたが言うような未来にはさせません」

　私の切り返しに彼女は綺麗な顔を歪め、踵を返す。川嶋さんの姿が見えなくなると一気に汗が噴き出し、その場に頽くずおれそうになる。心臓が早鐘を打ち出し胸が苦しい。

　少し前の私なら、言い返すなどできなかった。現に綾人と別れた時は、川嶋さんの言葉をただ受け止めるだけだったけれど今は違う。

　綾人を信じているし、凌空という守りたい存在がいる。ひとりじゃない。

　それにしても相変わらず彼女の着ている服は有名な高級ブランドのものでメイクも髪もモデルさながらだ。

　対する私はお洒落さの欠片かけらもない。綾人は気にしないと言ったけれど、私はこのままでいいのかな？

　頭を振って、マンションに引き返す。ガムテープを買う余裕は今の私にはなかった。玄関のドアを開け、崩れるようにその場に座り込んだ。

　ひとつだけ彼女の発言に胸をえぐられた。

『あなたがどんな理由で綾人に別れを告げたのかなんてどうでもいいの。だって綾人より優先するものがあって、彼を切り捨てたんでしょ？　捨ててもいいって思ったんじゃない』

　別れた時の事情を綾人には、まだきちんと説明できていなかった。言うべきだと思う自分と、それはただの自己満足なんじゃないかって揺れていた部分があったから。

　自分でも言ったはずだ。過去は変えられない。どんな理由があったにせよ、綾人を傷つけて裏切ったのは事実だ。彼よりも両親を優先した。綾人を切り捨てたんだ。

　さらに綾人に内緒で凌空を出産して、育てて……。再会してからも父親だと切り出せなかった。

　私、綾人に嘘ばかりついてきた。

『あなたみたいに綾人を一番大事にできない人が、彼を幸せにできるわけない』

　そんなことない。綾人を一番大事にする。彼の信頼を取り戻して不安にはさせない。幸せと思ってもらえるように頑張る。

　心に誓い、気持ちを落ち着かせる。そろそろ綾人が凌空をつれて帰ってくる頃だ。

　無理やり笑顔を作り、立ち上がってリビングに向かった。










第七章　碧空に約束する未来




　まだ必要なものは多々あるが、九月の連休でなんとか引っ越しを終え、私たちは一緒に暮らし始めた。お互いのアパートやマンションに通っていた時とは違い、生活を共にするというのは良くも悪くもまた違う。

　気を使ったり、気を張ったりする部分は確かにあるが、やはり綾人と凌空と三人で暮らせるのは嬉しかった。

　けれど戸惑いも多々ある。

「きゃー」

「凌空、走らないで。靴下脱がないと転ぶよ」

　保育園から帰ってきて、バタバタとリビングを走り回る凌空に注意する。

　綾人が選んだマンションはコンシェルジュ付きの富裕層向けのもので、今までのアパートや私の実家からすると、どう考えても分不相応だ。

　セキュリティを重視した、なんて綾人は言っていたけれど、あまりの広さと部屋数に凌空は引っ越してからずっと興奮状態になっている。正直、私も落ち着かない。

　ゲストルームや私の仕事部屋まで用意されていて、綾人が私と凌空と一緒に住むためにあれこれ考えてくれていたのがよくわかる。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　夕飯の支度をしていたら、綾人が帰ってきたので声をかける。凌空もおもちゃで遊んでいた手を止め、綾人に駆け寄った。

「おとうしゃん、おかえり」

　綾人は凌空の脇下に手を入れ、高く抱き上げた。視界が高くなった凌空は機嫌よく笑う。綾人が帰るとこうして抱っこしてもらうのが定番になりつつあった。

「ただいま、凌空。今日も保育園楽しかったか？」

「りく、おうたうたった。おつきさまのうた」

「へー。どんな歌？」

　ふたりの微笑ましいやり取りに目を細める。幸せを感じる一方で、チクリと棘とげが刺さったような痛みが走った。

　大丈夫。私も凌空も綾人も、みんな幸せだ。

　問題らしい問題は起きていない。しいて言うなら……。

「じゃあ、綾人。おやすみなさい」

「おとうしゃん、おやすみー」

　午後九時前に凌空を寝かせるため、先に寝室に向かう。パジャマ姿で綾人に挨拶をしたら、彼は「おやすみ」と返したのち複雑そうな表情になった。

「可南子、遠慮しなくても、同じ寝室でかまわないんだぞ」

「ありがとう。でも凌空の夜泣きで起こしちゃうと思うから」

　彼の気遣いに苦笑して答える。体調に問題もなく元気に過ごしている凌空だが、さすがに環境の変化に無理している部分もあるのか、ここ最近はなかった夜泣きが再発してしまった。

　引っ越した当初は、ダブルベッドをふたつ並べた寝室で綾人と凌空と三人で寝るようにしていたが、凌空が夜中に何度も泣きながら目が覚めるので、私と凌空だけ別の部屋で眠るようになったのだ。

　提案したのは私で、綾人は気にしないし自分も凌空の夜泣きに付き合うと言ってくれたのだが、そういうわけにもいかない。

「綾人、明日は朝から出勤でフライトでしょ？　パイロットが居眠りしたら大変だよ」

　茶目っけ混じりに言った私に対し、綾人は神妙な面持ちを崩さない。

「徹夜するわけでもないし、大丈夫だよ。それに大変なのは可南子も同じだろ？」

　そうやって綾人は私も気遣ってくれる。でも私も綾人が大事だ。

「私は平気。凌空の夜泣きは赤ちゃんの頃から対応してきてるもの」

　笑顔で答え、しまったと思った。綾人が対応してこなかった、正確には対応できなかったのは、私が原因だ。

「可南子」

「とにかく、もう寝るね。大丈夫、そのうち落ち着くと思うから心配しないで」

　凌空を抱っこして寝室とは別にベッドのある部屋に向かう。少しだけ明かりを落とし、いつものように凌空とベッドに入った。

「おかあしゃん、ほん、よんでー」

「はいはい」

　何冊かベッドサイドテーブルに置いてあるうちのひとつに手を伸ばす。

　引っ越してすぐの夜、寝室でいつものように凌空に絵本を読もうとしたら、綾人が興味深そうに一緒にベッドに入ってきた。なんだか照れくさいけれど、凌空を挟んで三人で並んでいる状況に幸せを噛みしめる。

　そのまま凌空と寝落ちしてしまったが、夜中に目覚めた時に綾人の姿はベッドにはなかった。そっとリビングに足を運ぶと、彼は真剣な表情で、なにかの本を読んでいる。そばには書き留めるノートがあり、ああやって勉強しているのだと知った。

　マンションの立地を凌空の保育園の送り迎えや私の職場の場所も考慮してくれた結果、空港まで遠くなり、綾人の負担が増えてしまった状況に胸が痛んだ。

　彼の負担を少しでも軽くして、擦り合わせていきたい。凌空も同じだ。

　綾人と凌空を幸せにしたい。だから最善を尽くさないと。

　絵本を読み終わる頃には、凌空の目は半分閉じていた。保育園で昼寝をしてきても家であれだけはしゃいでいたら疲れるだろう。

　とんとんとリズムよく叩くと、ゆるやかに凌空の目が閉じられる。

　こうして寝つきはいいんだけど、今日も起きるだろうなぁ。

　寝息が規則正しくなったのを確認し、ベビーモニターをつけてそっと部屋を抜け出した。食洗器や乾燥機付き洗濯機など最新の家電のおかげで、家事の負担はだいぶ減った。これは本当にありがたい。

「凌空、寝たか？」

　リビングのソファには綾人が座っていて、ノートパソコンを触っていた。私がやってきたからか、綾人はパソコンを閉じた。

「うん。またすぐ起きるだろうけれど」

　邪魔してしまったかと焦ったが、そっと彼のそばに近付く。

「コーヒーでも淹れようか？」

「いいよ、それより少し話せないか？」

　綾人の提案に目を丸くし、おとなしく彼の隣に座った。するとさりげなく肩に腕を回され、抱き寄せられる。

「可南子、無理してないか？」

「どうしたの？　してないよ」

　綾人の問いかけに反射的に答える。

「綾人こそ、大丈夫？　私たちと一緒で調子崩してない？」

「崩してないさ」

　心配で尋ねたが、彼は苦笑する。続けて彼の手がそっと頭の側面に伸びてきて、促されるまま綾人に頭を預ける。

「俺よりも可南子と凌空だよ。とくに凌空には、いろいろと変化が大きすぎるよな。今まで可南子とふたり暮らしだったのを、場所も変わって父親とはいえ俺も一緒に暮らしはじめて……」

「でも凌空、綾人がいて嬉しそうだよ」

　慰めでもなく事実だ。綾人が帰ってきた時に見せる笑顔も、一緒にいる時に楽しそうにしているのも、今の生活のおかげだ。

「可南子は？」

「私も、こうして綾人と一緒にいられて嬉しいよ」

　少しだけ頭を浮かせ、綾人に視線を送る。

「綾人は……どう？」

　わずかに緊張を伴って質問すると、彼はこつんと額を重ねてきた。

「そうだな、可南子がいってらっしゃいって笑顔で見送ってくれて、帰ったら凌空とおかえりなさいって迎えてくれるのが、今はなによりも嬉しい」

　穏やかな顔で告げる綾人に、これからもいる時は見送りと出迎えは欠かさずしようと誓う。

　ジッと彼を見つめていたら、そっと口づけられた。上唇と下唇を交互に食まれ、角度を変えて何度もキスをされる。お返しと言わんばかりに、舌先を出して彼の唇をかすめた。

　それが合図のように綾人も舌を滑り込ませて、キスは深いものになっていく。

　ややあって唇が解放され、口端からこぼれそうな唾液を綾人が器用に舐めとった。恥ずかしさで顔が熱くなる。

　うつむき気味になる私の頬に綾人が軽く口づけた。

「かわいい。終わらせたけど、もっとしたくなった」

「もうダメ」

　唇を尖らせ拒否する。明日は土曜日だが、綾人は朝が早いし、凌空だって起きる可能性がある。納得したのか、綾人は短く唇を重ねてきた。

　私の髪に指先を通し、愛おしげにこちらを見てくる。胸を高鳴らせていると、不意に綾人が真剣な顔になった。

「可南子が、過去に結婚しようと思っていた相手ってどんな男？」

　あまりにも前触れもなく尋ねられた質問に、目の前が真っ白になる。続けて心臓が一気に加速し、動揺する中でなんて答えればいいのかを必死に考える。

　なんで？　どうしてそんなことを聞くの？

　そう言いたい気持ちを抑え、私はうつむいた。

「い、言いたくない」

　これ以上、話を広げられるのが怖かった。綾人の問いかけに、そんな相手はいないと答えられない。好きでも気持ちがあったわけでもないけれど、両親のために別の男性と結婚しようとしたのは本当だ。

　綾人はなんて言うだろうかと、不安で押し潰されそうになる。

「そうだな。変なことを聞いて悪かった」

　頭に手を置かれ、申し訳なさそうに呟かれる。違う。綾人は悪くない。

　私は小さくかぶりを振って、ソファから立ち上がった。

「凌空がそろそろ起きるかもしれないから、行くね。綾人も早く休んで、無理しないでね」

　綾人の顔が見られないままそそくさとリビングを後にする。

　眠っている凌空の横にそっと潜り込むが、綾人の質問が何度も頭の中でリフレインされて胸が苦しい。

　綾人、どうしたのかな？　結婚したから、余計に気になった？

『綾人も内心、あなたを信じ切れていないでしょうね。また裏切られるんじゃないかって』

　川嶋さんの言葉に胸がざわつく。やっぱり、綾人には本当のことを話すべきだ。嘘はもう嫌だ。綾人とずっと一緒にいたい。……夫婦でいたいならしっかり向き合おう。

　今の私たちなら大丈夫。そう信じて瞼をギュッと閉じた。




　大きな手のひらが頭を滑り、唇に柔らかい感触がある。

　きっといつもの夢だ。大好きだったのに一方的に私が手放した……。

「綾、人」

　ぱちりと目が覚めて体を起こす。隣には凌空が寝ていて、しばらく夢と現実の区別がつかずにいたが枕元に置いてあったスマホで時間を確認し、ベッドから飛び起きた。午前七時。保育園や仕事にならまだ間に合うし問題ないが、もっと早くに起きるつもりだった。

　綾人の出社が午前六時なので、彼を見送るためにアラームをかけていたはずなのに、気付けなかったらしい。

　案の定、夜中から朝方にかけ凌空は何度か目が覚めて、そのたびに抱っこして寝かしつけてを繰り返したから、眠気が勝ったのかもしれない。

　部屋のドアを開けリビングを見渡すが、当然人の気配はない。

　綾人、行っちゃったんだ。

　その場にへたり込み、どっと落ち込む。きっと休みである私たちに気を使って声をかけずに出ていったのだろう。

　いちいち起こすほどでもない。私が綾人でも同じようにしたと思う。

　けれど、だからこそちゃんと起きないといけなかったのに――。

『可南子がいってらっしゃいって笑顔で見送ってくれて、帰ったら凌空とおかえりなさいって迎えてくれるのが、今はなによりも嬉しい』

　妻として、綾人が望むことをできなかったと悔やむ。なにより私自身、彼をきちんと見送りたかった。

　顔を見ていないだけで、ひどく胸騒ぎがして息が詰まりそう。

　そこである考えを思いつく。今日はとくに用事がないから、綾人を空港まで迎えに行こう。勤務表によると、国内線の往復で十四時には勤務終了になっている予定だ。

　凌空もあれ以来、行っていないし。綾人の操縦する飛行機、見られるかな？

　綾人に会ったら朝見送れなかったことを謝罪して、笑顔でフライトを終えた彼を迎えられるようにしようと決意する。

　気持ちを浮上させ、凌空を起こしに寝室へ向かった。




　以前、空港に来た時は飛行機に乗るためだったので、すごく緊張していた。一方で、フライトスケジュールの中にＷＯＬを見つけ、もしかするとどれかの便の飛行機に綾人が乗っているかもしれないという考えがよぎった。まさか直接会うとは思ってもみなかったけれど。

　でもその前から、凌空に父親の話をする時や、凌空と飛んでいる飛行機を空に見つけた時に、ずっと綾人の存在が頭にちらついていた。忘れられなかった。

　それが今、彼の操縦する飛行機がしっかりわかっていて、こうして迎えられる立場なのは幸せだ。

　余裕をもって昼前に空港に到着し、凌空と空港内のレストランで昼食をとる。

「凌空、お父さんの乗っている飛行機、見に行こうか？」

「いく！　おとうさんと、ひこうきみる！」

　元気よく答える凌空に苦笑する。それは綾人と合流してからでも遅くはないだろう。

　もうすぐ着陸予定時刻なので、滑走路が見える展望デッキに凌空と足を運ぶ。天気はよく、風も穏やかなので飛行機がよく見えた。

「ひこーき、きたー！」

　凌空が指差した飛行機は他社のものだが、それでも間近で飛行機が見られるのは嬉しい。

　綾人の操縦する飛行機はそろそろかな？

　もしかすると前方の操縦室が少しだけ見えるかもしれない。私も彼の操縦する飛行機を見るのは初めてだ。

　ところが、ウキウキしながら待つもののなかなか綾人の乗った飛行機が姿を見せない。

　まだ、着かないの？

　到着予定時刻から二十分が過ぎようとしている。

　ハイシーズンでもなければ、天候や風の影響なども考えにくい。

　機材トラブルかなにかで出発に時間がかかったとか？

　多少の遅れは想定内だが、妙な胸騒ぎが止まらない。

「おとうしゃん、まだー？」

　少しばかり飽きてきた凌空がその場にしゃがみ込んだので、慌てて抱き上げた。子どもの集中力としては、そろそろ限界だ。

「も、もしかしたら違う滑走路だったのかも。お母さん、間違えちゃった」

　凌空に説明しながら、自分に言い聞かせている。

「あ、ひこうき！」

　再度、凌空が空を指さした。滑走路に近付いていたＷＯＬ社の飛行機を視界に捉え、安堵する。どうやらなにかの事情で遅れていただけらしい。

　え？

　ところが、すぐに違和感を抱く。飛行機は高度を下げて滑走路に入ったものの一定の高さを保ったまま着陸はせず、そのまま再び上空へ戻ったのだ。

　なに、どういうことなの？

　予想外の動きに混乱する。

「ね、今の着陸するんじゃなかったの？」

「あんなに低く飛んだのにまた浮上？」

　おかしいと思ったのは私だけではないらしい。展望台にいた他の人々も首を傾げる。

　空に舞い上がった飛行機を目で追うがすぐに旋回していった。

　言い知れぬ不安に駆られ、凌空をギュッと抱きしめてこの後どうすべきなのかを考える。

　ここでおとなしく待っておくべき？　それとも誰かスタッフに聞く？

　情報を得るべきだと判断し、凌空を連れて展望デッキから離発着のフライトスケジュールが表示されているところへ向かう。

　やっぱり綾人の乗っている飛行機は到着になっていない。それどころか、この後の飛行機の搭乗口や時間の変更などが行われ、場は騒然となっていた。

　その中でＷＯＬの制服を着たスタッフの女性を見つけ、声をかける。

「あ、あの。十三時十分着の五九八便ってまだ到着しないんですか？」

「申し訳ございません。諸事情で到着が遅れているようです。今しばらくお待ちいただけますか？」

　そう言われると、なにも返せない。ひとまず展望デッキに戻ると、さらに騒がしくなっていて皆、滑走路に釘づけだった。

「なにかあったんですか？」

　先ほども展望台にいた年配の夫婦に声をかける。

「それが、さっきの飛行機がまた滑走路に入ってきたけれど、結局着陸しないまままた飛んで行ったのよ。あの飛行機に娘が乗っているの。どうなっているのかしら……」

「着陸したくても、できないんじゃないか？」

　さっと血の気が引く。やっぱりおかしい。着陸予定時刻からもう三十分以上が経過している。さらに滑走路を見ていると端に消防車が複数台やってきた。

「しょうぼうしゃ！」

　凌空ははしゃいで身を乗り出して機嫌を取り戻すが、不安は倍増する一方だ。

　なにが起こっているの？　飛行機は……綾人は、大丈夫なの？

「おい。さっきの飛行機、機材トラブルかなにかで前輪が出なくて着陸できないらしい」

　スマホを見ていた男性の声にその場にいた人たちの注目が集まる。私も慌てて自分のスマホを確認すると、ネットニュースになっていた。

　文面だけの内容を読んでいると、テレビカメラを持ったマスコミクルーが現れ、てきぱきと中継の準備を始める。さらには滑走路の端に集まる消防関係者の車両も増えてきた。

　緊迫した雰囲気の中、再び飛行機が滑走路に近付いてくる。言われるまでまったく気付かなかったが、確かに報道されているように飛行機の前輪が出ていない。

　それでも飛行機は滑走路に入ってきて、さっきよりも地面すれすれに飛び、再び宙に浮いた。

「さっきから着陸しようとしているのかしら？」

　誰かが呟いたが、答える人はいない。前輪なしでどうやって着陸するのか。できないからこうなっているなら、最後はどうなるの？

　不安で涙がこぼれそうだ。

「それにしてもパイロットたち、何度も頑張ってるよな」

　けれど、すぐ近くにいた男性の呟きを聞いて、ハッとする。

　そうだ。私より実際に乗っている人たちの方が不安で、その状況の中でも綾人は副操縦士として機長と協力しながらなんとかしようとしているんだ。

「おかあしゃん？」

　凌空が不安そうに私を見つめてくるので、今度は笑顔を返す。

「うん。きっと大丈夫。飛行機も、お父さんも、絶対に」

　自分にも言い聞かせるように強く答えた。

　なにもできずに祈るしかできない自分がもどかしくて苦しい。でも綾人を信じる。信じられる。

『凌空はもちろん、可南子との約束は守る。だから、可南子の希望とか望むものをこれからは教えてほしい。ひとつずつ叶えていくから』

　綾人は約束を守ってくれる人だから。

　前輪が出ないまま着陸することが決まったとメディアを通して報道され、消火剤がまかれて白くなった滑走路に飛行機が入ってくる。

　飛行機の事故は離着陸時が一番多いと聞く。信じるとは言ったが不安が隠せない。もし、もしも目の前で飛行機が――。

「おかあさん」

　抱っこしていた凌空に呼びかけられ見ると、先ほどとは違い彼は微笑んでいた。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ」

　続けて頭を小さな手が撫でる。その仕草や表情が綾人と重なった。
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「進藤くん、結婚したんだってね。おめでとう」

　航空管制情報や気象情報を確認し、機長の出社に合わせて挨拶しに行くと、彼は俺の顔を見て開口一番に告げてきた。

「ありがとうございます。相あい沢ざわキャプテン」

　相沢俊しゅん二じキャプテンは、機長であり副操縦士昇格訓練の教官も務めていて俺自身お世話になった人物だ。パイロットに必要なのは操縦技術だけではなく、視野や気付き、仕草や会話の意識の持ち方など、そういった面の大事さも彼からは教わった。すべては安全に通じるためだ。

「よかった。君は優秀だったけれど、どこか突きつめるところがあったから、寄り添ってくれる伴侶が見つかって。幸せかい？」

「はい。妻と結婚できて幸せです」

　臆面もなく答えると相沢キャプテンが一瞬目を丸くした後、すぐに穏やかな笑みを浮かべた。

「それを聞いて安心したよ。今日のフライトも無事に終えるよう努めよう」

「よろしくお願いします」

　自身の教官とフライトができるのは、緊張もするが感慨深い。今日は国内線で四国往復の予定だ。




　天候や風の影響などをあまり受けず、フライトは順調に進み二便目である復路の便はあっという間に着陸体勢に入る。

「ＷＯＬ五九八便。七千五百フィートから六千フィートへ下降中」

《ＷＯＬ五九八便。三百二十度方向へ飛行してください。最終進入経路まで誘導します。六千フィート降下、維持してください》

　管制官と英語でやり取りをしながら、高度を下げ滑走路へアプローチしていく。復路は相沢機長がメイン操縦を行うＰＦを務め、俺が操縦を補佐するＰＭを担う。そしてあと十分ほどで着陸となり、千五百フィートほどでいつも通り車輪を下ろす流れになった。

　内容が伝わっているか確認するため、管制官の指示や操縦に関する動きは復唱して指差しなど行い、互いに了承を示す。相沢機長が車輪を下ろすレバーを下げたが、そこでモニターを見ていた俺はある異変に気付いた。

　正常なら緑色のランプが灯るはずの計器盤の一部が、赤色とオレンジ色を放っている。

「緑色ランプが点灯していません。前輪と前輪の扉に異常あり」

　多くの飛行機には後部にふたつの車輪と前方にひとつの車輪があり、バランスを取って着陸する。このままでは安全な着陸はできない。

「前輪が出ていない可能性があります」

　すぐさまギアダウン――車輪を降ろせない旨を管制官に報告する。続けて相沢機長の指示で、空中待機し不具合を探求する許可を要求した。

　上空三千フィート、海上で待機する許可が下り、飛行機は旋回して陸から海の方へ向かう。俺はチェックリストを取り出し、ギアに関する項目をめくっていった。

「対応が早いね。念のためふたりで確認しながら二回ずつ行おう」

「了解」

　フライト・シミュレーターや実機訓練などで、あらゆる不測の事態を想定した訓練を受けているが、やはり現実に起こると緊張が走る。けれどそれを顔に出すわけにはいかない。

　結局、リスト通りの操作を行っても状況は改善しなかった。

　こういった場合に備え、車輪は手動でも出せるようになっている。相沢機長の指示で俺は席を一度離れ、ハンドルを引いて前輪を下ろそうと試みるが、どういうわけかレバーを引ききれず、前輪のランプも異常を示したままだ。

　ギアダウンに加え、手動でさえ前輪が下りないというのはあまり考えられない。だとしたら、発想を変える。

「電気系統になんらかの異常があり、ランプが故障している可能性はあるでしょうか？」

　実際に前輪が出ている可能性を考える。けれど前輪はコックピットの下にあり、自分たちで確認はできない。

　現状を逐一管制官に伝え、地上の整備士とやり取りし、ローパスの許可が降りた。ローパスとは滑走路上を低空で通過することで、地上の整備士に前輪がどのような状態なのか、目視で確認してもらうためだ。

　滑走路が近付き、本来なら着陸しているのだと一瞬、頭をよぎる。

　可南子や凌空は俺が時間通り帰ってくると待っているかもしれない。これからどんな展開になっても、連絡できないのだと思うと胸が締めつけられた。

　弱気になるな。必ず無事に着陸して可南子と凌空のもとへ帰る。

　ローパスの結果、前輪は出ていないとの回答が地上整備士から寄せられる。ある程度、予想はしていたとはいえ、落胆は隠せない。けれどすぐに気持ちを切り替え、機長と話し合って次の手を考える。

　時間は限られているが、少しでも前輪が出ない原因の可能性を探って対処していくしかない。焦りは禁物だ。

　ここで二度目のローパスを行い、機内アナウンスで乗客に現状を伝える判断を下した。そろそろ到着遅れの理由を伝えないと不安や不満が募る。それはやがてパニックを引き起こすからだ。

　機長には操縦に集中してもらい、俺は地上の整備士とやり取りしながらチェックリストに沿った操作を行い、あらゆる方法を試す。

　さらには急旋回して機体に負荷をかけたり、一度着陸してすぐに再上昇するタッチ・アンド・ゴーの衝撃で前輪が出ないかやってみたりしたが、前輪は出なかった。

　残燃料が千ポンドを切り始め、コックピットに一瞬、沈黙が流れる。もう前輪は出ない。そう思っているのは機長も同じだろう。残された手段は胴体着陸だけだ。

「相沢キャプテンのタッチ・アンド・ゴー、完璧で勉強になりました。今日ご一緒できて光栄です」

　俺から口火を切り、機長の目を見て彼への信頼を言外に伝える。タッチ・アンド・ゴーは訓練で行うが、相沢機長の技術の高さはもちろん状況を的確に判断する様は一流で、目指すべき姿だ。

　機長は目を見開いた後、微笑んだ。そしてすぐに真剣な面持ちになる。

「管制官から許可が下り次第、前輪が出ない状態で着陸する」

「了解」

　それしか方法が残されていないならと覚悟を決める。当然、成功するために行うのだ。続けて相沢機長がふと漏らす。

「この状況なら、多少なりとも焦りや不安が滲んでもおかしくないが、進藤くんはそれを感じさせないね」

　落ち着き払っているのは機長も同じだ。正直、感じさせないだけで内心では最悪の事態の可能性も浮かんでしまう。けれど、すぐに打ち消して前を向く。

　今朝、眠っている可南子と凌空を起こさないようふたりの寝顔を見てから出社した。幸せを噛みしめ、帰ってきたら笑顔でふたりが迎えてくれると想像すると温かい気持ちになる。ずっと欲しかったものが手に入った。幸せにすると誓ったんだ。もう可南子を不安にさせて手放すような真似はしない。

　管制官とのやり取りがひと区切りして、俺は機長に答える。

「相沢キャプテンが一緒だからです。なにより愛する妻と子どもが待っていますから。必ず無事に着陸させます」

　それから機長と話し合って胴体着陸の準備を始める。緊急脱出定期訓練の時に後輪や前輪が下りない場合のシナリオを独自に作成し訓練した経験を思い出し、客室乗務員と連携を取りながら乗客に事態を伝える。

「これから五分後に胴体着陸を試みます。私も副操縦士もこのような状況に備え、十分に訓練を積んでいます。安心してください」

　機長の機内アナウンスが入り、続けて俺もアナウンスするよう促される。

「機長も申し上げた通り、私たちは多くの訓練をしています。安心してこれから先は、客室乗務員の指示に従ってください」

　管制官から許可が下り、空港の風向きや風速などの情報が伝えられる。左手の白い手袋の下にある結婚指輪にそっと触れ、着陸に向けて意識を集中させた。
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　視線を滑走路に戻すと、飛行機は後輪を着地させた後、機首をぎりぎりまで地面につけずスピードを落としていき、ややあってゆっくりと機首が滑走路に傾き接地した。地面との摩擦でわずかに火花が起こり、その光景に心臓が止まりそうになる。

　しかし、しばらくして機体は静かに停止した。……止まった。その瞬間、デッキから歓声と拍手が湧き起こった。

　全身の力が抜け、凌空を抱っこしたままその場にへたり込みそうになった。なんとか足に力を入れるが、安堵感に涙腺が緩む。

　着陸できた。綾人、無事だったんだ。

「おとうしゃん、きた？」

　不安そうに尋ねる凌空に力強く頷く。

「うん。お父さん来たよ。無事に飛行機を着陸させて帰ってきたよ」

　目尻から涙がこぼれ、それを指先で軽く拭う。

　滑走路では、待機していた消防車が消火剤を機体にかけているが、念のためだというのがわかる。操縦席が遠目に見え、中に人がいるのが確認できた。

　娘の無事を確認したいと場所を移動する老夫婦に私も凌空を連れて続く。あの飛行機に乗っていた乗客はこの後のこともあるため、特別な到着口を使うらしく、搭乗者の身内だと伝えたら、案内された。

　すでに搭乗者の家族、空港関係者マスコミと思われる人が待機しており、しばらくして乗客が姿を現した。

　歓喜の声、涙ぐむ声などいろいろで、明るくマスコミ対応をしている人もいる。ここまで一緒に来た老夫婦は娘さんと無事に会えて、安心した表情であれこれ話していた。

　もしかして、綾人はここから出てこないかな？

　そう思っていたら、機長と思われる人と並んで綾人が姿を現した。すぐさま機長は関係者らしき人に声をかけられ対応し、綾人の視線がなにげなくこちらに向いた。

「可南子、凌空」

「綾人」

　目を丸くしている綾人に凌空を抱えたまま近付く。肩章のついた制服姿の綾人を見るのは、ここで再会して以来だ。

　なにか、なにか言わないと。けれど、どれも声にならない。その前に視界がじわりと滲み、涙がこぼれる。

「ふっ……」

　熱いものが頬を伝って、息ができない。

「心配かけたな。悪かった」

　小さく首を横に振る。すると綾人は私を軽く抱き寄せた。

　回された腕の感触や温もりに、綾人が無事だったと改めて実感する。

「大丈夫、大丈夫だから」

　いつもと変わらない安心させる声と表情。頭を優しく撫でられ、さっきは凌空がこうやって気持ちを落ち着かせてくれた。

　ああ、やっぱり、綾人は凌空の父親なんだ。

「おとうしゃん！」

　そこで私に抱っこされていた凌空が綾人に手を伸ばす。

「凌空も来てくれたのか。随分と待たせたな」

「りく、まってたーー」

　凌空の明るい声になんだか噴き出しそうになった。

「無事でよかった。すごかったね、お疲れさま」

　やっと彼に伝えられた。

「ああ。ありがとう、待っていてくれて」

　綾人は微笑みながら返してくれた。

「進藤くんの奥さんかな？」

　その時、声をかけてきたのは機長さんだった。綾人と同じ制服を着ているが、肩章の線が四本あり、穏やかで物腰が柔らかい雰囲気だ。慌てて頭を下げ挨拶をする。

「奥さんにも、いろいろ心配をかけたね。でも彼のおかげで無事に着陸できたよ」

　綾人も頑張ったのだと胸が熱くなる。ふと綾人の視線が機長さんへ向いた。

「そういえばキャプテン。どうして胴体着陸を乗客へ知らせた時のアナウンスを私にも？」

　不思議そうに綾人は尋ねたが、いったいなんの話なのか。私にはわからないが、機長さんは優しく笑った。

「ふたりで言った方が説得力もあるだろう。なにより君の声は冷静で、人を落ち着かせる」

　そう言うと機長さんは、綾人の肩にそっと手を置いた。

「いいキャプテンになってくれ」

　機長さんの言葉を受け、綾人は真面目な面持ちになった。

「はい」

　パイロットを目指していた彼が、こうして副操縦士として職務にあたり、進んでいる姿はどこまでも眩しい。

　私の旦那さまは、誰よりもカッコよくてすごい人なんだ。

　この後、綾人は報告や処理などあるので、オフィスに向かわなくてはならないらしい。それは百も承知だ。

「待ってる。空港内で凌空と時間潰して待っているから！」

　申し訳なさそうに告げる綾人に返す。綾人は再度私と凌空の頭を撫で、行ってしまった。

　テレビでは先ほどまで滑走路を生中継していた場面は、記者会見に移っていた。

　綾人に会ったからか、時間差でそれまで張り詰めていたものが切れた。改めて、綾人の仕事がこんなにも責任が重く、命がけなのだと実感する。

　綾人を尊敬するのと同時に、彼が無事で本当によかったと思う。そんな綾人だからこそ、きちんと向き合いたいと改めて感じた。綾人に話せていないことを自分の言葉で伝えよう。私は決意した。




　想像以上に早く、綾人とは午後四時半過ぎに合流できた。むしろ今日はオーバーワークになるので休息を取るようにと指示されたらしい。

　疲れて凌空の目が半分閉じてきたのもあり、空港はさっさと後にしようと話をまとめる。綾人の運転する車に乗り、彼の実家を目指した。

　綾人のスマホには実家からの着信が何度もあったらしい。折り返し連絡をすると、顔を見せるように言われ、三人で向かう。

「挨拶に行く時予定を擦り合わせるのに、勤務表を渡したのが間違いだったな」

　やれやれといった様子の綾人に唇を尖らせる。

「面倒くさそうに言わないの。ご両親、きっとすごく心配したと思うよ」

「わかってるよ」

　車が走り出して案の定、凌空はすぐに夢の中に旅立った。それを見越して、今日の私は助手席に座っている。

「上空では管制官や地上整備士とやり取りしながら、どうしたら前輪が出せるかいろいろ試していたんだ」

　綾人から事故当時、飛行機の中はどんな状態だったのかを聞く。

「何度か着陸を試みたの？」

「いいや。それは本当に最終手段。可南子が見たのはローパス。地上から機体がどんな状態なのか整備士に確認してもらうために低く飛んでいたんだ」

　実際は前輪が出ていて、異常を知らせる警告ランプの故障なのか、前輪は出ていないが収納している扉は開いているのかなどは、確かに外からしか確認できない。

「あの着陸したのかと思ったらすぐに飛んで行ったのは？」

「あれはタッチ・アンド・ゴーっていって一度着陸してすぐに再上昇する動きで、衝撃を与えて前輪が出ないか試そうとしたんだ」

　なにをしているのかも、意図もまったくわからなかったが、さまざまな可能性を探りながら機転を利かせていたことに驚く。

「キャプテンがすごかったんだ。勉強になったよ」

「副操縦士である綾人も十分、すごいよ。機長さんも褒めていたし」

　本心で告げると、綾人は穏やかに笑った。

「実はね……一瞬、ばちが当たったと思ったの」

　私は視線を落とし、膝の上でギュッと握りこぶしをつくった。

「綾人を朝、お見送りできなかったから。綾人が望んでくれたことを叶えられなかった、だから」

「そんなことない。それに可南子は俺を出迎えてくれただろ」

　声を震わせる私に、彼は力強く答えた。気付けば車は綾人の実家に着いていた。彼はハンドルから手を離し、前を向いたまま遠くを見つめる。

「正直、不安がなかったって言ったら嘘になるし、焦りもした。でも可南子と凌空が待っているから絶対に全員無事に帰るって思ったんだ」

　そこで彼の顔がこちらに向けられる。

「実際、機体から降りて可南子と凌空を見つけた時、やっと実感できた。無事だった、帰ってきたんだって。だから、見送りをしてくれるのはもちろん嬉しいけれど、可南子は待っていてくれたらいいんだ。飛行機は確かに遠くまで行く。でも行って終わりじゃない。必ず帰ってくるから」

　穏やかな表情に涙腺が緩む。私はこくりと頷いた。

「うん」

　そっと綾人がこちらに身を乗り出してきて頬に触れられる。続けて贈られた優しい口づけに、ぽっかりと穴が空いていた心が満たされていった。




「綾人、ニュース見たわよ！　大変だったわね」

　この前と同じでお義母さんが、玄関のドアを開けるや否や出迎えてくれた。その声で綾人に抱っこされていた凌空が起きる。

「声が大きい」

　ムッとして綾人が返すとお義母さんは、口元に手をやる。その仕草も上品そのものだ。

「あら、ごめんなさい」

「車でたくさん寝たから大丈夫ですよ」

　フォローを入れるとお義母さんの視線が私に向いた。

「可南子さんも心配したでしょう。凌空くん連れて空港まで行ったって」

「おはよー」

「凌空くん、目が覚めたかしら？」

　とにかく玄関先からひとまずリビングに移動する。お義父さんは、お義母さんとテレビを見て心配していたものの綾人からの連絡を受けてから所用で出かけ、今はいないらしい。

「乗っていた人が、機長と副操縦士が落ち着き払って都度アナウンスしてくれたから乗客もパニックを起こさずにいられたってインタビューで話してたわよ。機長と副操縦士の連携と技術があったから、負傷者が出ずに済んだって」

　各社が今日の事故について報じ、お義母さんは私以上に情報を得ていて詳しかった。

「機長さん、ベテランの方みたいだけれど副操縦士が冷静に状況を判断して、的確な対処をしてくれたから自分も落ち着いて着陸できたって言ってたわ。副操縦士が彼じゃなかったら、ここまでうまくいかなかったって。綾人も頑張ったのね」

　目を細め、お義母さんは息子である綾人を労ねぎらう。あまり口にはしないが、お義母さんも母親として気が気ではなかっただろう。

　その時インターホンが鳴り、お手伝いさんが対応に向かった。

「ね、よかったら夕飯はどこかに食べにいきましょうよ。敦史さんもそろそろ帰ってくるでしょうし」

「奥さま」

　お手伝いさんがお義母さんに小声でなにかを告げている。おそらく来客に関してなのか、眉を一瞬ひそめたもののお義母さんは「お通しして」と返した。

　誰かが来るなら私たちはここにいてもいいのか。ソワソワして綾人に尋ねようとしたら、扉が開く音がした。

「綾人くん、大丈夫だったかい？」

　現れたのは父と同年代くらいのスーツを着た男性だ。続けて彼の後に入ってきた人物に目を見張る。

「ニュースを見て美奈子さんに連絡したら、まさか綾人くんが乗っていたなんて驚いたよ。娘もすごく心配してね」

　男性に続いて現れたのは川嶋多恵さんだった。娘ということは、彼は川嶋さんの父親なのだろう。

　たしか家族ぐるみの付き合いがあるとは言っていたけれど……。

　固まっている私を見て、川嶋さん――多恵さんの方はどういうわけか勝ち誇った笑みを浮かべた。

「そういえば結婚したらしいね。なんでも子どもができていたとか……。正直、残念だよ。うちの娘と結婚してくれると信じていたから」

　ちらりと男性の視線が私と凌空に向けられた。口調や声からして、冗談ではなく本気で、私たちに嫌悪感を抱いているのが伝わってくる。

「この子、本当に綾人の子どもなんですか？　差し出がましいことを申し上げますが、ＤＮＡ鑑定はされました？　もしかすると綾人の子どもじゃないかもしれませんよ？」

　その時、多恵さんがお義母さんに切り出した。さらに一歩踏み出し、多恵さんは訴えかけるように続ける。

「彼女、別の男性と結婚する予定だったんです。綾人が海外訓練に行くからってその人に乗り換えて、一方的に振ったんですよ。その男性とうまくいかなかったから、今度は綾人に擦り寄って子どもを盾にして結婚を迫って……。信じられます？　また綾人を裏切って傷つけますよ」

　事実とは異なる彼女の説明に「違う！」と否定しようとして声に詰まる。

『どんなに言い訳してもあなたが綾人を裏切った事実は変わらないわ』

　否定ってなにを？　綾人と結婚した経緯はともかく、彼と別れた理由は……。

「まったく。綾人くんはもっと賢いと思っていたよ。こんな失敗をするなんて」

　多恵さんの説明に、彼女の父親は明らかに嫌悪と侮蔑の眼差しで吐き捨てる。

　心臓がドクドクと壊れそうに痛い。なにか、なにか言わないと。

　隣に座っている凌空は、周りをキョロキョロ見つめ不穏な空気を感じたのか、不安そうな面持ちで私にしがみついている。

「おかあしゃん」

　私はどう思われてもいい。けれど凌空は――。

「私は」

「大きなお世話ですよ」

　口を開きかけた瞬間、綾人の凛りんとした声が響き、凌空と共に肩を抱き寄せられる。

「さっきから黙って聞いていれば、随分勝手なことばかり言ってくれますね。息子は疑いもなく僕の子どもです。それに勘違いされているようですが、僕が妻を諦められなくて、必死に結婚を申し込んだんです。あなたのお嬢さんと結婚？　それこそ失敗そのものだ。冗談じゃない」

　綾人の反論に多恵さんの父親は顔を真っ赤にし、怒りに震えている。

「なっ、娘を弄んで裏切った君がなにを言うんだ？　付き合ってすぐに別れを切り出したそうじゃないか。当時、娘が君を庇かばったから口を出さなかったが、あまりにも不誠実だろう！」

「あなたが娘と付き合えとうるさい上、娘さんも気持ちがなくてもかまわないから、という話で始まった交際です。とはいえ不誠実な真似はしていませんよ。最初から裏切って不誠実だったのは彼女の方です。そんな彼女に時間を無駄にしてまで付き合う義理もないと、さっさと別れた。それだけです」

　激昂する多恵さんの父親に、綾人はどこまでも冷たく返す。正直、いつも優しい綾人のこんな姿は初めてだ。

「娘が不誠実だと？　言いがかりだ！」

　綾人はなにも返さずに席を立つ。そしてリビングにある書類棚からＡ４サイズの封筒を取り出して、戻ってきた。

「どうぞ。じっくりご覧になってください」

　そう言って中身を取り出し、テーブルの上に放り投げる。そこには何枚もの写真と報告書のようなものがあった。

「これは……」

　多恵さんの父親が信じられないといった面持ちで写真を一枚手に取る。私が見てもいいのかと思いつつとちらりと目に入った内容に驚く。

　多恵さんが年上の男性と親しげに腕を組んで、ホテルのようなところに入るものだった。相手はひとりではなく複数で、似た構図ではあるが写真によって相手が違う。しかもよく見ると、少し前のものからおそらく最近のものまであった。

「なにこれ！　やめて！　写真は一枚だけって……」

　多恵さんは慌ててテーブルの上の写真をかき集めた。彼女の父親は写真を持ったまま固まっている。

「彼女は僕と付き合う前から、複数の男性と関係があったみたいです。しかもあなたと同年代の地位のある男性とばかり。今も続いている相手もいるようですが」

「綾人！」

　綾人の言葉を止めるように多恵さんは叫んだ。彼女はすごい形相で綾人を睨んでいる。

「言ったでしょ。私が好きなのはあなただけよ。あなたがいつまでも私に振り向いてくれないから。あなたのせいで、私は……」

　めちゃくちゃな理論だ。けれど多恵さんは必死に訴えかけてくる。ごまかすためなのか本気なのか区別ができない。

　当時、別れを切り出してもこうやって言い訳を繰り返してなかなか了承しない彼女に、この写真のうち一枚を渡し、口外しない約束で別れたらしい。

「私は悪くない。誰にも言わないって……。話が違うじゃない！」

　責め立てる多恵さんを一瞥し、話にならないと思ったのか綾人は多恵さんの父親に声をかける。

「あなたが持っている写真に彼女と写っている男性は、大林大だい二じ郎ろう。ご存じですよね？　彼は多くの飲食店に出資し共同経営者となって、その名を馳せている。妻の両親はレストランを経営していて、以前は大林氏が共同経営者だったそうです」

　意外な繋がりに声が出ない。大林さんと多恵さんが？　どうして綾人が両親と大林さんの関係を知っているの？

「娘さんが大林氏をそそのかして、彼の息子と妻を結婚するように仕向けたそうですね」

　続けられた内容に、頭を殴られたかのような衝撃を受ける。

「い、言いがかりよ！　彼女になにを聞いたの？　全部でたらめなんだから」

　なにも言えない私の一方で、多恵さんは私を睨みつけてくる。その彼女を綾人は軽蔑した眼差しで見る。

「証言は大林氏からいただいています。彼もあなたとの関係を口外されるのは困るようなので。大林氏は家でずっと引きこもっている息子をどうにかしたかった。だからあなたの誘いに乗って、わざわざ妻の両親を脅すような真似までしたんでしょう。妻には姉がいて、どちらともほぼ面識がないのにもかかわらず、わざわざ妻を指名してきたのは、そういう理由だった。これが妻が別の男性と結婚しようとした経緯です」

　明かされた事実に頭がついていかない。多恵さんの父親もいまだ呆然としている。綾人は凍てつくような表情で多恵さんを見た。

「あなたが欲しいのはシャッツィの元社長の息子の妻という肩書きだけでしょう。その執着心でずっと妻についても調べていたみたいですね。母にも逐一、俺の恋人がどんな女性か聞いていたそうで」

　多恵さんがやけに綾人と私との付き合いについて詳しかったのは、綾人自身が話したわけではなく、誰かから聞いた話？　お義母さんも綾人に付き合っている相手がいるのは知っていて――。

『可南子と進藤くんが付き合っていた頃、周りもうるさかったしね。私もよく聞かれたわ。進藤くん狙いなのか知らないけれど、あのふたりはうまくいっているのかとか、男の方は忙しいのに彼女はそれでいいのか、とか』

　莉愛と電話でしたやり取りを思い出す。もしかして多恵さんが誰かに指示をして、私と綾人の関係を聞き出そうとしていた？

「違うわ。私は綾人を愛してる。他は全部遊びよ。この人みたいに別の男性と結婚なんて考えたことないわ！」

　多恵さんに非難され、思わず目を逸らす。綾人は多恵さんの父親に視線を移し、口を開いた。

「どうします？　娘が経営者界隈の重鎮たち複数人と関係しているなんて知られたら川嶋工業の名も危ういのでは？」

　容赦ない問いかけに、多恵さんの父親は写真から顔を上げた。

「君は、私を脅すのか？」

　先ほどまでとは別人のように多恵さんの父親は力なく尋ねた。

「まさか。ただ今後もう二度とあなたもあなたの娘も僕や妻、そして息子の前に現れないでほしいんです。迷惑だと伝えても何度もマンションまで押しかけてこられた。接近禁止の誓約書を用意します。ここまでするつもりはなかったんですが……妻にしたこと、彼女や息子を侮辱する真似はなにがあっても許さない」

　多恵さんは、さっきから黙っているお義母さんを縋すがるような目で見た。

「美奈子さん、いいんですか？　淳史さんだって……。突然子どもと現れたこの女性より、昔から知っている私の方が綾人の妻に相応しいって思いませんか？　ご両親としてもシャッツィとしても、綾人は川嶋工業の社長の孫娘である私と結婚した方が」

「お引き取りください」

　お義母さんはぴしゃりと撥はね除のけた。続けて冷たく微笑む。

「ご心配なく。付き合いの長さは関係なく、可南子さんがあなたよりずっと素敵で、息子に寄り添ってくれる人だときちんとわかっていますから」

　いつもの明るいお義母さんからは想像もつかないほど、冷然とした声だった。綺麗な顔には静かな怒りが滲んでいる。

「あなたのした行為は、けっして許されるものじゃないわ。嘘を重ねて、人を侮辱して……。息子夫婦の代わりに私が謝罪を要求したいくらい。でも、もう結構です。息子の選んだお嬢さんに……私の大切な娘や孫に無礼を働く人たちと、今後お付き合いするつもりはありません。淳史さんも同じ意見です。シャッツィは長男に任せていますから、会社としての付き合いはそちらの判断に委ねます」

　こともなげに言った後、お義母さんはお手伝いさんに目配せした。帰りを促され、多恵さんの父親は絶望した顔でおとなしく従う。それを泣きそうになっている多恵さんが足早に追いかけた。

　静かになったリビングで私はまだ現実についていけずにいた。

「なん、で？」

　なにに対する問いかけなのか自分でもわからない。混乱する私に綾人は凌空を抱っこしながら話し出す。

「可南子が俺と別れる時に結婚すると言っていた相手がずっと気になっていたんだ。疑ったわけじゃないけれど、可南子が最初から凌空を俺の子どもだって確信していたし、あまりにも存在感がなさすぎて……。だから、可南子のお姉さんに事情を聞いた」

「お姉ちゃんから？」

　綾人いわく、凌空の産前産後で私がお世話になったのもあり、姉にも挨拶をしておこうと両親に連絡先を聞いて電話をしたらしい。

　その時に姉から、当時の私が結婚しようとした時の経緯などを聞いたそうだ。両親には口止めしていたが、姉には言っていなかった。

「大林氏をいろいろ調べていくうちに、川嶋多恵に行き当たった。もともと彼女とは疎遠だったが、可南子から別れる時に接触してきた件を聞いて、はっきりと縁を切ろうと思ったんだ。でも話してわかる相手じゃないのはわかっていたから、こちらの要求を拒めないように改めて証拠をそろえていた。家や会社の繋がりがあったから、その前に両親には伝えておいたんだ」

　綾人が先ほど出してきた封筒は、そのために用意したものだったらしい。

「綾人から川嶋さんと今後一切の縁を切って接触を断ちたいって話があってね。まさか彼女があそこまで綾人に執着して、可南子さんにひどいことをしていたなんて知らなかったわ。彼女から、綾人の恋人はどんな女性なのかってよく聞かれて、綾人から聞いた印象をそのまま答えたりしていたの。けっして可南子さんを悪く言ったりはしていないけれど……。でも言い訳よね、ごめんなさい」

「い、いいえ！」

　お義母さんに謝ってもらうことはひとつもない。

「私の方こそ、ごめんなさい」

「ごめんなしゃい」

　真似をしてなのか、綾人に抱っこされている凌空まで謝罪の言葉を口にした。

　全員の視線が凌空に集中し、綾人が苦笑して凌空に言い聞かせる。

「謝らなくていい。凌空はなにも悪くない。もちろんお母さんもだ」

　ふたりのやり取りを見て、切なさで胸がいっぱいになった。




　慣れないベッドの感触が落ち着かず、明かりを落とした部屋であれこれ考えを巡らせる。ほんのりと灯る間接照明のおかげもあってだいぶ目が慣れてきた。

「可南子」

　不意に小声で名前を呼ばれ、背を向けていた綾人の方へおそるおそる寝返った。

「眠れないのか？」

「……うん」

　綾人は肘をついてこちらを見ていて、妙な気まずさを感じながら正直に答える。

「凌空なら心配しなくても大丈夫だ」

　綾人のフォローに私は苦笑した。

　あの後、お義父さんが帰宅し、多くを語らないお義母さんの鶴のひと声で夕飯を食べに行く流れになった。凌空は祖父母も一緒にお出かけするのが嬉しいらしく、レストランでも終始ご機嫌で、実家に戻ってきてからも帰りたくないとごねはじめた。

　どうしたものかと思っていたら、お義母さんに泊まっていくよう提案されたのだ。着替えなど必要なものもそろっており、綾人も疲れているだろうと悩みながらも受け入れる。凌空は大喜びで、今まで祖父母としてあまり接してこなかったご両親の想いもあるだろうから。

　ところが、まさか凌空が綾人のご両親と一緒に寝るとは思ってもみなかった。

　念のため夜はおむつをはかせているし、疲れているから朝まで起きないかもしれない。でも慣れない場所で目が覚めた時に泣いたりするんじゃないか。ご両親に迷惑をかけているかも。最近、夜泣きもひどいし……。

　凌空のことを考えるとどうしても気になってしまう。

「心配しなくても、なにかあったら声がかかるだろうし、そういうのも含めて母さんが面倒を見ると言ったんだ。甘えておけばいい」

「そう、かもしれないけれど凌空と離れて寝るなんて初めてで……」

　不思議な感覚だ。心許ないとでもいうのか。ましてやここは綾人の実家で、まさか前に見せてもらった彼の自室のベッドでふたりで寝ることになるなんて。

　変に意識をしてしまい、頭を振る。

「ごめんね。綾人もいろいろあって疲れているのに……。私のことは気にしないで休んでね」

　笑顔で告げて再び彼に背を向ける。私が眠れないのは凌空が気になるからだけではなかった。

「可南子」

　今度は名前を呼ばれたのと同時にうしろから力強く抱きしめられる。お互い薄いパジャマ越しだったので体温や腕の感触がいつもよりリアルに伝わってきた。

「別れた時のこと、本当に悪かった。俺のせいでつらい思いをさせて……。あの時、もっと可南子とちゃんと話し合っていたらって改めて後悔している」

　綾人の切羽詰まった声に心が揺れる。まさか大林さんの息子さんとの結婚に、川嶋さんが絡んでいるとは思いもしなかった。

　とはいえ綾人が自分を責める必要などどこにもない。

「あ、謝らないでよ。私も驚いたけれど、綾人はなにも悪くないじゃない。私が勝手に……」

　そこで言葉に詰まる。事実を知っても、すっきりするどころか私の中にある黒い淀みはさらに増していくばかりだった。

「可南子？」

　彼が心配そうに声をかけてくるのにも答えられない。耳鳴りがするほどの静けさが降りてきた後、私はおもむろに口を開いた。

「私……綾人を幸せにできるのかな」

　あの政略結婚が川嶋さんによって全部仕組まれていたものだとわかって、湧き起こるのは怒りや納得ではなく、自分の愚かさや過ちだけだった。

　綾人を一番大切にしていたら、綾人を優先していたら、解決していたのかもしれない。彼を傷つけずに済んだのかもしれないという事実が、過去に対する反省や後悔というよりも未来に対する恐怖になっていく。

「綾人を一番にできなくて、怖いの」

　これからは綾人を誰よりも優先して一番にするという覚悟が私にはできない。現に、凌空を優先したせいで今朝は綾人の見送りができなかった。

『あなたみたいに綾人を一番大事にできない人が、彼を幸せにできるわけない。また裏切って傷つけるに決まっている』

　私じゃ、いつかまた綾人を傷つけてしまう。この先、一緒にいたとしても……。

「一番にできないのは、俺も同じなんだ」

　ぽつりと返された言葉に思考が止まる。

　そっと綾人をうかがうと、彼は切なそうな目で私を見つめていた。こわごわと背を向けていた状態から再び彼の方を向くと、至近距離で目が合う。彼はそっと私の頬に触れた。

「今日もそうだった。パイロットとして飛行機に乗っていたら、優先すべきは乗客の安全だ。どんな状況に陥ってもそう簡単に可南子に連絡を取ることはできない」

　今日のトラブルを思い出す。綾人の身を案じて、不安で押し潰されそうだったけれど、無事を祈るしかできなかった。もしかすると、これから先だって起こりえるかもしれない。

「フライト勤務をしていたら、万が一可南子や凌空になにかあってもすぐに連絡は取れない上、駆けつけることもできない。そんな仕事なんだ」

　当然のようで、いかに綾人が厳しい職務についているのか思い知る。私や凌空の存在は彼にとって――。

「でも俺は可南子や凌空をいつだって誰よりも想っている。俺にとって一番大切なんだ。それだけは揺るぎない」

　綾人は迷いなく、真っ直ぐに告げた。

「一番にできないなんて思わなくていいんだ。可南子が好きでもない男と結婚しようと思うほど、ご両親を大事に思っているのも、いつも凌空を大切に想っていて、最優先で考えているのも、全部わかっているから。自分を後回しにして人のことばかりで……。そんな可南子から目が離せなくて、救われて……俺は好きになったんだ」

　優しく語りかけてくる綾人の表情は穏やかで慈しみにあふれている。安心する、大好きな綾人の顔だ。じっと見ていたら目の奥が熱くなってくる。

「これからは可南子が大切にしているものを俺も一緒に大事にしていく、守っていく。ひとりで背負う必要はない。だからなにも怖がらずに俺を信じて、そばにいることを選んでほしいんだ。俺の帰りを凌空と待っていてくれないか？　それだけで俺は十分に幸せだよ」

　機長さんの言った通り、綾人の声は心を落ち着かせる。視界がぼやけるのは部屋が暗いからじゃない。目の端からこらえきれず涙があふれそうになり、綾人に抱きついた。

　この体温も、この場所も、ずっと恋しくて求めてやまなかった。私だけのものだ。

　綾人は私を強く抱きしめ返し、ゆるやかに頭を撫でる。

「あの時は、頼りなくてごめん。言葉も態度も足りなくて、可南子が悩んでいると気付けずに、自分のことで精いっぱいだった」

「私もごめんね。勝手に綾人との関係に不安を抱いて、相談もなく自分の身の振り方を決めたりして……」

　今やっと本当の意味で彼と向き合えた。

　ひとりでため込んで、我慢して結論づけるのは、やめよう。変わりたい。綾人と寄り添いながらずっと一緒に歩いていきたいから。

「可南子を愛している。もう二度と手放さないし、誰にも渡さない」

　その言葉を封じ込めるように唇を重ねられる。彼の首に腕を回すとキスをしたまま体勢をずらされ、ベッドの軋む音と共に綾人の下に体を滑り込まされる。

　唇が離れると至近距離で私を見下ろしている綾人の顔が目に映った。暗くてもはっきりとわかる。端整で妖艶で、この瞳に逆らえない。

　どちらからともなく触れるだけの口づけを数回繰り返し、あっという間に深いキスへ移行していく。

「んっ……んん」

　綾人を求める気持ちと、これ以上キスを交わしていたら自制心が効かなくなりそうで怖い気持ち。相反するふたつの思いに葛藤しながら綾人に身を委ねる。彼への好きがあふれて、涙がこぼれそうだ。

「はっ」

　名残惜しく唇が離れ、熱っぽい視線が絡み合う。綾人は私をギュッと抱きしめると首筋に唇を寄せてきた。彼の吐息が薄い皮膚にかかり、つい身をよじる。

「んっ」

　さらに彼の手がパジャマ越しに上半身を撫でていく。緩急をつけた触り方に、さすがにこれ以上進むのは危険だと判断した。

「ね、ここ実家だし」

「大丈夫。両親の部屋はここから遠いから、可南子が声を抑えてくれたら問題ない」

　やんわりと止めようとするが、綾人は意に介さない。それどころか触れる手を止めず、じわじわと私の中の欲望を引き出していく。

「そういう問題じゃっ」

　反論しようとしたら、唇を塞がれる。彼の手は器用に私のパジャマの前ボタンを上からはずし、首元から直接手が滑り込んだ。

「あっ」

　もうこうなってしまっては、降参するしかない。私も綾人が欲しくてたまらない。抵抗をやめた私に綾人は目を細める。

　しかし次の瞬間、彼のスマホが音を立てた。あまりにも突拍子もない事態に心臓が跳ね上がる。

　綾人は手を止め、スマホを確認すると、面倒くさそうに電話に出た。

「ああ、わかった。迎えに行く」

　ぶっきらぼうに答えて電話を切るが、今のやり取りだけでおおよそ予想はついた。

「どうやら凌空の目が覚めて、寝かしつけてはいるみたいだが、なかなか寝ずにいるらしい」

「む、迎えに行かないと！」

　慌ててパジャマのボタンを留め直し、手櫛で髪を整える。先ほどまでの甘くて熱い空気はさっと消えた。

　綾人もベッドから下りて立ち上がる。

「やっぱり凌空には敵わないな」

　苦笑する綾人の横に並び、彼の手を取った。

「私ね、もしも凌空を妊娠していなかったら、そのまま両親のために結婚していたと思う」

　目を丸くする綾人を見上げ、微笑んだ。

「凌空が……綾人が守ってくれたんだね。離れている間も、ずっと……」

　妊娠がわかって、戸惑って、苦しかった。綾人の顔が何度もよぎって、自分の選択を悩んだ。けれど、生まない選択肢はない。誰よりも大好きな綾人との子どもだから。

　綾人は一瞬、泣き出しそうな顔をした後、優しく笑った。

「感謝しないといけないな。可南子はもちろん、凌空にも」

　綾人の言葉に頷く。

　凌空がおなかにやってきて、切れたはずの綾人との縁を繋いでくれていた。思えば、凌空がきっかけで私たちは再会できた。

　凌空は私たちがこうして向き合って、家族になるのをずっと願って見守ってくれていたのかな？

「今日は三人で眠ってみようか」

　綾人と顔を見合わせた後、私たちは愛しい宝物を迎えに行った。










エピローグ




「たかいねー。くも！」

「す、すごいね」

　十月に入り、八月に取り損ねていた夏季休暇をまとめて取得し、綾人と凌空と旅行することになった。行き先は神こう戸べで、飛行機をはじめとする乗り物の博物館があるので、凌空のためにそこをメインの目的としていろいろ楽しむ予定だ。

　もちろん飛行機を使うことになり、私は乗り込んで飛行機が動き出す前から緊張しっぱなしだった。私の不安など知る由もなく、膝の上で凌空はずっと外に釘づけになっている。

　窓際の席でよかった。

　綾人に空酔いしない方法を聞いて、姿勢に気を付けたりしてなんとか離陸は乗り越えられた。グングン空に上がっていく感覚は初めてで、恐怖や不快感というより不思議な感じだ。

　というのも私よりも凌空の方が心配で、ずっと気が気ではなかった。そうやって気を逸らせたのがよかったのか。肝心の凌空は飛行機の搭乗者限定のおもちゃをもらって大喜びだ。

「飛行機が初めてだとお聞きしています。なにかありましたら遠慮なくお声をかけてください」

「あ、ありがとうございます」

　おもちゃを渡される際に客室乗務員の女性に声をかけられ驚く。

　私がなにか申告した覚えはないので、綾人が気を回したのだろう。機内で打ち合わせをする際に、乗客の情報を共有すると言っていたから。

「すごい、本当に窓の外が空だ」

　当然と言えば当然で、窓から見えるのは青い空にふわふわの雲が流れていく。乗る前の天気は微妙だったのに、雲の上に出たからか、太陽が顔を出していた。

　不思議な光景に目をぱちくりさせ、凌空と一緒にまじまじと窓の外を見つめる。

「いいわね、ぼく。お母さんとふたりで初めての飛行機？」

「うん！　りく、おかあしゃんとひこうきのった！」

　隣に座っていた女性に声をかけられ、凌空は嬉しそうに答えた。

　正確には父親もこの飛行機に乗っている。乗客ではなくパイロットとしてだが。

　飛行機に乗り込む際に、搭乗橋から少しだけ飛行機の前にある操縦席が見えた。綾人は機長となにか打ち合わせをしていて、右側に座っていた。操縦はしていなくても仕事をしている彼の姿にドキリとする。

『おとーしゃん』

　抱っこされている凌空は搭乗橋からぶんぶんと腕を振って元気に合図するが、おそらく気付かないだろう。そう思っていたけれど、不意にこちらを向いた綾人が手を振ってくれた。白い手袋をしているのでよく目立ち、さらには隣にいる機長も同じように返してくれたので、凌空は大喜びだ。

　私は凌空を抱っこしていたので、視線を送るだけだったけれど、改めて綾人の操縦する飛行機に乗るのだと思うと、緊張より楽しみの方が増した。

　その時アナウンスを知らせる音が鳴り、男性の声が聞こえてきた。

《ご搭乗の皆さま、おはようございます。操縦室より副操縦士の進藤がご挨拶申し上げます》

　突然、綾人の名前と声に驚く。低くてよく通る彼の声は機械を通すと少しだけ硬く感じた。それを和らげるように彼の口調は丁寧で穏やかだ。

「凌空、お父さんだよ！」

「ん？　おとうしゃん、どこ？」

　興奮気味に凌空に伝えるが、彼は辺りをきょろきょろ見回す。仕事仕様のアナウンスでは、声だけで綾人だとは伝わらないのだろう。

　無理もないか、と苦笑しつつ背もたれに体を預け、心地いい声に耳を澄ます。

　到着予定時刻や目的地の気温や天気、現在飛んでいる場所などを綾人は淀みなく伝えていく。綾人、すごいなぁ。

《また、当便で初めて飛行機を利用される方もいらっしゃると思います》

　おそらく定型文ではない内容にドキリとして背を浮かせた。

《素敵な思い出となりますよう、安心、安全に務めてまいりますので、どうぞ空の旅をお楽しみください。どうか再びご利用いただけることを願っております》

　アナウンスが終わった後も、私は綾人の言葉を噛みしめ、静かに目を閉じた。

　ああ……そうだった。

『彼氏が着々とパイロットへの道を歩んでいるのに、可南子は着々と飛行機に乗らない記録を更新中だな』

『しょ、しょうがないでしょ。乗る必要ないし、高いところ苦手なんだもん』

　社会人一年目になり、おかしそうに告げる綾人に真面目に反論する。やっぱり彼女なのに、飛行機に乗ったことがないっておかしいのかな？

　でも綾人がパイロットになるのはまだ当分、先だし。その前に一度くらい乗る機会があっても――。

『俺がパイロットになったら、俺の操縦する飛行機に可南子を乗せるよ』

　ふと肩を抱き寄せられ、先ほどとは違う優しい面持ちで告げられた。

　そんな風に言われたら、逆にそれまで飛行機に乗れない。その時が来るまで、綾人の隣で待っていていいの？

『初めてが綾人の操縦する飛行機なら、頑張って乗ってみようかな』

　わざとおどけて返すと、ゆるやかに唇を重ねられる。

　そんな日が、本当に来たらいいな。

「おかあしゃん。あれ、なにー？」

　凌空の質問で我に返る。窓の下には島の形が見え、どうやらもうすぐ着くらしい。あんなに高いところが怖かったのに、今は不思議と気分が落ち着いている。

　飛行機が平気なのではなくて、やっぱり綾人の操縦する飛行機で、凌空がそばにいるからなのかもしれない。

　綾人はこのまま飛行機が目的地に到着したのち、今度は戻る便の操縦が待っているらしい。さらに彼は仕事を終えた後の便で改めてこちらにやってきて、私たちと合流する予定だ。

　忙しすぎるんじゃないかと言ったが、このプランを綾人は譲らなかった。こうして結果的に私と凌空は綾人の操縦する飛行機に乗っている。

　ちゃんと、約束を守ってくれたんだ。

　きっと私はこの初めてをずっと忘れない。凌空がはっきりと覚えていなくても、彼の中になにかが残っているといいな。

　帰りは三人で一緒に飛行機に乗ることになる。それも初めての素敵な思い出になるんだ。

　お互いの性格や当時の環境で私たちは一度離れてしまった。でも私は変わった。彼のおかげで変われたの。今度はもう離れたりしない。綾人を信じている。

　着陸してから、少しは綾人と会えるかな？

　淡い期待を抱きつつ着陸に備え、幸せを噛みしめながら凌空をギュッと抱きしめ直した。




Fin.
















特別書き下ろし番外編










空よりも焦がれた君に永遠の愛を




　規則正しい寝息を立てはじめ、五分は経った。そろそろ大丈夫だろうかと、慎重に体を起こす。ベッドですやすやと眠る凌空の表情は幸せそうだ。

　三歳になった凌空は、最近ますます活発になり言葉も増えてきたと思う。両親をはじめ、俺を知る人間が見ると、凌空は俺によく似ているらしい。幼い頃の写真を見たら、確かに似ていると思ったが、初めて凌空に会った時はまったくそう感じなかった。

　思い込みも多少あったのは間違いないが、こうして寝顔を見ても、凌空は可南子によく似ていると思う。

　そっと寝室を出てリビングに向かうと、ソファでスマホを見つめている可南子がこちらを向いた。

「凌空、寝た？」

「ああ。しばらく起きないと思う」

「凌空も疲れたよね」

　そう言って笑う可南子の隣に腰を下ろす。彼女もシャワーを浴びたらしく、パジャマ姿だ。ほんのり湿っている髪先に触れると彼女は眉尻を下げた。

「なんだか魔法があっさり解けちゃった気分」

　十二月の大安の日曜日。今日は可南子と俺の結婚式だった。参列者の人数や利便性を考え、挙式と披露宴はホテルで行い、二次会は可南子の希望によりカルペ・ディエムで開催となった。

　結婚式のオープニングムービーなど映像系はすべて可南子が作成し、どれも参列者への感謝を伝える内容がメインだったのがなんとも彼女らしい。それを見て泣いている友人や身内もいて、とてもいい式だったとの声が身内や参列者から聞こえてきた。

「魔法じゃない。どんな可南子も、俺にとってはいつだって一番かわいいよ」

　花嫁姿の可南子はこの上なく綺麗で、ずっと見つめていたいくらいだった。でも、俺にとっては格好や化粧などはあまり重要じゃない。可南子かどうかが一番大切なんだ。

　真面目に返答したつもりだが、可南子は顔を赤らめてふいっと俺から視線を逸らした。

「綾人、今日はありがとう」

　ぽつりと呟くと、彼女は俺に微笑みかける。

「私、綾人が隣にいて凌空も一緒で、みんなにお祝いされて、本当に幸せだった」

「それは俺のセリフだよ」

　温かな空気に包まれ、ウェディングドレスを着た可南子が俺の隣で笑っていた。凌空も一張羅を着て一緒に式に臨み、終始幸せを噛みしめていた。

「綾人は私にとって全部初めてをくれるね」

　嬉しそうな可南子の肩をそっと抱く。

　それは俺の方だと言ったら彼女は信じるだろうか。

　比較的、思い通りの人生を送っていると思う。けれど可南子に関しては思い通りになんてまったくいかない。一度彼女を失い、その時にこんな未来が叶うなんて、思いもしなかった。

　いつだって可南子は俺にとってすべてが初めての存在だ。




※　※　※




　可南子と出会ったのは大学三年生の夏、大手航空会社ＷＯＬの自社養成パイロット枠で内定をもらった後だった。

　就職活動の情報交換と気晴らしという名目で開かれた飲み会に誘われ、いつもは面倒で断るのだが、その時は気まぐれで参加を決めた。そこに彼女はいた。

「経済学部三年、山口可南子です。映像制作会社志望です」

　おとなしそうな印象で、無難な自己紹介をした彼女をその時はとくに気に留めていなかった。

　乾杯と同時に俺の周りには、すぐに人が集まる。ＷＯＬのパイロットに内定した件であらゆる質問が飛んできた。

「ＷＯＬの採用試験、どんな感じだったの？」

「最終面接でなに、聞かれた？」

「パイロットなんてすごいよね！」

　予想通りの内容に愛想よく答える。そうしているうちに話題はシャッツィのことや恋人の有無などプライベートなものへと変わっていくが、嫌な顔は見せない。

　幼い頃から先を行く兄を観察して、周りにどう振る舞えば自分にとって都合がいいのかよく知っていた。

　相手がなにを望んでいるのか、それがわかっていれば、自分の立場も評価も揺るがない。

　だからＷＯＬの自社養成パイロットに内定が決まって、嬉しさはもちろんあるが、どこか冷めているところもあった。物心ついた時から飛行機が好きで、パイロットになりたいとずっと努力してきた。その夢を掴むところまで来たのに、この虚無感はなんなのか。

「パイロットってすごいよな。年収もいいんだろ？」

「倍率ヤバいよね。進藤くん優秀すぎでしょ」

「ますますモテるな。マジで羨ましい」

　褒められているのはわかっている。羨望、嫉妬さまざまな感情が向けられる中、ふとテーブルを挟んで端に座っている女子に目が行った。

　人の名前と顔を覚えるのは得意だ。山口可南子――皆が席を入れ替わり話しかけてきたりする中で、彼女だけは最初から同じ席に座っている。

　鎖骨下までの伸びたベージュブラウンの髪は柔らかそうで、あまり派手さはなくメイクも控えめだが、顔立ちは整っている。淡いパープルのブラウスにジーンズと格好はシンプルで、それが逆に彼女の魅力を際立たせていた。

　こういう場が苦手なのかと思ったら、隣に座っている女子とにこやかに話している。そういえば彼女とはまだ言葉を交わしていない。とはいえ俺が動かなくても人は嫌でもやってくるし、無理に全員と会話する必要もない。

　それなのに、どういうわけか彼女につい目が行ってしまう。

　端に座っているからか空いたグラスをまとめて店員に渡し、飲み物が足りなさそうな人間にはさり気なく追加の注文を尋ねる。

　張り切って、アピールするかのように率先して仕切るわけではなく、むしろ自然と静かに動いている彼女が気になった。

　気付けば俺は立ち上がり、彼女のもとへと向かっていた。

「片付け、ありがとう」

　彼女の隣に腰を下ろし、笑顔で声をかける。すると彼女は目を丸くした。

「あ、はい」

　本当に驚いているのが伝わってくる。初対面だからなのか、戸惑わせていると気付き、いつも通りの差し障りのない受け答えになった。

「ああ。だからもしも飛行機を利用する機会があったらＷＯＬをよろしく頼むよ」

　妙なもどかしさを感じつつ答えたら、彼女がふっと微笑んだ。その表情に目を奪われる。

「いいな。一番いい場所で空が見えるなんて……素敵だね」

　思わぬ返答にとっさに返事ができない。そんな風に言われたのは初めてだ。

　けれどずっしりと心に響く。

　物心がついた時には飛行機によく乗っていた。その時に抱いたパイロットへの憧れ。飛行機を操縦してみたい思い。

　いろいろな動機はある。その中でも俺がパイロットへの道を歩み始めた一番大きなきっかけは、あの一面の青い空に魅了されたからだ。

「そう。一番の特等席だと思ってる」

　くすんでいた気持ちが彩りを取り戻す。彼女の、可南子のなにげない言葉に迷いが剥がれ落ちた。

　俺はパイロットになりたかったんだ。

　続けて可南子は申し訳なさそうに飛行機に乗った経験がないと語った。それでも空が好きだと話す可南子に、思わずいつか俺が操縦する飛行機に乗せたいと言いそうになり、自分を呼ぶ声に意識を持っていかれる。

　俺は今、なにを口走ろうとしたんだ？

　社交辞令でＷＯＬの利用を促すのは、よく口にしていたが、こういった想いを抱くのは初めてだ。

　わずかに混乱する中で、それからも可南子が気になってしょうがないのに、なかなか話すタイミングが掴めない。

　微かすかな苛立ちを感じながら、ひとまず一次会は終了となり、全員で一度外に出る。なんとか可南子に声をかけようとしたら、不意に彼女と視線が交わった。さらに可南子がこちらに真っ直ぐに歩み寄ってきたので驚きが隠せない。

「莉愛、大丈夫？」

　ところが彼女が目指したのは俺ではなく、俺のそばにいた友人に対してだった。

　前橋さんには積極的に声をかけられ、連絡先まで聞かれたがあまり興味はない。とはいえ酔っている感じもなく顔色も普通に見えた。

「どうしたの？　可南子。大丈夫だよー」

　しかし、甲高くやけに機嫌のいい声に、可南子はため息をついて、前橋さんを連れて帰る旨を告げる。

　周りは盛り上がっていて彼女たちをあまり気に留めていない。酔っているのを指摘されたからか、急に前橋さんは可南子にもたれかかった。ひとりで友人を送っていこうとする可南子に思わず声をかける。

「俺も付き添うよ」

　下心がまったくなかったと言ったら嘘になる。けれど前橋さんよりも可南子の方が心配だったのは本音だ。タクシーに乗ったまま友人と別れるとは思えない。一緒に降りて部屋まで付き添うのは安易に想像できる。その後にひとりで帰ろうとするのも。

　タクシーの中で前橋さんが酔った勢いで密着しあれこれ話しかけてくる一方で、可南子とは会話らしい会話はない。彼女にとって余計な真似をしたのかと少しだけ悔やんでいるうちに前橋さんのアパートに着いた。

　前橋さんを部屋まで送り届け、あからさまな言葉や態度で示さなくても、線引きだけはしっかりしておく。愛想よく接しながらも、気を持たせる真似はしない。

　誰にでも優しいというのは、逆に言えば誰かを特別扱いしないことだ。誰かに深入りはしない。必要とも思わなかった。その本質を母に何度か指摘されたが、求めてないのだからしょうがない。

　けれど今日は違った。自分から誰かに踏み込みたいと思った。可南子を促し当初の目的を果たそうと切り出す。

「山口さんの家は？　送っていく」

「ここから近いから大丈夫！」

　ところが、間髪を容れずに発せられた拒絶の言葉に多少なりとも面食らう。こういった申し出を断られるのは初めてだった。

「莉愛を送り届けるの、付き合ってくれてありがとう」

　一方的に切り上げようとする可南子に、少しばかり強引だったかと思い直す。

「警戒しなくても、なにもしないよ。近いとはいえ夜遅くに女の子をひとりで帰すわけにいかない」

　フォローを入れる俺に対し、可南子は納得していない面持ちだった。そこまで信用がないのかと、内心でショックを受けつつ顔には出さない。

「でも、みんな進藤くんが戻ってくるのを待っているんじゃない？」

　続けられた言葉は、意外なものだった。可南子は俺に対してではなく、周りを気にしているらしい。友人を送り届けたことといい、彼女は周囲の人間をよく見ているし、気を使っている。

「周りをよく見て気遣いができるのは山口さんの方だよ。俺は前橋さんを気にしていたんじゃなくて、前橋さんを心配している山口さんを気にしていたんだ」

　だから自分の気持ちを正直に告げた。今日初めて会ったのは彼女だけじゃない。あまり話さなかった参加者は他にもいる。この感情がなんなのかはわからない。

「山口さんともっとふたりで話してみたかったんだ」

　けれど、こうしてまでもあのまま別れてしまうのが惜しかった。もっと可南子と話したいし、一緒にいたいと思ったんだ。

　可南子から了承をもらい、悩んだ末に近くの公園のベンチに並んで座る。もう少しスマートな方法があったかもしれない。日が落ちたとはいえ夏の夜はそれなりに気温が高く空気も湿っていた。

　けれど可南子は嫌な顔ひとつせず、俺の隣に座って聞く姿勢を取る。夜空には星も綺麗に見えていて、他愛ない話で盛り上がった。なにも計算せずに会話を楽しめるのは久しぶりかもしれない。

　空や飛行機の話題に意外にも可南子は食いついてきて、最初は緊張気味だった彼女の表情が和らぐたびに安心する。小さく笑う姿は、飲み会の会場では見えなかったもので、なんとも言えない嬉しさが込み上げた。

　名残惜しくも切りのいいところで会話を終え、可南子をアパートまで送り届ける。その時、連絡先を交換したいと言ったのは自分からだった。それさえも新鮮で、彼女とできた繋がりに嬉しくなる。

　帰ってから早速可南子に連絡を取り、それからふたりで何度か会う仲になった。一緒に出かけて、タイミングが合えば食事を共にする。

　可南子と過ごすのは心地よくて、可南子が喜ぶことをしたいと自然と思えた。会うたびに彼女の新しい一面を知って惹かれていく。困っている人間がいると放っておけない人のよさも、あまり自分の希望を言わないのも可南子の性格らしい。

　そうやって回を重ねる度にデートだと認識していたし、このままの流れで彼女と付き合うのだろうと信じて疑わなかった。

　ところが夏休みが終わりそうなタイミングにふたりで会い、次はいつ会えるか尋ねようとしたその時、不意に可南子のスマホが音を立てた。並んで歩いていた俺に断りを入れ、彼女は申し訳なさそうに電話に出る。

「あ、西にし尾おくん。うん、日曜日大丈夫！　ちゃんと空けてるよ」

　電話の相手が男だという事実にわずかに動揺する。しかし可南子はまったく気にせず、会話を続けていく。

「映画？　気を使わなくていいよ。うん、また連絡して」

　聞き耳を立てるつもりはないが、なんとなく聞こえてくる内容に心穏やかではいられなくなった。

「ごめんね、話している途中で」

「いいよ。日曜日、なにか用事？」

　電話を終え、謝罪してくる可南子にさりげなく尋ねる。

「うん。来週から授業が始まるでしょ。後期最初のゼミで親睦会をしようって話になって、買い出し担当の男子が他の担当の子と都合がつかなくてひとりで行くことになったから、手伝ってほしいって言われたの」

　それが先ほどの電話の相手らしい。平常心を装い、さらに質問してみる。

「他にも誰か手伝いはいるのか？」

「ううん、私だけみたい。みんな忙しいのかな。お礼に映画を奢るよって言われたけど困っている時はお互いさまだし」

　無邪気に答える可南子に対し、猜さい疑ぎ心しんと怒りに顔を引きつらせそうになる。

　そもそも他の担当者との予定を擦り合わせれば済む話であり、なぜ可南子以外誰も都合がつかない日にわざわざ行くのか。本当に他の連中に声をかけたのか。

「男とふたり？」

　思うところはたくさんあるが、つい不機嫌さが隠しきれない口調で聞いてしまった。

「変、かな？　でも、ほら進藤くんとも友達としてこうして出かけているし」

　子どもの言い訳みたいに返してきた可南子に目を見張る。

　可南子にとって俺は、その男子と同じ立ち位置なのか？

　ふたりで過ごすこの時間が特別だと思っていたのはどうやら俺だけだったらしい。はっきりと友達として、とまで言われ衝撃を受ける半面、ふと思い直す。

　随分と自分勝手な主張だ。可南子の言い分は正しく、俺は彼女になにか確かなことを言ったか？　今まではそれとなく言葉や態度で示せば、あとは相手が汲んでくれる。そうやって相手をこちらの意のままに動かせると自惚れていた。

　黙ったままでいる俺に、可南子が必死にフォローしてくる。

「でも、彼とは本当に買い出しだけのつもり。進藤くんだからきっとこうして楽しい時間を過ごせるんだと思う……って、そうじゃなくて。ほら、困っていて私が役に立てるなら、って気持ちで」

「俺も今、ものすごく困っているんだ」

　可南子の言葉を遮り、真っ直ぐに伝える。

　出会った時から、可南子には計算した立ち振る舞いも裏を読む駆け引きも通用しない。周りをよく見ていて困っている人間を放っておけないくせに、自身のことは後回しで無頓着だったりする。

　危なっかしくて、でも可南子のそういう純粋なところに惹かれた。彼女の言葉はいつも素直に胸に響く。そばにいて癒やされるんだ。

「山口さんが、俺以外の男とふたりで会うのは困る」

　真面目に告げると、可南子は目をぱちくりとさせ、固まった。

　こういう曖昧な言い方がよくないのか。可南子の困惑を読み取り、ひと呼吸忍ばせ改めて彼女の目を見つめた。

「俺と付き合ってほしい」

　可南子の特別になりたい。他のやつに渡したくない。

　自分から誰かをこんなにも望んだのは初めてだ。そして相手からの返事が読めないのも。

「俺のことが嫌いじゃないなら、首を縦に振ってほしい。付き合って絶対に後悔させないから」

　我ながら必死だった。営業でもあるまいし、交際を申し込むのにもっと気の利いた言葉はいくらでもあるだろう。

　でもなんとか可南子に振り向いてほしい。

　しばしの沈黙の後、可南子がふっと笑みをこぼした。

「……やっぱり進藤くんってすごいね」

　あまりにも笑顔がかわいらしくて気付けば彼女を腕の中に閉じ込めていた。

「それはつまり、ＯＫってこと？」

　先に尋ねるべきだったかと思ったが、可南子は小さく頷いた。

「うん。あの、私でよければ……よろしくお願いします」

　ホッとして無意識に安堵の息が漏れる。

「よかった。ＷＯＬの最終面接より緊張した」

「それは言いすぎじゃないかな」

　苦笑する可南子は、冗談だと受け取っているのだろう。けれど心臓はうるさく、柄にもなく不安で緊張した。

　それを顔には出さない。

「よろしく、可南子」

　余裕めいた笑みを浮かべ、先ほどのゼミ生の男子とふたりでの買い出しを断ってほしいとやんわり切り出す。

「でも、なんて断ったら……」

「彼氏が嫌がるから、じゃダメなのか？」

　こういうのを独占欲と呼ぶのか、嫉妬心と言うのか。向けられるのは面倒以外のなにものでもなかったのに、自分の中に初めて湧き起こる感情に驚く。

　それと同時に可南子にどう受け止められたのか不安にもなった。

「他にも誰か行けないか聞いてみるね。それか、他の人も行ける日に変えてもらう」

　そう言うと、可南子はためらいがちに俺をうかがってくる。

「進藤くんも……理由もなくこんな風に女子とふたりで出かけたりしない？」

「理由があってもしないよ。可南子だけだ」

　これからだけではなく、今までもだ。

　俺の返答に顔を赤らめる可南子にますます愛しさが込み上げる。

　パイロットになるのが夢で、他は二の次だった俺がこうして誰かを欲しがるなんて思いもしなかった。




　自分から付き合いたいと願ったのも、手放したくないと思うのも初めてで、可南子との交際は、俺にとっては手探りの面が多く、戸惑うことが多かった。

　余裕なんてない。さらに可南子は俺の知っている女性の誰にも似ていなくて違っていた。

　次に会う約束を取り次ぐのは決まって俺で、付き合いだしたにもかかわらず、可南子は俺になにかをねだったり希望を口にしたりはしない。

　もう少し甘えてもらえると思っていた。どうすれば彼女との距離を縮められるのか。

　付き合った相手に限らず、部屋に行きたいと言われたことは何度もある。プライベートな空間に他人を入れるのは苦手でやんわり拒否してきた。けれど――。

「今度、俺のマンションに来る？」

　どうやって切り出そうかと柄にもなく悩んでいた。付き合って一カ月になるのに可南子から家に行ってみたいと言われたこともなく、接触も手を繋ぐくらいが精々だ。

　下心だけで言っているわけではなく、周りを気にせずふたりでゆっくり過ごしたい。可南子なら部屋に呼んでもかまわないと自然と思えたんだ。

「可南子が見たいって言っていた空の写真集もあるよ」

　こうしてわざわざ理由をつけるのは、可南子の反応が予測できないからだ。恋人を家に呼ぶのは、おかしい話じゃない。けれど俺の当たり前で彼女を傷つける真似だけは嫌だった。

　ここまで慎重になるのは、可南子が大切だからだ。

　近付いてくる人間の意図や思惑を読むのが得意で、うまく立ち回る術は自然と身についていった。逆にこうやって誰かとの関係にあれこれ思い悩んで、必死になるのは今まで経験がない。けれど面倒だとも嫌だとも思わない。

「お邪魔……しようかな。綾人の家に行くの、初めてだから楽しみ。ありがとう、呼んでくれて」

　可南子の反応にホッとする。付き合いだして名前で呼んでもらえるようになり、笑顔や自身の話をしてくれる機会が増えた。些細な距離の縮まり方にも、幸せを感じる。満たされていくんだ。

　マンションにやってきた可南子は、学生が住むものとは思えないほどの広さや設備のよさに驚きつつ、俺が持っていた本をソファに座って読み始めた。

　きちんと手土産を用意してくるのが彼女らしく、部屋、ひいては俺の実家について、あれこれ尋ねてくる真似もしない。

〝シャッツィの御曹司〟という肩書きは時に便利で時に煩わしい。それでも背負っていかなければならない。けれど可南子といる時はＷＯＬ社に内定したとかそういうのも関係なく、進藤綾人としていられる。

　あまりにも真剣な眼差しで本に釘づけになっている可南子の隣に座る。それでも彼女の視線はこちらには向かない。

　伏せられたまつ毛、すっと通った鼻筋、厚めの唇はほんのり色づいている。今日の可南子は茜色のプルオーバーにベージュのロングスカートと秋らしい装いだ。髪はサイドでゆるくまとめられている。

　もともと可南子は派手な化粧も服装もしないが、俺と会う時はいつもメイクや格好を悩みながら決めているらしい。そういういじらしさが、たまらなく愛しいと思う。

　穴が開くほど見つめていたからか、不意に彼女の目線が本からこちらに移る。目が合い、可南子がなにか言いかけた瞬間、体が勝手に動いた。

　なにかに突き動かされたかのように、気付けば彼女の唇に自分の唇を重ねていた。すぐに離れたが至近距離で目をまん丸くした可南子が視界に映る。

　おそらく彼女にとっては初めてのキスで、さすがに一方的だったかと内心で焦りだす。

「ごめん。可南子があまりにもかわいかったから……嫌だったか？」

　変に取り繕わず、素直な気持ちを告げる。すると彼女は頬を赤らめ、自身の口元に手をやった。

「い、嫌じゃなくて……その……びっくり、して……」

　たどたどしく返す可南子の声はどんどん小さくなっていく。そんな彼女の様子を見て、考えを変える。

「もしかして照れてる？」

　指摘すると、可南子は頬どころか顔を赤らめ頬を押さえてうつむき気味になった。自分の予想が当たっていたと確信し、安堵するのと同時に笑みがこぼれた。

「な、なんで笑うの？」

　可南子からは不安そうな声が漏れ、笑いを収めながら「ごめん」と謝る。続けて赤くなっている彼女の頬に手を伸ばした。

「嫌じゃなかったのなら、もう一回してもいいか？」

　真剣な面持ちで尋ねると、可南子は一度視線を逸らしてから、ためらいがちに頷いた。

　改めて身を寄せ、彼女に口づける。ほんのり甘いのは、つけている口紅なのか彼女自身か。可南子に触れるたび、自分の中にある初めての感情を知る。

　愛しくて恋しい。誰にも渡したくない。比較的理性的で悪く言えば冷めていると自他共に認識していたが、可南子に関してはそうはいかなかった。

　可南子の両親はイタリア料理のレストランを経営し、系列店もオープンするなど人気で固定客が多い分、多忙を極めているそうだ。子ども時代は寂しさを感じることもあったらしい。そういったところは自分と似ていると感じる。

「でもね、両親にはすごく感謝しているの」

　レストランウェディングもできるようになっているため、手伝いとして現場にいた可南子は、自然とそこで流れる映像に興味を持ったらしい。

　友人が作ったビデオメッセージ、趣向を凝らしたプロフィールムービー、さらには結婚式の様子を当日に編集して最後に流すエンディングムービーなど、それぞれのカップルで趣向を凝らしたものを見るのが可南子も楽しみだったようだ。

「私もあんな素敵なものが作りたくて、試しにお店のＰＲ動画を作ったら両親がすごく喜んでくれてね」

　両親はもちろん、レストランも可南子にとっては大事なものなんだ。嬉しそうな可南子にこちらも笑みがこぼれる。




　可南子も希望通り映像制作会社に就職が決まり、大学を卒業しても付き合いは続いた。

　その頃から可南子と会う頻度が減ってしまい、焦りと共にしょうがないという気持ちがどこかで生まれていた。お互いに社会人になって仕事を覚えるのに精いっぱいで、さらには仕事のシフトもずれている。

　自社養成パイロットに内定した者は、一年目は地上での勤務に当たり、基本は土日が休みとなる。けれど可南子は、基本的に土日は出勤日になっていた。

　連絡できる時はしたし、会えるようになんとか時間を作る。

「綾人、大丈夫？　無理しなくてもいいからね」

　そうやって気遣ってくれる可南子がありがたくもあり、どこかで寂しさも感じていた。会いたいと思うのは自分だけなのか。こんなに好きなのも――。

　一年後にはアメリカで海外訓練も決まっている。それを可南子にも伝えているが、具体的に先の話まではしていない。

　久しぶりに実家に帰省した際、さりげなく母から結婚について話を切り出されたので俺は意を決して可南子の存在を伝えた。

「付き合っている彼女がいるんだ」

　母は、どこか冷めた人間関係しか築けない俺たち兄弟を心配して、とくにシャッツィを継いだ兄に対しては、なにかと見合いだの紹介だの、あの手この手を尽くして相手を宛あてがおうとしている。もちろん無理な結婚などは望んでいるわけではなく、本人の意思を優先してくれるのはありがたいが、お節介がすぎるのだ。

　社会人になり、そろそろ自分にも火の粉が飛んでくると踏んだ俺は先に宣言した。

「あら、川嶋のお嬢さんと早々にお別れした時、もうあなたはパイロットになるまで誰ともお付き合いしないと思っていたわ」

　川嶋工業のご令嬢とは、あまりにも本人と彼女の父親の強い勧めでひとまず付き合ったものの、あっという間に交際は終了した。別れた理由について詳しく説明しなかったが、一度関係がダメになった事実を踏まえたら、無理に結婚などを推し進められずに済むだろう。

　可南子の存在についてあれこれ聞いてくる母に、適当に返す。自分から告白した旨を告げると、母はさらに目を丸くして、驚きが隠せないでいた。

「どんなお嬢さん？　あなたが気に入るなんてぜひ会ってみたいわ！」

　それは願い下げだ。半端な真似はしたくないし、この実家や元社長夫人だった母を見たら、可南子はなにを思うのか。かしこまらなくてもいいと伝えても絶対に引いてしまうだろう。

「綾人、忙しいのに、大丈夫なの？」

「心配しなくても彼女はしっかりしていて、やたらと〝会いたい〟とか〝会えないなら別れる〟とか言う女性じゃないんだ」

　母に対して面倒な気持ちもあり、そう言ったものの逆に不安を覚えた。

　可南子から、もっと会いたいと願ってほしいと思うのは勝手なんだろうか。もちろん、俺のことを思って気を使っている部分もあるのだろう。そんな可南子だからこそ、少しでも会う時間を増やしたい。一緒にいたいんだ。

　彼女の実家の話などもしたが、母は反対する素振りなどまったく見せず、むしろに機嫌よさそうに笑っている。

「素敵な相手に出会えてよかったわね。でも来年、アメリカでしょ？　どうするの？」

「ちゃんと考えている」

　二年近く、可南子とは物理的に離れてしまうが、俺たちの関係をどうするかなど、まだきちんと話せてはいない。彼女から切り出されてもいない。それは、今の関係を変えるつもりはないということだろう。きっと離れたとしても可南子とは大丈夫だ。

　けれど、離れる前にどうしても可南子との未来を約束したくて、ひそかに婚約指輪を渡すと決めた。父は海外に行っているので、帰国する年末に可南子と婚約したい旨を告げようと実家へ帰省する。

　途中で可南子から電話があり、対応していると自室の前で誰かが大きな声で呼ぶのが聞こえた。

「綾人、久しぶり」

　電話を終え、苛立ちを隠せずにドアを開けると、慣れ慣れしく声をかけられる。彼女は川嶋工業の令嬢、川嶋多恵だ。祖父同士に付き合いがあり、なにかと縁を繋ぎたい父親に連れられ我が家を訪れていた。

　今日も帰国した父に会いに来たと連絡を寄越し、やってきたらしい。それにしても、どうして彼女がここにいるのか。不機嫌さを隠せず、つい睨みつける。

「この前、美奈子さんに聞いて驚いたわ。綾人に付き合っている女性がいるなんて」

　まさか可南子の存在が、知られるとは思わなかった。しかし隠すつもりもない。

「君には関係ない」

　すげなく返すが、彼女はつまらなさそうに続ける。

「それにしても、どうせ大した女性じゃないんでしょ。庶民的でいい子ちゃんのふりをしているのは、あなたの家柄や肩書き目当てかもしれないわよ。それとも、わかった上でアメリカに行くまでの暇つぶし？」

「違う。なにも知らないくせに彼女を悪く言うな！」

　つい感情に任せて声を荒らげる。我に返り、はっきりと川嶋多恵に告げる。

「しばらく離れるけれど、正式に婚約して彼女には待っていてもらうつもりだ」

　そのために今日は、可南子との約束を延期してまで実家に戻ってきたんだ。川嶋多恵とは祖父やシャッツィが絡んだ会社同士の付き合いもあるが、俺としては縁を切りたい。

「彼女は待っていてくれるの？　さっさと綾人に見切りをつけてそばにいてくれる人を選ぶかもしれないわよ」

　なにか言い返す前に、不適に笑って川嶋多恵は父親のいるリビングへ向かっていく。

　いったい、なんなのか。腹いせのつもりか。

　あれこれ考えて、先ほどの可南子からの電話を思い出してため息をつく。

　年末こそは可南子に会って今後について伝えようと思っていたが、こればかりはどうしようもない。なかなかタイミングが合わないが、今に始まったことじゃない。

　次に会う時に、渡せなかったクリスマスプレゼントと共に可南子に用意した指輪を渡そうと心に決めた。

　年が明け、久しぶりにやっと可南子と会えて、嬉しさが込み上げる。離れていた分を埋めるように、彼女をたっぷりと愛して多幸感に包まれる。

　その流れで、可南子にプロポーズをしようと思ったら、彼女の口から思いもよらぬ言葉が飛び出た。

「私と別れて」

　あまりにも予想していなかった事態に、すぐに現実が飲み込めなかった。遠距離恋愛は無理だと告げる彼女を必死に説得しようとするが、可南子は聞かずに続ける。

「私ね、結婚するの」

　さらに、背後から殴られたような衝撃を受け、情けないことに俺は頭が真っ白になった。

「綾人と違って、私の会いたい時に会ってくれる、そばにいてくれる人がいるの。その人と結婚する。子どもも早く欲しいし、もう綾人とは無理だよ」

　今まで可南子は、そんな素振りをまったく見せなかった。だからなにもかもが信じられない。しかし彼女の声は硬く、徐々に目の前の出来事が夢でも冗談でもないと実感していく。

　遠距離が無理だっていつから思っていた？　俺との付き合いに不満を感じていたのはいつから？　どのタイミングで俺とはもう無理だって判断したんだ？

　聞きたくて、責めたい気持ちが湧き起こる。でも、それ以上に……。

「俺は、別れたくない。可南子の抱えていたものをわかってやれずに、本当にごめん。可南子が俺をどう思っていても、俺は愛している。離したくない」

　真っ直ぐな気持ちを必死で伝える。しかし無情にもその手は振り払われた。

「遅いよ。結婚する彼の方が私を幸せにしてくれる。私の欲しいものをくれるの。さようなら」

　可南子がいなくなった部屋で、ひとり呆然とする。

　俺は可南子のなにを見ていた？　可南子とは大丈夫だって、可南子とは会わなくても平気だって、離れてもこの関係は続くって……全部、俺ひとりが自分の都合のいいように思い込んでいただけだ。

　彼女としっかり向き合いもせず、関係の長さで相手はこうだと決めつけていた。どんなに後悔してももう遅い。

　きちんと話したくて可南子に何度か連絡をしたが出てもらえず、そうこうしているうちに海外訓練で俺はアメリカに渡った。

　一心不乱にパイロットになるための訓練に向き合い、知識を詰め込む。優秀だと周りに評価されても、どういうわけか満たされない。

　帰国して国内での訓練を続け、無事に副操縦士の資格を取得しても、同じだった。異性にはそれなりに声をかけられ、告白されるのも珍しくはないが、なにひとつ心が動かない。この虚無感を埋められるのは、俺が求めているのはひとりだけだ。

　もう一度可南子と会えたのなら、もしも彼女の隣に誰かいないなら、もう二度と離さない。なにがあっても大事にして、俺のものにするのに――。




※　※　※




「この写真、すごく好きなの」

　可南子の声で我に返る。彼女は友人や身内から送られてきた今日の結婚式の写真を一緒に見ていた。

　しかし彼女が画面に表示していたのは、今日ではなく前撮りで撮影したものだ。

　彼女はウェディングドレスを身にまとい、俺は副操縦士の制服を着ている。凌空は俺とおそろいで、特別に用意してもらった子ども用のパイロットの制服に身を包んでいた。

　可南子の希望もあり、前撮りは綺麗な青空の下で撮影した。

「どんな綾人もカッコいいけれど、やっぱりパイロット姿は特別だと思う」

　目を細め可南子は呟いた。

「小さい頃からの夢を叶えた綾人はすごいね。尊敬しているし凌空にとっても自慢のお父さんだよ」

　笑顔を向けてくる可南子を抱きしめる。やっぱり彼女はそうだ。パイロットという肩書きだけじゃない。そこに至るまでの俺もきちんと見てくれている。

「可南子にとっては？」

「もちろん、私にとっても――」

　彼女の言葉を遮るようにして唇を重ねる。答えは聞かなくてもわかるからだ。

　目を丸くした可南子が視界に入り、ゆっくりと唇を離す。続けて彼女の頬にそっと触れた。

「パイロットになったのはもちろんだけれど、俺はそれ以上に、可南子の夫になれたのが嬉しいよ」

　指先に滑らかな肌の感触と温もりを感じながら、至近距離で可南子の目を見つめる。

「パイロットになる夢と同じくらい、可南子がずっと隣にいてくれる未来を望んでいたんだ」

　どちらかじゃダメだった。俺は欲張りで、夢のために可南子を諦めるなんてできなかった。可南子は何度も瞬きを繰り返し、小さく頷く。

「うん。私も綾人のそばにいたかった。叶うわけないって諦めていたのを、綾人が叶えてくれたから……」

　震える声で告げた後、可南子は笑った。

「これからは自分で叶える。綾人の奥さんでいられるように頑張るね」

「頑張らなくていい。可南子はそのままで十分なんだ」

　俺はすぐさま返す。ひとりで抱え込んで頑張ろうとする彼女を支えたい。その想いは変わらないんだ。

「愛してる。どんなに遠く離れても、必ず帰ってくる。覚えておいてほしいんだ。俺の帰る場所は可南子の隣だけだから」

「うん」

　今にも泣きだしそうな可南子に再び口づける。

　四年前、本当はこうやってきちんと伝えるべきだった。けれど、あの別れがあってたくさんのものを積み重ねて今がある。凌空がいて、可南子がいるんだ。今が幸せなら、それをこれからどう守っていくかだ。

　もしかすると、来年には守るものがまたひとつ増えているかもしれない。

　幸せな未来を想像して、キスをしながら彼女の手に自分の指を絡めて重ねる。おそろいの指輪に満足し、俺は可南子に溺れていった。




Fin.










あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりですの方もこんにちは。

　このたびは『別れてママになったのに、一途な凄腕パイロットは永久溺愛で離してくれません』をお手に取ってくださり、またここまで読んでくださって本当にありがとうございます。

　今作は私にとって、初めてパイロットヒーローに挑戦した作品となりました。

　飛行機自体は帰省の関係で年に何回か乗るのですが、パイロットの詳しい仕事内容はほぼ知らず。この物語の執筆にあたって飛行機や航空関係に携わる方たちについて調べていくうちに、改めて飛行機が無事に目的地まで飛ぶことがどれほどすごく、多くの方の支えあってなのかを知りました。尊敬と感謝の気持ちでいっぱいです。

　小説を執筆する中で、こうして新しい世界を知れるのは、とてもありがたいです。

　可南子と綾人の心通わせていく様子はもちろん、パイロットとして奮闘する綾人の姿や、ふたりの息子である凌空のかわいさなど、作者として書きたいものはすべて詰め込みました。あとは、読者さまに少しでも楽しんでいただけるのを願うばかりです。

　ちなみに今作のヒーロー綾人は、既刊『敏腕社長は雇われ妻を愛しすぎている～契約結婚なのに心ごと奪われました～』のヒーロー隼人の弟になります。

　気になった方はそちらも読んでくださると嬉しいです。




　最後になりましたが、書籍化の機会を与えてくださったスターツ出版さま。物語のパイロットヒーローを書くきっかけを与えてくださり、また凌空の名付け親である担当さま、物語がよりよくなるよう寄り添いながら編集作業を進めてくださった、編集協力をしてくださったライターさま。

　イメージぴったりで素敵なイラストで家族三人を描いてくださった七夏先生。

　他にも校正さま、デザイナーさま、営業さま、印刷会社さま、書店さま。

　この本の出版に関わってくださったすべての方々にお礼を申し上げます。

　なにより今、このあとがきまで読んでくださっているあなたさま。心から感謝いたします。ありがとうございました。

　それではいつかまた、どこかでお会いできることを願って。
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